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大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 9 0 T E L側 2 1 2 5 - 9

A

会株日

ツ美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ

-圃

，
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岨

圃

紡

紡

d

・
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b
東

T E L  (2Sl) 0211 東 京 本 従 来 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 - 1

補 問 駐 在 所 福岡市天神町8 西日本ビル 三井拍車内 T E  L (4) 7 6  3  1  - 7  
名古屋営機所 名古屋市中区御幸本町通 1) 9- 8 T  E  L (23)0945 ・4414

皆様の設計と施工に東洋の床材

- 6  リノリ z

イルリノ

巴=ヲートqイル

ヌ市ンジシート

q  

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 臨 4 三 和ピ ノレ

電 話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 sIS 2  三 和 ヒソレ

電 話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

< > ソフトな感触

<>優秀な耐久力

< > 美しい色 彩

東 京 支 庖

大飯事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈



附臥目

打 抜 き 金 網

. カ タ ロ グ 進 呈 ・

協 和 産 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 本 国T 5 丁 目 1 1 帯 地

東京出張所

工 場

電 話 ( 代 表 ) 大 阪 25 - 5978 番

(御 堂 筋 本 町 4 丁 目 交 究 在 西へ半丁北側)

東 京 都 千 代 回 区 六 番 町 1 5 番 地

' ; t ; : 話 (代表) 東 京 301 - 0624 番

(図 ttt 四 谷 駅 南 口 主 締 迎 合 会館 東 隣 )

大 阪 市 都 島 区 内 代 田T 4 丁 目 1 番 地

電 話 ( 代 表 ) 大 阪 33 - 4431 醤

オ ー ル プ ラ ス チ ッ ク 製

ニ 枚 羽 根 丸 型

レ ヂ ス タ

協 和 実 用 新 実 C F 4

防 臭 用 ダ ス ト シ ュ ー ト

新 実

握 玉 付 シ リ ン ダ ー 錠

箱 型

レ ー ル 周 ド ア - . 1 、ンガー

七年間研究の鵬

重 油 災 許 可 な し で

伝 熱 面 積 5 0 m2以 卜 で

蒸 発 量 3. 5 T on 以 J

ボイラ効 率 ＸＵ ｾ ぢ 以上

⑮ 記 事 川 態 工 所

'*' 柱 ・工場 大限市大淀区大仁西 2 - J

車京嘗蟻所 車官邸中央区八重洲 6 - 7

九 州 堂 書 所 小 富 市 高 野 5 2  5  

電 (45) I  9  7  5  (代}

電白81) n87( 代)羽田

電 ( 5 ) 4  8.  6  Z  
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亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン グ ヌ プ リ ン グ Lノ ヤ y タ ー

重 量 状 優 ， 聖

書 量 陣 健 司 暑

戸、、

ノ

ｊｬ え怠 ｌＧ 附まざ ｉｾ ‘をく ｉｾＧＭ＿ た …

. ス プ リ ン グーノヤ y タ- ・重 量 ス プ リングシヤ y ター

. 自 動 シ ヤ y タ ー ・手動i 1 t 動 スチ ールシヤ y ター

Ｎｾ＠

詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工喝 大阪市西淀川区佃4ノ33 T  E  L @- 2 812- 3. 3116 白 14

車 京 宣 底 東京 都大 IR区新井市 5 ノ 5 4  7  T  E  L  (771)ー-1171

名古1毛主箇 名古居市中区下日置町2丁目 7帯地 T E L ⑫ 5954 臼24

出 弧 所 峨 阜 、 京 都 、 神 戸 、 情 浜、 i輩、 掴 岡

その他出4民間特約五Eは全国主 事都市にあり



寸S

ムヨ士土空月竺}材竺毘金免
社 - LEK?ふム76 (L日)' 7071 Ｈ ｾ蛾Ｉ 東京出張所 電 話 東 京 ω 1) 2  7  1  8  

厚③

必陰民 話 ＨＭｱ ィ ｉｾ

， 

' ( 

(  1・5 事毛j車)

藤 森 建 材 株 式

A

令

官社

東京本社来 ｊｊｾ 占 ［ｪｬ Ｇｉ Ｍ Ｑ 央区日本 柄通 Ｑ Ｍ Ｒ Ｈ 大 ＺＨｲ ヒソレＩ T  E  L  (271)  ＶＴ ＳＲ ｾ Ｕ＠

大阪営業所 大阪市東区間 ']]IIIJ 2  - 65(Ij 金森ヒソレ) ｔｅｌ Ｈ ＲＷ Ｉ Ｓ Ｑ ＹＱｾ Ｕ ・ ＷＳＸＵ

ri ，il 司法業所悩| 問 ili 来 院 大 通 2 ー 73 T  E  L  (74)  1945 (75)  3473 

札 幌 営 業 所 札 幌 市 出 て 条 内 10 r  FI T E L  (4)  Ｒ ＵＱＱｾ Ｓ＠
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

建 設 大 臣 登録

(ト ) 4  0 8 2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ヤ 少 タ ー

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

室組fJ'T' :I 司・撤武怠註

本 底 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3  11[ 代 表 { ω ) 5 3 4 1

札 幌 支 庖 札 帆 司j ＢＢＮｾ似町宇 ｕｬ 5  2  2 電 ( 3174犯( 51倒73'15l9 

旭 川 営 療 所 . I i ! l 川 市 常 盤 通 三 丁 目 電 。 5 0 9 7

帯 広 出 張 所 帯 広 111 西 2 条 m 7 丁 目 6 電 3 .8 5  6 ・3 8  5  7  

東 北 支 広 仙 台 市 土 錨 1 1  2 電 ( 3  )  3296 ・9618

秋 国 営 業 所 秋 岡 市 借 凶 虎 ノ 口 外 強 新 町 九 電 2  7  8  3  

新 渇 営 業 所 街 潟 市 奉 日 町 西 2 丁 目 電 ( 3 )  1 4 4 3  

東 京 支 底 東 京 都 新 宿 区 新 宿 1 丁 目 6 0 電 (341)2418-9678・お96 (ぉυ 抱2j

神 図 営 雛 所 東京 都 千 代 田 区神 田 松 住 町 12 山 家 ピ ル 電 (251)6百8( 291)3811- 4

柵 浜官官 接 所 州 浜 市 中 区 弁 天 通 3 丁 目 4 5  電 ( 2 ) 7 2 7 8  

高 崎 営 業 所 f山 崎 rll 下 fll 田 町 4 2 9 o'U 2 1 6 6  

宇 都 宮 営 業 所 ・j'; ｲＮｾ 沼市組町 Ｑ 丁目 Ｓ 4  2  8  屯 7  7 2 2  

甲 府 主 主 禦 所 叩 I町 市 紅 傍 町 2 1  屯 2 4  4  2  

名 古屋 支 庖 ｨ 古 ｍ ｾ 市中村区 ｬ 五判町 Ｒ 丁目 ＴＶ 八 洲ピル 屯 (5通) 2846(，55) 9786

静岡 営 簾所， Ａ ｾ岡市昔平 ｬ 町 Ｑ 8  8  唯 ＨＳｾ Ｎ ＲＸ Ｔ Ｖ＠
長 野 営 集 所 J f N  ，fj 'J t - 糾 町 7 3  9  ，屯 (  2，t  5  2  9  2  

松 本 出 張 所 t 1 : <t.: di  袋 町 1  4  9  't: 2 4 9 7 ・4 7  4  4  

四 日 市 出 張 所 l叫 11 d-r rli  I則 ソ 谷 断 町 2 8 2 3 111: 2 4 4 3  

大 阪 支 庖 尼 崎 市 久 々 知 下 コ エ 2 3  '11: ( Ul ( 40) 5  3 4  1  

大 阪 商 営 雛 所 A 阪 Ili 阿 倍 野 区 IIJJ 町 1 丁 目 22 ノ 3 屯 ( 77 )  8  2  1  7  

大 阪 北 営 業 所 大 阪 111 大 淀 l豆 大 神 橋 焔 8 丁 目 2 3  従 (35 ) 9  8  0  0  

神 戸 営 業 所 伊l' ド 市 都 合 区 ' ('. m ｾｔ＠ 3 丁 目 2 3 '1t ( 2 1 0 1 8 9  

車 副 首 聾 踊 山 叩 市 中 京 区 軒 町 辿 御 池 上 ル 中 之 町 . 2  電 ( 22)  0  9  0  0  

童 沢 営 業 所 .，そ 以 市 栄 町 6 5 唯 ( 3 ) 3  1  3  0  

彦 4民 営 業 所 必 tn‘ 市 山 時 町 8 8  唯 2  0  5  3  

高 経 営 業 所 山 松 市 駈 上 町 8 0  9  従 ( 3 ) 4 2 9 0  

高 知 営 業 所 山 知 市 岨 町 3 丁 目 5 0 1([ ( 2 ) 1 5 7 6

徳 島 営 業 所 徳 山 市 船 地 町 2 丁 目 1 2  畦 ( 2 ) 0 6 5 9

広 島 営 業 所 1よ 品 市 千 四 町 3 丁 目 8 5  6  電 ( 4 )  3 7 5 6  

九 州 支 庖 偏 岡 市 illt 辺 通 5 丁 目 9 2 電 (75) 5181( 75 ) 6901 

熊 本 営 業 所 熊 本 市 南 干 反 切l 町 1 6  2  電 ( 2 1 0 8 9 3

佐 世 保 営 難 業 他 I1ぞ 保 市 山 瀬 町 1 4  0  電 5  5  1  3  

鹿 児 島 営雛 所 鹿 児 島 市 平 野 町 1 1  9  電 ( 2 )  6 7 6 2  
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大 阪 ・ 四 ツ 橋

2立もk Ｑｦｾ建都筑
T E L  (54)  1861- 5 ・2131 ・2233
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アスヲアルト防水ほ年限保藷す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 工 業 会 員 名 簿 (イ ロハj I 国)

i也 区 会 相匂 名 u  ji}r  '6 1  LL 
話'

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札幌市北三鰍 4 ー l | ②間 ・4仰

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日| 川 | ③779附 田

井 上 ; 歴青 工 業 K K 東京都 '1' 火区銀臨東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町 77 (871) 5311 (841) 5729 i  

北 条 涯 青 工 業 K K 東京新Irl '央区淡町 3 ー 7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 ー 1172 (361) 5947・( 371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代庇l区事11日1小)1[1町1 - 8 ( 251) 0161- 3・1301- 2  I  

i歴 青 建 材 K  K  東 京 Ｍ ｉｾｉＧ Ｍ ｉＧ 央区銀臨東 Ｓ ー ＱＱ ( 541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京 区新諏訪IIIJ 6  (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891)  1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 青 工 業 K K 東京胡i台東区新坂本H汀61 (841) 8501・(871) 2851

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林II1J 94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
dZC3h E  

東京都千代田区神田岡朋| 自iJ 3  ( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 后 繍 浜市西区高 島町 1 ー 1 @7846・8476- 7

i 中 央 建 材 工 業 K K l -

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12  

|@0496 初 66.8700

⑧6860・2574・0415

日 寄日 エ 材 K  K  大阪市西区新IIIJ 北 通 1 ー 17 ｾ Ｓ ＷＸＵ Ｍ Ｖ ・ ＲＷＲＱ

マ ル エ ス 工 業 K K 大月反Tli 稲ω三上福島南 1 - 152 @2360・2030

近 t路 地 区 K  K  新 光 商 広 大阪市南区Li'¥_l lI J 2 ー13 @7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ｾ ＵＹＷＶ Ｍ Ｘ＠

，肯 7)< 輿 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 @0251-3  

| 豊 永 建 材 K K | 山 叩 IJ l O

中 国 Ji ! l 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡 山市i密屋 IIIJ 22
③2211・6302

工 業 K  
K l - 腿 IlI J 7  

K  山 本 商 会 松山市立II !J 2  - 95 ②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本; 小路74 4305  

大 同 エ 業 K  K  宮崎Tb柄 通 6 - 82 8155- 6  

九 州 l也 |茎 K  K  工 材 キ土 門司1' 11大盟束通l O-J 自 ⑧ 1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1 丁 目新H汀95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 ①0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新IlI J 北 通 1- 18 1=1新 工業 K K大 阪営業所 (53) 528ト3
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'u. 冨
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ピ J レ

工 場
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堅室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

ｂｾ ｊｩヌー Ｑ｜ＰＭ［Ｇ ｉｾ ソイド

8ili ｝Ｇｾｉｌｔ ン ｉｌＭＷ イ〉タ
伸 縮 目 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ支 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T E  L  (271) 7∞0 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区婦上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の衛生陶器ヒ付属金具

L. - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 務 ( 1級) し 220. l f 2 ，750 

金 具 ( ......... 畝 ι 印)

立 水 絵 T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2個) lf 1，200 

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2 1困) ￥ 1，340

排 水金具 T 6P ￥ 1，2 10  

道議
〈苅喜志お久ゐ

ピル・ アパートはもとより一般住宅

ノぜy クハンガ

取付木ネジT L  220D lf 200 

にも御採用頂 け るよう 寸法や価格の点では 従来愚もよ〈
! t ￥ 6，100 

御愛用頂いてい た製品 し - 9 2 を基 準と して 考慮いたしました。

参 考 定 価

陶 穏 ( ;lQ.級) L 220 ￥ 2，200 

金 具 ( . 7. 71<. 印)

東 洋 陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥ 510  ( 2 個) ￥ 1，020

本 社 茅ヶ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高目前居 5 - 32 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京 ・名古屋・小倉・広島・高松・札幌 ・仙台・富山 T E  L  210 5 - 8  

止 水 t主 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2 個) lf 1，140  

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 住 頬 そ ろ っ た 泡 ピ 波 板

ニユーロンプレート

使いやす い 、トタ ン小 波 の むF 及 tHs

ロ ン ガ ラ ス

用途の広い、透明・半透明広ピ平版

ロ ン フ ィ ッ ク ス

丈夫 で汚れない最新の岱・襖f 1 占材

ロ ン リ ウ ム

品 質 l姐 ー と定 訴 の あ る床 奴 材

ロ ン タ イ ル

あ ら ゆ る 床 に ? ソチする 美 しい床材

ｾ水 金具 K 6 P C 子 1，030

床 材 の 王 座 /

ロシヲイルK

ロシリウムK
182 crn rl] ・ 厚 さ 2 mm、3 mm . 長尺

従来の ロンリウム ・ロンタイルの姉妹品として、川口

ゴムの最新の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

j享特性 ・耐勲 |生 ・耐i山性など絡段と優秀| 全を有します。

ロンリウム K . ロンタイル lくは l 、ずれも 全階肉質で耐

摩耗が強化され、然もソフ卜な質感 'i 公共込P築・ビル・

車輔の床にピ y タリとし価絡も 一層経済的にな ってい

ます。

ロ ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本社・工場 東 京 r. m飾 区 本 山 間 y 本町 5 4 m必 1t!京 ( 697) 61. 1(代高〉

車 生 工場 ｉ ，ｾ Ji 比H !l 谷 市 大 許靖司 2740 唱;1，ぷ加 (0871)2033，再生112

舛 国 部 !I!京都 千代凶r ; r 神川銭前町 2 - 16 ｭ Ｚ ｾ 定 前 Ｈ ＲＹＱ Ｉ 3588- ‘9  

神間宮鍵所 u，車 I!n 代田医伸! 日常1{ ; 町 2 - 16 tll::;¥ 車前 ( 291) 伺 03"': ) ‘ 亀 j

大阪営鑓商 大 阪 市 市 区 It 脱 届 町 3 3 電路 大限 ( 27) 4358-:9，'. i  

J  

， 

r  



可'

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官斤・諸会社御指定

調査無卒中/ TZ:? す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

._宮.

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 (和歌山 ) ② 1 3 8 9番
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l附和36年 6 月271=11 C 近畿建築会館において開催されま した本会通常総

会で，下記の議案がそれぞれ原案のとおり承認決議されましたので， と

ζ 』ζ 会告申し上げます。

昭 和36年 6 月28 臼

報議;夫
. 6.  

コヨ:総

戸 崎

吊通
通 常 総 会 決 議 報 告

助久

日本建築協会

会 長 尾 崎

社 団 法 人

記

削和35年度事業報告承認の件( 別掲〕

附 和35i f 度決算報告承認の件( 別掲〉

昭和36年l Ql収支予算承認の件 ( 5 月号掲載)

1. 

上以

{壬

昭 和36年 6 月27日近畿建築会館で開催されました本会の定時評議員会

において ，先般逝去されました理事l'J 木友一君の補欠として下記のとお

り選任されましたので，乙とに会告申し上げます。

昭和36年 6 月28円

tVJ  久

同本雄築協会

会 長 尾 崎

記

事 室 谷 山 水 A ( 株式会社室谷商j占)

追て分担会務は主記であります。

中 国 支 部 役 員 新 任 通 知

If{-! ポU36年度の '1' 国支部役員は ， 5 月20日の選挙による改選ならびに 6

J- : ! l 7n の役員会において下記のとおり決定いたしましたので会告申し上

げます。

選欠補の事E里

理 事 の 補 欠 選 任

社 同法 人

E

 

E

，
J

 

昭 和 36 年 度

中 国 支 部 の 役 員 新 任

ｾｩＺ＠

義 敦 君 〈松本建設 K K営 業 所 長 )

良 一 老 (K K 藤 田 組 広 島 文 信 長 〉

忠太郎f I J ( 奥 井 建 築 事 務 所 長 〉

( 広 島 大 学 教 授 )

( 中国地方 n設局営繕古事長〕

〈 広 島 市 建 政 府 営 繕 線 長 )

( 広 品 大 学 教 授 〉

( 梓始祭事務所中国分室長)

( 防 府 市 住 宅 営 繕 線 長 )

( 疎 開 建 築 事 務 所 長 〉

(K K 大 林 組 広 島 支 庖 長 〕

( K K竹中工務広広ぬ支広長)

<7U水 建 設 K K広ぬ文庖長)

( 広鉄工業 K K常任監査役〉

( 日本プロック建設K K社長〉

(K K藤木工務庖倉激支盾畏)

( KK 鴻 池 組 山 陰 営 業 所 )

( 近畿電気工事K K広ぬ支社長)

( 三 機 工 業 K K広島文広長)

Ｈ官 ｦ 盛ｾ材 ｋｋ 社長Ｉ

重 男 g

l臼君

実 君

夫 君

秀 君

夫 容

一 君

男 君

戊 君

喜 久 夫 君

興 一 君

志士ｾ
. . . . .  二二一 率五

精 一 君

夜 、 吉 君

繁 ぉ

一 君

男 宕

重

一

元

正

二

主主

繁

林

間

井

町

西

崎

田

藤

原

中

間

太

谷

石

谷

田

国

塚

山

古

升

奥

航

葛

山

総

佐

高

田

川

勝

羽

守

一両

日

向

μ
制

緩

若

奥

中

川

f

・、同

』

長

長

国

民

仰
盛

口

部

部

ぷ

術

支

ι

償

支

劃

同

常

、相

( 綜合部門〉

L電気部門)

( 管工部門〉

( 建材部門)

幹 事

Ｈ白 ＱＱ ヰＺ雄投薬ｾＮｬｯｅ ｋｋ 山口営業所長Ｉ

( 広山県総務郎管財課畏補佐)

生 記

与ι %t

朝

盛

|仮

繰

1:[ 1  

ｩｾ＠
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昭 和 35 年 度 決 算 報 告

|一 般勘定|

在現

表

一
-

口
同

円

当

日n

E

1

A

E

H内

-

q
o

対

一

月

-

。
δ

借

一

年

-

P

O

 

貸

一

3和問

借 方 貨 方

科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 59，893  1，li 本 金 47，672 

当 出 預 金 489，633 11l ' 染 地 備 金 347，3∞ 

普 通 預 金 30，お9 什 探 償 却 lfl 備 金 49，143 

郵 使 振 替 貯 金 110，972 紋日間 l伴 氏 事 業資金 210，784  

定 期 預 金 20，0∞ 借 入 ｾ＠ 4ω ，0∞ 

未 収 入 金 1，140，506  未 払 金 4，386，478 

仮 払 金 197，041  仮 受 金 40，831  

百q 払 tl' 周 1，183，123 前 受 収 益 金 252，2∞ 

什 認 423，114  前 期 繰 越 金 24，724  

4正 ，1< 図 重量 1， 416， 302  

会 館 出 資 金 250，∞o  

収 支 助 定 438，189 

ノr弘z  
計 合 計 5，759，132 

現和昭

資 E霊 之 時l 白 t貰
」づ，

部

固 定 資 産 423，114  引 当 勘 定

f  

付 告S 主主 本 金 47，672 

流 動 資 産 710，857 事 業 都 備 金 347，300  

当 峰 預 金 489，633 
fi 鵠 償 却 単 備 金 49，143 

"  

普 通 預 金 30，359 故田郡昨氏事業資金 210，784 

定 期 預 金 20，∞o  
流 動 負 債 5，079，509  

郵 便 振 鈴 貯 金 110，972 仮 交 金 40，831  

現 金 59，893 rtrr 受 収 援 金 252，200  

雑 勘 定 3，936，972 lli r  払 金 4，386，478 

仮 払 金 197，041  イtt 入 金 4∞，∞o  

未 収 入 金 1，140，506  
前 期 繰 越 金 24，724  

附 払 費 用 1，183，123 

在 庫 図 書 1，416，302  

近畿建築会館出資金 250，∞o  

本年度収支勘定 438，189  

合 言十 5，759，132  11 
dロh  

計 5，759，132  
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| 一般勘定|

収 支 内 訳 表

昭 和 36 年 3 月 31 日 現 在

収 入 の 部

減

蜘

刑

制

m

m
一

町

制

蜘

側

…
刷
…

ω
悶

抑

制

。
u

n

U

4

峰。
白

a

u

-

P

3

9

“8
噌

n

v

o

z

o

a

u

a

u

司
，

h

!

7

4

3

8

6

7

7

1

7

 

乙

2

2

-

9

1

5

2

4

4

9

増

一

-

A

一

A

A

A

I

l

l

-

-

-

-

I

l

l

i

t

-

-

額

一

側

側

側

一

削

則

一

算

一
∞∞

m

M

M

U

一

-

a

u

n

4

t

a

t

A
唱

A

-

予

3

4

8

一

額

一

別

問

明

前

例

一

算

一

間

一

叫

即

抑

制

一

決

一

乱

4

&

一

叫

M

貨

資

資

計

一

回

同

一

A

Z

A

E

J

』

会

会
体

方

9. 965. 817 I  8. 990. 0∞ 

511. ω o  I  654. 0∞ 

1. 034.  9∞ I  5∞，∞o  

30.α lO I  110. ∞0  

419. 6ω I  350. 仮泊

1. 5仏 581 I  2. 820. ∞o  

2. 154. 585 I  1.  676日∞o

1. 416. 3旧2 I  

17. 077. 645 I  15. 1∞，∞o  

1  393. 457 1  初日∞ |  

入 合 計 | 払 臨. 172 1  23. 650. 脚 |

187. 438 

11. 630. “7  

470. 266 

1. 315. 681 

2. 027. 030  

161. 585 

I  2. 546. 756 

小 計 I 18. 457.  530 

| 支 部 交 附 金 I 270. 572 I  

部 費 ' 支 部 補 助 金 I 82; 鎚5 I  

小 計 I 353. 257 I  

科 目 | 費

正

会 貨 収 入 1:
!I! 

入

入

入

料

入

入

高

針

収

収

収

卸

査

上

上

E

L

r

収

会

収

先

発

棚

，

習

審

欽

窃

雑

惜

口

詑

鵠

会

p
f
約

図

図

決

4

負

般

陣

雑

縁

集

時

間

鯖

一

在

人収来事

雑 収

|収

支 出 の 部

科

'炉 t， 

会 日置 n  

部 会 1 l '

委 員 会 費

雑 誌 i l '

n l 講 演 講 習 会 費

集 会 費

図 望 書 発 行 t l '

調 査 i l '

雑

支

.. 

料

費

貨

資

資

資

通

具

諮

償

交

金

制

維

房

崎

日

電

通

旅

集

印

文

F

 

1

 

相
・ 4旨

小 針

諸 給

厚 生

7 - 7 7了一一

z. : 引不足金 438. 189 

処 分

10. 657 

一一一→
2. 235. 172 

目

110. 0∞I  8. 327 

3札 ∞o IC>. 3仏∞o

180.∞o  I  7. 必8

9. 240. ∞o  I  2. 390. 447 

7∞，∞o  I  C>. 229. 734 

700. ∞o  I  615. 681 

2. ω0. 000 I  C>. 572. 970 

300. 000 I  C>. 138.  415 

2. ∞O. ωo I  546. 756 

15. 8飢 ∞o I  2. 597. 530 

3∞，∞o  I  C>. 29. 428 

150.∞o  I  C>. 67. 315 

4ω ，∞o  IC>. 96. 743 

264冶∞o I  4. 939 

24. ∞o  I  1. 887 

132. 000 IC>. 3仏 135

720. 000 I  50. 959 

120. 000 I  7. 160 

48. 000  I  14. 934 

144. ∞o  I  1ω. 048 

1. 45直，∞o I  209.792 

3. 2卯，∞o I  1. 933 

150. ∞o  IC>. 0  

822. ∞o  IC>. 0  

4. 262. ∞o  I  1. 933 

164. ∞o  IC>. 8. 862 

48. ∞o  I  24. 939 

35. ∞o  I  C>. 6. 166 

6. ∞o  I  853 

20. 0∞l お0

273. ∞o  I  11. 144 

3.717 

0  

49. ∞0  

2. 422 

2. 673. 361  

前期繰魁金を補填 24. 724 

差 引 後 期 繰 鋪 金 413. 465 
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方

855. 0∞ 

1. 383.134 

94. ∞2  

250. 0∞ 

309. 415 

15. 290. 。∞

30. 000 

ω9. 534 

112. 497 

近 畿 建 築 会 館 特 別 勘 定

貸

16. 861. 095 

139. 400 

1. 044.  450  

93. 262  

152. 838 

180. 0∞ 

350. ∞o  

方f占

112. 497 

18.933. 582 

収 支 内 訳 表

昭 和 36 年 3 月 31 日 現 在
入収

0  

0  

41. 193 

増 A 滅

1. ∞O. ∞0  

1. 020. ∞0  

58. 807 

予 算 額

1. ∞0. 000 

1.020. 。ω

l∞，∞o  

決 算 額Tl 

第 二 ， 一 般 会 計 繰 入 金

貸 宝 料

雑 収 入

自

.. ム

41. 193 

Tl 目 | 決 算 額 | 予 算 額 1 "目 A 減

f首 入 金 車l 子 782. 000 A  17. 500 

ffi ｾ＠ 料 102. 515 102. ∞o  515 

瓦 斯 ｴｾ＠ 165. 657 144. ∞o  21. 657 

7]( 道 料 10. 320 9. 600  720  

借 地 本4 181. 376 181. 4∞ A  24 

火 災 f:R 険 料 17. 1∞ 18. ∞o  A  E∞ 

公
諜 142. 530  148. 4∞ A  5. 870 

唱基 ｾｉ｜＠ Ｑｾ＠ 42. 080 50. ∞o  ム 7. 920 

人 ド| 'Il' 144.印l O 2. 040 

雑 費 619. 186 108. ∞o  

荊j 升t 432. ωo ム 432. 600

剖 71. 304 

A

 

A

U

 ∞

 

A

U

 

q

L

 

n

，
“

 

計

出支

備 考

雑貨支出の内

建物償却費 420. 051  

什部償却費 94. ∞2  

y; 514. 053 を含む

112. 497 

112. 497  

0  

112. 497 

前 期 繰 越 金

当期収文不足金

Zて 百 |

差引不足金

処 分
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昭 和 35 年 度 事 業報
主ヒ

ｾ＠ 書

自 昭 和 35 年 4月 1 日 至 昭 和 36 年 3月 31 日

1 総

( イ) 通 常 総 会

6月22日 於会館集会室出席者22名

議 事 1. 昭和34年度事業報告示認の件

1. 昭和34年度決算報告承認の件

卜 昭和35年度収支予算承認の件

( ロ) 臨 時 総 会

8月 番商表決による臨時総会

議 事 1 監事 1 ; 名補欠選挙の件

(ハ) 通 常 総 会

2月28日 於会館集会室出席者13名

議 事 1. 監事 l 名，評議員49名選挙の

件

1. 同一役員に重任を承認の件

2 評 議 員 会 |

、

( イ〉定時評議員会

6月22日 於会館集会室 出席委任状共

58名

議 事 1. 昭和34年度事業報告承認の件

1. 昭和34年度決算報告承認の件

1. 東海支部設置に関する件

1. 理事 1名補欠選任の件

( 口) 定時評議員会

11月25日 於会館集会室出席委任状共

64名

議 事 ( 1  ) 昭和36年度評議員選出数決定

の件

( 2 ) 理事欠員補選延期承認の併ニ

( ハ〉定時評議員会

3月25日 於会館集会室出席委任状共

76名

議 事 ( 1  ) 議長，副議長互選の件

( 2) 副会長 1;名，理事15名選任の

件

( 3 ) 役員重任承認の件

( 4 ) 常務理事重任承認の件

( 5 ) 昭和36年度収支予算審議決定

の件

( ニ〉技術部門評議員懇談会 3 回

3 理 事
. 6.  

τZ玄

( イ) 定例理事会

( ロ) 編集理事会

( ハ〕主計理事会

( ニ) 主記主計理事会

( ホ) 理事支部長懇談会

12 回

1 回

1 回

1 回

1  1口|

4  会 勢 審 議 会

( イ) 会勢審議会 l 恒l

( ロ) 職場グノレーフ・の悦話人懇談会 2 同

常 設 委 員 会

委員会

枠事会，小委員会

分 科 会，打 合 会

( イ〉事業委員会 12 副 48  101 

( ロ) 編集委員会 12 回 20 白

( ハ) 教育委員会 4 回 21 同

( ニ〉住宅委員会 7 回

( ホ) 災害委員会 5 回 1  1口l

( へ) 法規委員会 7 回

( ト) 出版委員会 1 @  15 回

( チ〉建材委員会 2 同 2 回

特 別 委 員 会 |

委員会

( イ) 会館運営委員会 l 邑l

( ロ) 表彰候補者詮衡委員会 3 回

( ハ) 近代建築調査委員会 12 回

幹事会

打合会

3 回
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( エ) テレ ビ放送委員会

( ホ) 会員名簿発行委員会

( へ) ノレ ・コノレ ヒ・ユジエ展

実行委員会 4 回

20 回

2 回

7 回 5月11 日 於広島市労働会館 230名

広島県建築士会，本会中国支部共催

5月13日 於福岡市県医師会館 64名

福岡県建築士会，本会九州支部共俄

「鉄骨構造計算講習会」

7  講 演会 ，説 明 会，映 画 会 |

10 座 談 会

( イ) 講 演 会

7月16日 於関電ピノレ 2階 70名

ハリス博士「建築と音響」

学会及び音響学会各支部と共催

3月初日 於関電ホ ーノレ 2∞名

創立記念日 「講演 と映画の会」講演

栗本順三氏 「近畿は一つ」

9月 1 日 於会館集会室 30名

「ドームと ν ヤーレ」の映画

11月29日 於大阪建設会館 45名

「海 lζ 築く製鉄所」の映画

3月30日 於関電 ホーノレ 2∞名

創立記念日「記念講演と映画の会」映画

「大井川 IJ r若がえる街」

4月28日 於会館集会室

「法規座談会J

7月13日 於会館会議室

「建物管理者か らみた設備上の諸問題」

7 月30日 於以和賞荘

「公共建設住宅の当面する諸問題」

9月 9 日 於香里団地開成小学校

「公団住宅 lζ 住む子供達の座談会」

1月23日 於会館集会室

「長谷部さんをめぐって」座談会

2 月17日 於会館集会室

「建築基縫構造設計基準をめぐる諸問題J

2 月23日 於会館集会室

「設備技術者を対象とした教育K 関する座談

会」

( 口〉説 明 会

4月 7日 於産経会館 4 階 150名

「陸屋根防水 1<:: 関する説明会」

( ハ〉映 画 会

3 月29日 於会館会議室

「インテリヤデグイ γ について」

、，

11 若 い 会員 の集 い

8 講 習 会 |
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9 月28日 於会館集会室 45名

いろいろなデヂイナーと 話し合う会

11月12日 於近鉄学園前登美ク丘分譲住宅

見学と批評の会 160名

1月20日 於ミュシ へ:y15IJ館 30名

西山卯三氏 lζ 中国の話を聞く会

2 月18日 大阪第 3 市外電話局外 46名

コγ クリ ー ト打放しの建物見学会

3月10日 於会館集会室 35名

在日留学生と話し合う会

9  地 方 に お け る 講 習 会

4月25日 於米子商工会議所 150:r， 

鳥取県，島根県両建築士会共催

4月27日 於徳山市民館 140名

山口県建築士会，同徳山支部共催

12 午 餐 会 ，晩 餐会，懇親 会 |

4月21日 於阪神百貨活食堂別室 70名

宮脇前大阪府建築部長送別会 6 会共催
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7 月 9 日 於ワ ーノレド 102名

見学と夏の懇親の会

8月20日，21 日 於高野山上 40名

高野山納涼懇親会 と見学の会 支部共催

8月27日 於奈良 56名

若い会員の集い互の懇親と見学の会

9月 3 日 於国際見本市会館 17名

6 会長午餐会

11月29日 於大阪建設会館 46名

国家褒章受彰者招待午餐会

12月14日 於阪神百貨庖大食堂 370名

忘年会員懇親会

1 月 4 日 於大阪建設会館 400名

合同新年交礼会 6 会共催

1 月10日 於なだ万 15名

6 会長新年懇親会

2月 7 日 於東京朝 日ピノレアラスカ

5 会長午祭会

3 月30日 於関包会館 80名

創立記念 日記念祝賀パ ーティ ー

I  13 コンクール

第 B回工高生デザインコンクール

課 題 ガソリ シスタ シド

7 月募集 9 月20日〆切

入選10点に対し 11月 11日表彰式を行なう

|14 展 示 会 |

4 月 7 日- 4月13日 於神戸市王子体育館

兵庫県建設業協会等 5 会共催

「明るい生活と建築展」

10月31 日- 11月13日 於大阪国際貿易セ y ター

大阪不燃都市促進協議会等 7 会共催

「新しい都市と建築展」

11月 6 日一12月18日 於大阪市立美術館

日本建築学会等10会共催

「ル・コ，!， ピユジ工大阪展」

3月初日 於関宿 ホーノレ ・ロビー

「創立記念 日会員有志余技作品の展示」

1

15 テ レ ビ 放 送 |

5月29日- 3月 5 日 40回

毎日曜午前11時より20分 間 毎 日 放送より

提 供 会 社 大 阪 窯 業セメ シ トK. K. 東洋リ

ノ リクムK.K. 日本板硝子K.K.

番組 「建築の広場」

5 月29日 ちぐはぐ物語

6 月5 日 室内材料

12日 カピの生える くらし

19日 古い住い新しい住い

26日 ん関の巣箱

7 月 3 日 すまいの夢

10日 村になっ た大都会

17日 新 しい台処

24日 夏 と 住 い

31日 建物のいざ乙ざ

8 月 7 日 世界の建築

14日 街のお化粧

21日 新 しい構造美

28日 台風とす まい

9 月 4 日 鬼門のなぞ

11日 気の毒なアベ ック

18日 家の建つまで

25日 家を安く建てるには

10月 2 日 子供の空間

9 日 団らんの空間

16日 ピノレの進歩

23日 ある私鉄の沿線開発

30日 中流住宅

11月 6 日 末来の都市

13日 日本のデサ. イ γ

20日 建築家の仕事

27日 将来の建材を語る

12月 4 日 今 年 の 建 築 そ の1 新しい病院

11 日 間 その2 新しい工場

18日 間 その3 日本工芸館外

25日 19，ω - 61年の建築を諮る

1月 8 日 建築IC生きる人たち とび職

15日 間 大工さん

22日 間 現場監督

29日 間 左官屋さ ん

2 月 5 日 間 石工



12日強築』ζ 生 き る 人 た ち 瓦 工

19日 間 ペ γ キ屋さ

26日 間l

3 月 5 日 間l

1

16 要 望 書 提 出 |

ん

ダシプの運

転手

家具を造る

人

9月10日 大蔵省主計局長宛

「大阪大学建築学科の分離独立並びに講座増

設の件」

大阪府建築士会，大阪建設業協会と連若ー

11月10日 内閣総理大臣外関係官，議員宛

「建設省建築研究所支所設置に関する件」

大阪府建築士会等 6 会連署

11月12日 大阪市長 ，大阪市会議長外宛

「用途地域の改正及び防火( 塁手防火) 地域の

拡大指定lζ 関する件」

1

17 欧 米 の 建築 事情 視 察団 の 編 成 |

行13名( 内 1名案内兼通訳) は 10月12日羽田を出

発，欧洲より米国を視察巡寂して 11月26日IC帰同

18 見 学

. 6.  

コ'"

( イ) 新建築見学会

4 月 5 日 関屯ピノレ( 士会共催) 180Z'， 

19日 新阪急 ヒソレ竹中式深田重工法 loo*" 

5 月28日 { 主公天神橋分譲施設付住宅

( 士会共催) 100名

6 片23日 京都会館と都ホテノレ佳水闘 125名

24日 勧銀ピノレ竹中式潜函工法 70名

28日 高麗橋 ヒソレ( 士会共催) 160名

8 月24日 住公瓦屋町分譲施設付住宅

( 士会共illi) 35名

9  Ji 20日 大阪第 3 市外m話局 25名

27日 関西m力大阪火力発氾所 26名

28日 大阪富士銀行ヒソレ( 士会共催) 75名

11月24日 大阪神鋼ピノレ，北拓銀支庖，

大Jキピノレ ＲＶ ｾ＠

1月24日 輸出繊維会館 35名

4 泊h

:z:t 告 8

2  Ji 221:1 大関「寿戯J 30名

24日 都ホテノレと妙心寺花園会館 110名

3 月23日 東本願寺難波別院 100名

( ロ〉工 場 見 学 会

4 月 9 日 信楽町の製陶 ＵＰ ｾ＠

6月 25 日 高砂コシクリー ト工業K.K.エ

場と鶴林寺( 兵庫支部共催) 62名

7 月23日 合成樹脂防水剤の工場と

紡績工場 31 :乞

8 月17日 アサヒピーノレ吹田工場 45名

10月29日 名古尾の建材工場と新建築 44名

11月18日 ニッカクイスキ ー西宮工場 ＲＷ ｾ同

3 月4 日， 5日 岡山 と倉敷の建材工場

並びに新建築 ＵＵ ｾ 旨

17日 三菱電機K.K. 伊丹製作所 45:r， 

( ハ) 古建築見学会

7 月14日 修学院離宮 12名

27日， 28日 経離宮 延26名

8 月20日 神戸の明治建築

( 学会支部研究会共催) 22名

10月23日 南禅寺の茶室

11月26日 日本民家衆落博物館

12月5 日， 6日，8日，9日 桂 離 宵

7日， 8日 修学院離宵

19 会 誌 「 建 築 と社会」

4 月号阪神都市圏の住宅問題特集

5 月号 海外の建設工事特集

6 月号建築法規特集

7月 号 第 7 回青年建築家特集

8 月 号 施 工 特 集

9 月 号 設 備 特 集

10月号近代建築論特集

11月号公共住宅特集

12月号児童福祉施設特集

1月号 アイデア特集

2 月号 居留地建築特集

3 月号 長谷部鋭吉特集

20 そ の 他

( イ) 図 書 の 発 行

16名

9名

延 12名

延30名



会 告 9

[工高生デずイジ コY クーノレ入選作品図集j

B5判横製 品頁

1961年版「建物及び設備の保全J

A5半lJ 90頁

1961年版「左官工法指針」

A5判 154頁

( 口) 建築材料の審査

本年度優良認定

審査継続中

(ハ) 東海支部の設置

4 件

3 件

10月15 日東海連絡所を廃して支部を復活設

民

( ニ) 友好団体の事務受托

日本建築会近徽支部の事務を引き続き受托

( ホ) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

( へ) 会 計 監 査

5 月に公認会計士宮島事務所富島一夫氏に

より昭和M年度の会計監査を受く

I  21 委 員 推 薦

一級建築士試験委員 会 員 棚 橋 諒氏

|百l 会 員 足 立 孝氏

開 会 員 白 石 博 三 氏

22 本 会 が 入 会 し て い る 団 体

大 阪 商 工 会 議 所

関 西 経 済 連 合 会

大阪府住宅建設促進協議会

材 料 試 験 協 会

大阪不燃都市建設促進協議会

北 区 納 税 協 会

大阪府社会保険協会

23 後援または賛助した会 |

1.  プレストレスト・コンクリー卜講演会

主催 プν ス トレス ト・コシクリ ー ト協会

5 月17日 於大阪クラブ 3 階ホ ーj レ

1. P .C. 建築構造の設計及施工講習会

主催 日本建築学会近徽支部

7 月22日，29日 於大阪建設会館

1. 異型鉄筋講習会

主 催 社団法人鉄鋼倶楽部

8 月 3 日 於関電ホーノレ

1. 第 2 回プレストレスト・コンクリートE講習会

主催 日本建築学会近畿支部

8 月25日， 9 月 1 日 於大阪建設会館

1. 照明 と室内デザインの調和講演会

主催照明学会関西支部外

9 月13日 於近偽電気工事K.K. 3 階

1. 第 2 回住宅設計コンクール

主催大阪住宅復興促進協議会

10月20日〆切 り

1. 全国都市不燃化大阪大会

主催大阪不燃都市建設促進協議会

11月 9 日 於大阪朝日会館

1. 全国大学卒業設計展示会

主催 日本建築学会

11月19日，20日 於大阪工業大学工学都

1. 現代建築シンポジウム

主 催 朝 日 新 聞 社

12月 1 日- 3 日

於新朝日 ピJ レ，朝日文化ホ ーノレ

1. 新建築家集団講演会

主 催 新 建 築 家 集 団

12月16臼 於大阪建設会館

1. 建築基礎構造規準講習会

主催 日本建築学会

l 月26日，27日 於大阪府峨員会館

1. R. B. フーラ一博士議演会

主催大阪読売新聞社外

2 月20日 於ガ スピノレホ ーノレ

24 会 員 動 態 |

年間入会数年間退会数年度末現在数

正 会 員 663 人 255 人 3，3ω 人

問体会員

77件 31件 653件

316口 35口 1，699口

地方会員 50 人 25 人 233 人

准 会 員 265 人 269 人 5ω 人



第 2 回 欧 米 の 建 築 事 情 視 察 団 募 集

昨年第 1 回の欧米建築事情視察団を編成 して，一行13名は45日間にわ

たっ て欧米各国を巡歴視察の上帰国いたしま したが， 一同得ると乙ろ多

大であり， 非常に有益な旅行であっ たと大変好評を博 しました。本年

は，昨年の視察団の経験に基いて旅程についても若干の変更を加えて更

に効果的な行程によ り， 第 2 回の視察団を募集する乙とにいた しまし

た。下記要項をど諒承の上， 知巳お誘い合わせお 申し込み下さい。

募 集 要 項

1. 募 集 人 員 15名

1  .  申し込み締切日 7 月末日

1. 綜 程 ｾ＠ 別項参照 ( 10月 3 日発 11 月16日帰着)

1. 旅 行 条 件

1  ) 旅 程 別 項のと おり

2) 期 間 45日

3) 総 経 費 警 1，060，000。

(現行の運賃料金は 15人以上を基準としております)

経費に含まれるものは下記の通りです。

(  1  ) 航 空 運 賃 : ワシ ン トン，シ カゴ間は 1 等その他の全区

聞はエコ ノミ ークラスまたは，ツー リストク

フス

( 2 ) 鉄 道 運 賃 : イタリアおよびスイス圏内鉄道 1，等遂賃

( 3 ) 送 迎ノミス 運 賃 : 各地における空港， 鉄道駅とホテ J レ聞の特別

パス運賃

(  4  ) 観光ノてス料金等 : 各地における観光または視察用のガイド付パ

ス料金，入場料など ( 旅行日程に含まれてい

るもの)

( 5 ) ホ テ ル 料 金 : 各地』ζ おける 1級ホテ ノレ2 人室 (原則と して

浴室っき) にお 2 人ずつの宿泊料，宿泊 lζ 対

する税金，サーピス料

(  6 ) 食 事 料 金 : 1 日3 食の食事料金 ( 米圏内は含まず) 航空

機上の食事 も含みます

( 7 ) 手荷物運搬料金 : 1人につき スーツケー ス2 伺程度の運搬料金

( 重量制限は20キロ)

( 8 ) ただし， 米国内の食 事 料金，超過手荷物料金，空港税，洗濯

代，電話料，食後のコ ーヒ， 酒，果物類，行程中含まれている

一般観光 コースの途中特に指定さ れて下車入場された場合の謝

礼，入場料およびその他個人的なサー ビス料金などは含みま せ

ん。 ( 乙の費用見込約 200，000円)

都合により 旅程並』ζ 費用な どに若干の変更がある乙とがあります。

通訳は附添います。

会 告 10

第 2 回

欧米の建築事情視察団募集
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欧 米 建 築 事 情 視 察 団 視 察 日 程

昭和36年 10月3 日発- 4 5日間

対 日 | 地 名 | 時 刻 | 交通機関 | 摘 婆 | 宿 泊 地

m 月 3 日( 火) 1 東 京 発
10.45  I  S R  505 I  容潜， パンコツ P . カルカツ |  機 中 泊

1  |  タ，カラテ， カイロ経由 1  

m 月 4 日 (お | ア テ ヰ 者 |

10 月 5 日 間 | ア テ ネ 1  

10 月 6 日 幽 I ｾ ーマ Ｍτ 玄 ＭＱ

似 10 I  |  休間後 1 日市内観光 |  ア テ ヰ

10 月 7 日 ω | ロ ー マ !  

日 目 ( 目 ) 1  ; 五 - i i J

m 月 9 日( 月) 1 5 f : 着

却 月 10 日 伏 ) 1 ロ ー マ

10 月 11 日( 水) I  ｾイレユ ッ ｚ 委 l  

M M 休 ) 1  フイ レ ン ツ エ 寸

10 月 13 日 後 ) I  フ イ レ ン ツ エ |  

10 月 14 日 {土) I  ミ イ レニン ツ 2 窓 |  

10 月 15 日( 日) I  ｾ＠ ;  う警 |  

10 月 時 日 ( 月) 1 ミ ラ ノ l  

M M ω い ラ ー ア寸

10 月 四 日 (ね 1 ｾュー ラ リッ ｩ 霊 |  

10 月 19 日( 木) l zιzJ ヮZ F 語 1

10 月 初 日 幽 1 5  1乙勺レγ t 書 |  

10 月 幻 自 ω 1 12J J フユ ヒ 発 |  

10 月 忽 日( 目) I I  

|  フ ラ ン タ フ ル ト 発 |  

10 月 23 日 ( 月) I  ハ イ デ ル ベ ル グ |  

|  フ ラ ン ク フ ル ト 着 |  

10 月 M 日 ω | ミ ラぷ ク 1J レ: 3

10 月 お 日 制 | ベ ル リ ン

問 月 初 日( 木) I  コJ プ 1 5 2 1  

10 月 幻 自 ( 金) 1 2 J ン ズ 二 シ 5 書 |  

10 月 28 日 ω | コペ ン ハ ー ゲ ン

10 月 勿 日 (目 ) I  ユ? 532112

ｉ ｾ Ｐ 月 ＳＰ 日 叩 ｼ ス ト ッ ク ホ ル ム

10 月 む 日( 火) I  ; 以 刀 打 玄1

|  ル ダ ム 宛 |  

11 月 1 日 間 | ロ ン ド ン 翁 |

11 月 2 日 附 | ロ ン F ン

11 月 3 日 後 ) I ロ ン ド ン

11 月 4 日( 土) I ユンド 7 雲

11 月 5 日( 日) I パ リ |

11 月 6 日 叩 | パ リ

11 月 7 日 ω | ゴ ュ ー ョ ー ; ぇ 」

11 月 8 日( 水) I  ニ ュ ー ョ 一 世

11 月 9 日 制 | ニ ュ ー ョ 一 世 |  

11 月 10 日 (金) | 2 1 - f f 3 3

11 月 11 日 ( 土) 1 3 シぷト主語

11 月 12 日( 日) I  ｾス Ｗ Ｓ ゼ ル三雲 |  

11 月 13 日 明 ) I  ロ ス ア ン ゼ ル ス |  

11 月 14 日 ω I ; ス プ ン 1J レ2 3 1  

11 月 15 日 休 ) I ホ ノ ル ル 発 |

11 月 16 日 附 | 東 京 着

1  I  1 日自由行動 |  ア テ ヰ

iL2 1T wm|  着後自由行動 |  ロ ー マ

|  I  1 日市内観光 |  ロ ー マ

| パ ス | 特別パスでナポリへ，市内観光 |  ナ ポ リ

望:ii |列 市 | 員長24hfZえカイ等観光後 |  ロ ー マ

I  I  1 目白血行動 |  ロ ー マ

笠31 阿 τ 1 撒 帥 行 動 |  フ イ レ ン ツ エ

I  I  1 日市内観光 |  フ イ レ ン ツ エ

|  I  1 日自由行動 |  フ イ レ ン ツ エ

2: 賃 | 列 車 | 午後徒歩による観光 |  ベ ニ ユ

ｈ Ｎ ｾｾ＠ I 列 車 | 出発まで自由行動 I  <  ラ ノ
16.37 I I  1-'- 17 t J o;J.， ... ｊ［ｬＺ Ｑｾ Ｑ ，ｊ Ｇ ｘｉ＠ I  

|  I  1 日市内観光 |  ミ ラ ノ

|  I  1 日自由行動 I  '  ラ ノ

ｾＮｾｾ＠ I  S R  3ぉ | 自由行動 |  テ ユ ー リ ツ ヒ

13.40  I  --.  u ' u  I  

話 Ｚｾ ｉ 列 車 | インタ ーラーゲ ン11: て昼食 |  グ リ ン デ ル ワルド

| 電 車 |ユングフラウ登山後イ ンターラーゲンよ り|

パ ス パス 11 : てルツエル ン経由テユー リフヒ ヘ

it 認 I S R2 0 4 1  出発まで自由行動 |  フ ラ ン タ フ ル ト

|  |  午前中市内観 光 午 後 自 由 行動 |  フ ラ ン ク フ ル ト

g  パスで 1 目ハイ デルベルグ

l J  I  L  |  フ ラ ン ヲ フル ト
( 日帰 り)

12 お I PA 倒 I I ベ ル リ ン

13.45 I  

1  |  西独，東独観光 |  ベ ル リ ン

抵13 1PA 闘! 年後市内航 |  ハ ン ブ ル グ

ii; 器 |SKω4 I  羽後自由行動 |  コ ペン ハ ー ゲ ン

I  I  午前中市内観光午後テイヴオ

リ遊間地等見物

!?;il l SKω |  喉233:話芸品 子 等 鶏 |  スト ッ ク ホ ル ム

|  |  午前中市内観光午後自由行動 |  ス トッ ク ホ ル ム

i ig |S k m|  出発 まで自由行動 |  ア ム ス テ ル ダ ム

五百 | B E 明 I ｾ前 中 湿潤 め 刊午後市内観 |  ロ ン ド ン

|  I  1 日市内観光 |  ロ

1  I  1 日自由行動 |  ロ

ｬｾ Ｎ ｾｾ＠ I  B E  344  I  ウイ ンザー域基盟後空港へ到着後 |  

13.∞ |  |  ヴエルサイユ宮廠見鈎ホテルへ |  

|  I  1 日市内 観 光 夜 の川 観光 |  パ

|  I  1 日自 由行動 |  パ

ン ド ン

ン ド ン

リ

リ

立認 I  A F  11 I  出発まで自由行動 !  ニ ュ ー ヨ ー ヲ

I  I  1 白市内観光 I  I  ニ ュ ー ョ - P  

1  I  1 日自由行動 |  ニ ュ ー ヨ ー ク

13:誌 I  A A 印 | 市内観光 ホテルへ |  ワ シ ン ト ン

112 |CA 刷 | 市内観光後ホテルへ |  シ カ ゴ

丘器 |AA 31 I  午後ディズニ ー ラン ド見物 |  ロス ア ン ゼ ル 旦

|  I  1 日自由行動 |  ロ ス ア ン ゼ ル Z

2:認 I PA 817  I  午後ぬ内見物 |  ホ ノ ル ル

路 ]0 I  J L  813 1  | 機 中 泊

幻 ∞ I I  
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夏 の 会 員 懇 親 会

新 建 築 の 見 学 と ビ ー ル パ ー テ ィ

1. 日 時 7月 22 日 ( 土) 午後 3時日分( 集合) 9 時頃( 解散)

1. 集 会 所 大阪駅西 口パス駐車場 ・目標 ・京阪観光パス

1. 会 資 3 0 0 円 ( 別に補助あり)

1. 申 込 はがき で申込み下さい。なお定員 (60名) を超過し た

さいは抽せんで参加者を決定( 電話でお知らせ〉いた

しますのでど了承下 さい。

1. 行 程

大阪駅西日発→ (16. 00) →京都市鳥羽下水処理場 (17. 40) →

滋賀県観光文化会館 (18. 10ー 19. 30) →大阪駅西 口 (21. 00)  

1. 貸切パスは株式会社銭高純殿よりど提供いただきま す。

滋 賀 県 観 光 文 化 会 館

設計 ・監理 滋賀県建築諜

施 工 株式会 社 銭 高 組

所 在 地 大津 ・琵琶湖畔

構 造 鉄筋 コシク日 ート 造 ・一部鉄骨鉄筋 コγ クリ ート 造

規模 と建築面積

本 館 5 階建 1. 682. 5m2 く城の型式〉

述 絡 館 2 階建 4∞.2m
2  

別 館 3 階建 722. 7m2 く八角造〉

附 属 鹿 平家建 46.m
2  

総 面 積 2. 856.  4m"  

工 期 昭和35年 7 月 1 日→昭和36年 3月20日

京 都 市 鳥 羽 下 水 処 理 場 ポ ン プ 場 上 屋

設 計

構 造

施 工

所 在 地

構造 ・規模

構 造

建築面積

雄策高さ

京都大学増田研究室

京都大学横尾教授京都工芸繊維大学松岡助教授

株 式 会 社 銭 高 組

京都市南区上鳥羽塔の森梅の木町

鉄筋 コンクリ ート 造平家建，半地階，一部中 2 階付

屋 根 鉄 筋 コ ン ク リ ー トH. P. シェル檎造

( スパン 44. m4∞x“.m4ω 〕

壁面鉄骨骨組サッシュ

基礎及床下面. 浮力止め抗打

2. 061. 1ω m
2  

( 但庇 1 m後退線)

施工時地盤面 O.  P.  + 16. 050 

設計指¥t慎G. L . O. P . + 18. 5∞ 

棟 高 ( 最高高) O. P. + 28. 250  

床 高 ( 晴天ポンプ場) O.  P.  +14. 660 

( 雨天ポンプ場) O.  P .  +  14. 160 

エ
期 皇居35231} の内土木工事を除き皇信義: 1531

く注 : 本号の青年建築家白井剛君の64頁にとのポシプ場が紹介

されていますのでど覧下 さ い >

.... 

:z:;;: 告 12

昭和36年 7 月

夏 の 会 員 惣 親 会

ー，



会 告 13

第 3回 若 い 会 員 の 集 い

内外木材新本社工場見学会

‘・

第 3 回 若 い 会 員 の 集 い

建 設 の 記 録 映 画 を 見 る 会

1. 日 時 7月 28 日( 金〕午後 6 時- 8 1侍

1. 会 場 大阪建設会館 6 階集会室( 冷房完備)

(市m天事11精下車 ・大阪郵政局真向い)

1. 申 込 ＲＲ 日までに氾話で願います。会場の都合により Ｑ ｾ Ｐ 名

lζ 逮した時は〆切ります。

1. 建設記録映画

三菱新大手町ピノレ施工記録 天然色 3巻

( 提供: 清水建設株式会社)

東 宮 御 所 建 築 工 事 記 録 天 然 色 3 巻

( 提供 : 清水建設株式会社)

大 阪 環 状 線 建 設 記 録 天 然 色 5巻

( 提供: 日本国有鉄道)

内 外 木 材 新 本 社 工 場 見 学 会

く大阪府建築士会共催>

1. 日 時 7月 26 1:1 ( 水) 午後 1時30分( 集合〉一 5 1時( 解散)

1. 集 合 所 大阪駅西口パス駐車場 ・目標京阪観光パス( 内外木材

工業K K殿ど提供の貸切パス)

1. 申 込 20EIまでにむ話でお申込み下さい。なお定員50名に遥

し次第〆切ります。

1. お 願 い 開業種関係者はお断りいたします。

建 物 の 概 要

設計施工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 大阪府大東市深野南100番地

数 地 面 積 18. 353.  8 m2  始 築 延 面 積 8. お5m2

主 工 場 4.995  m
2  

木機工場 ・乾燥室 1.  717m2  

スライサー工場 208 m"  事 務 所 805m2  

ショールーム 183 m
2  

工員食堂その他 477m2  

- 建物は鋼管構造で基礎は鉄筋コジクリート造。主工場内にスプリ

Y ブラ ー設備がある。

・乙ん回は建築士会と共催のため貸切パス各々 1 台の定員で〆切り

ます。



日 本 麦 酒 株 式 会 社 大 阪 工 場 見 学 会

( サ ッポロビールの出来るまでを見 る集 い)

1. 日 時 7月 29 日 ( 土) 午後 1 時30分( 集合) ー 5 時( 解散〉

1.  集 合 所 大 阪駅 西 口パス駐 車場 ・目標 : 京阪観光パス

1. 申 込 24日までに電 話で お申込み下 さい。但 し定員 ( 130名)

IC達 した時 は 〆切りま す。

1. 貸切パスは大成建設株式会社 大 阪 支 庖 殿 よ り ど 提 供 を い ただきま

す。

1. 設計施工 大成建設株式会社

工 期 本 事 務 所 昭 和35年 5 月 一35年 9 片

接 待 所 昭 和35年 6 月 一35年 12月

醸 造 工 場 昭 和34年 8 月 一35年 10月

工 員 控 所 昭 和35年 8 月 一35年 12月

製 品 工 場 昭 和34年 8 月 - 35年 12月

会 告 14

日本麦酒K K大阪工場見学会

緩造本館= 5 R C造4階鎗， 雄物面禎一6，053

m' ，延面積 12，515m' ，軒高- 25m

製品工場= 鉄骨造( 一部 R C造) 2防磁，建築

面積一4，830m' ，延商積一6，273m'

軒高- 9. 48m

製品倉邸= R C造3階建.建築面積一4，830m" ，

延面積 4，554m' ，軒高一15.15m 

ボイラ 一室= 5造2階Jl ! ，建築面積一515m" ，

延面積- 515m' ，軒高一12m

様造課事務所= R C造平家，延面積一125m' ，

軒高 3. 7m

選場上家= 5造平家越，延面積- 320m' ，軒尚

- 8m 

桜品課事務所= 5造2階姥，建築面積一78m' ，

延面積一156m" ，軒高一7.5m

機械修理場= 5造2階建，建築面積一515m久

廷面積一7∞m汽 軒高- 6. 3m

選壇係事務所= 5 造平家J l ! ，延面積一54m' ，粁

高- 4m

公察便所= C B造平家建，延荷積- 39m汽軒高

- 3m 

• 
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工 業 高 校 教 諭 の た め の 夏 季 ゼ ミ ナ ー ル

< 日本建築学会近畿支部>

1. 標 題

1. 講 師

1. 会 場

日 時

日 程

1. 参 加 費

1. 定 員

「建築設備J ( エア ・コジ)

京 都大学教授 工 博 前 田 敏 男 君

須賀工業 K K 設 計 部 長 三村 併:君

奈良あや め池「桃山荘」

36年 7 月27日 ( 木) ー28日 ( 金) 2 日間

( 右の表参照)

1. 300円 ( 1 泊 3 食 ・専用パス ・テキ スト 代)

別 lζ 補助 あり

55名 ( 7 月15日まで。但し ，先着順〆切)

1 . 申 込 臼本建築学会近畿支部( 大阪市東区北浜 3 - 37)

T E  L @9649 Iζ 会費を添えてお申込の とと。

本 会 後 援 高 野 山 見 学

. 6.  

ココE

毎年恒例によ る 高 野山見学納涼懇親会が下記 ICよ り 開 催 さ れ ま す の

で， 本会の会員各位 もお誘い合せの上多数ど参加下さい。目 下角平体修理

中 の重要文 化財， 薬 師堂およ び位牌堂を ， ｾ 回 文部技官 のど 説 明 に よ り

見 学すること になっ てお り，細 部 lζ 亘って研究する にまたと ない好機 会

であります。 また他 lζ 今まであ まり見なかっ た古建築，宝物も見学の予

定 であり ます。

記

1. 期 日 7月 15 日 ( 土) 16 日 ( 日)

1. 集合場所 高 野山 一 乗 院 ケープノレ終点 よ りパス千珠院橋下車

1. 集 合時間 7 月 15日 午後 51時

1. 会 費 1 人 1. 000円 ( 当 日受領) タ， 朝 2 食付

1. 申込〆切 7 月 13日 電話にて本会まで

1. 日 程 15日 6 1時半会 食後 談笑会

16日 午 前中見学 正午解散

1. 主 催 本 会和歌山支 部 和歌 山県建築士会

備 考 大阪方面からは難波14時27分発南海高野線特急利用

が 便利 一一 家族同伴歓迎一 一

工高教諭のための夏 季ゼミナール

第 1 日 (27日〕大阪駅西ロ集合 (12時半〕ー窓

電ピル見学 (14時半} ー限度町三和 ピル見学

(16時) ー あやめ池 ( 桃山荘〉渚 ( 17時) 一

休憩 ・入浴 (18時) ー タ 世 (19時〉ー費量般

(21. 30)  

第 2 日 (28日) 朝食 ( 8 時一 9 時〉ー講義 ( 附

回総師) ( 11時) ー鶏義( 三村講師) (12時

半} ー昼食解散

高 野 山 見 学 会



外 装 に も

寒 冷 に も

耐 酸 に も

特 に 御注 意

。裏の N F マ ー ク に 御 注 意 下

さい

0 吸 水性 が あ り ませ ん か ら 磁

器 タ イ ル と 同 様 の 施 行 を し

て 下 さい

0 床 に 使 用 出来 ませ ん 床 に

は や は り床タ イ ル を 使 用 し

て 下 さい
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Ｈ新築ｾ拝 ｊ トライドｼ
パ ー ラ イ ト は 真 珠 岩 を 急速 に 加 熱 、 JJi¥J

ｮ ｾ せしめたも の で 主 成分は 昭二 酸て も あり

小 さ な 其室 状 の ガ ラ ス 質 の mの 集 り で

形 成 さ れ て 居 り ま す。

，ぐー ライト は非 Ｇｉｾ ｩ ｾＧ に ｉ 怪〈耐火的であ る

の でプ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱 用 品セ

仕 上 に 又 、 コ ンク リ ー 卜と し て は 砂の

{-1; りにイ史って凶f豊島、時空i註コ ンク リート

と し て f史 周 さ れ ま す 。

特 ｊｾ Ｎ ～
Ｇ圭い セメ ン ト そんフルの ｹ， 以下 ｻめ［ 比 前 Ｐ Ｎ Ｐ ＴＭ ＰＮＲ Ｐ 、砂の ｦ ｦｴ Ｚｦｩｴの ｾ Ｍ ｹ，［， Ｉ
耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン トモル タルの 4 1古の 効 力 が あ る ( 燃 融 沿 度 1000・C 以 上 〕

断 然 効 果 が 大 ヤ あ る 七メ ン トモ ル タルの 2 ｦ ｬｾ Ｎ 以 上 Ｈ f云熱 {嘉数 λ = 0 .03- 0 . Q5k回 1/ 01)' ・C l ‘  ー

亀 裂 予 防 に な る 始 ん ど亀裂 が出 な い ( ハ ー フ イ ト を 使 用 し た 国 連 ピ ル 〉

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七 ぷ ン ト モ ル タ ル の 2 倍 以上

施 工 が 容 易 で あ る 他 の軽 震 骨 材に 比 し施 工 が容 易 で あ る =  

化 学 成 分 S i O，= 7 5 . 5、A )，0 ，= 15. 3、 F e，0 ，= 0 .9 C a O= 0 .12、 ぬ 0 = 4  N a 20 = 3. 5 三 パ ー ラ . イト セ メ ン ト モ ル タ J レ

有機不純物倒発分な〈、 長 )!ij 保 存 す る も 変 質 しない 三 間 合 そ のイ也 ・ パ ー ラ イ ト プ ラ

1  雲 ス タ 一 の 酉E合訪日月曾贈呈

用 途 の 一 例

(1 ) 杭 q コ ン ク リ ー ト 用 細'同 材

Ｈ Ｒ Ｉ 在 Ｑ ｾ 村事 ｉ ( セメン l、. プラスター伺守オ)

(3 ) 保 協 断 熱 材

(4)  irh 井 用

( 5)  il告 過 Dh 材

キ土株 式

東 京 (241 ) 4101 - 9  ' 2371 - 9  

大 阪 ( 44 ) 3  7  3  1 ・3 7  5  1  

東 京 ( 241) 4101 - 9 ・2371 - 5  

笹 邸 内4 ) 3  1  7  1  - 5  

中 局 (. 4 1 9 3  3  6  - 9  

ふ

冨
井 金 属 鉱 業

本 底 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 田r 2 の l

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の l

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 2 の 2 6

福 岡 営 難 所 側 岡 市 天 神 町 3 . .9  

-・・圃_ .

-・・・・圃圃.

⑥ 
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日 本 絞 硝 子 本 社 ピ ル 設 計 者 の こ と ほ

全曲 ｩＶ 自 ｲＱＡｾ りのｉＮｉＡ物とはさがすに附子 ｊｪｻ さんだと ， 一

般の人々がめづらしがって a話題にしているようである

が，弘ともはむしろ平凡なやり方たと思っている。処築

界の } j 々はみな/ ，' / 僚に忠われるだろう。スバンドレル部

分の材料を I"IICするかという己とから ，それを硝干に決

定したまでの乙とで，その結l且全而が硝 [-1ζ なったとい

うのだから。

全ifri l i l ' j - {の己の Nl ，を採川する Iι は，しかしなから幾

許かの反省と! f l : 0 : がなされたのである。悦 ) J IC対する強

l止の問題 . M々のi ! f I 断性の問題なとである。乙れらに対

しては幸いにも現物を! f j l 、た欽々の ，かなり大がかりな

:x験をする E とができた。硝子は灰色の米 l司リピ一 社製

岡 橋 作 太 郎

のものと ，ほとんといl じものか切れされ，乙れを見II剖1l ' I (

の外; 面 iζ 使) j j する ζ とかできて，1f が1)/ーはもとより外観

l の幼* をも上げる乙とができ ，スパンドレル部分 ICは

ζ れを強化硝子としてf J 1 ! n J できたので， との部分の .i 'i.:/

処躍を111純化する乙とができた。またコ ーキング材とし

て不オプレンとともに 3M剖の ! VI山をも !fjl 、る E とがで

きて衣む惑を明大する E とができた。

l叫ili'jr 務 I.. j やレパーハウスをも って約10均百f l C一般化

されたといえる ， ζ のいまや τv凡なる乎訟の今後の盛必

はどのようなものであろうか，都 fflζ は1" 凡なるが放に

師航があるように，1J . 1_ えるのだが。

2  
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役計監理 回 避 股 針 工 務 株 式 会 社

建築工事 株 式 会 社 大 林 組

;e.i¥m側 株 式会 主 ｩ 大阪屯ＵＨ眼Ｑ￭ｊ ｦｦｾ 会

H1気流側 近 畿 氾 主l T' J l 判 式 会 社

術小川 (41t 作式会干J: ';/: IIM 会
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ｬＮｬｬ築 Ａ 主 Ｑｾ ，Ｚ大 ｐｚ 11; JIi V 本 IHr 2 T 11 9 の l

快 i也市政 1. 753.  396m"  (530. 4∞付)

' 1'物而 fli 挫宿泊illi

1.391. 543111'  (  420. 940li' .)  
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15. 001. 139111
2  
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東 ナI1商 事 K K 木 II IJ ピノレ

屋上ベン トハウス フェニ ックス

モザイク タイル貼 砂

屋 上 モ ザ イ ク に つ い て

1. 打 者

Ｑ Ｑ •ＱＮ 稲 ｦｉｉ 大学教授今升謙次先生ど自身の設計

で，1司研究裳スタァ 7 の協力になる。ヒリレの換

お:(J 日空気取入口を候型の上モザイクを胞して以

上をヒリレ人口 1. ∞0 余名のため IC策しい想いの

場所たらしめるのがその目的である。

2. デザインの構旬、

見u事R1il] IK Kが東洋紡の子会社である関係か

らそのデザインの情惣を繊維に因んだものに問

、、 f二。

すなわち ，系市 ( 手車内機〕を主体としその附

近 iζ 布吊類をあしらい ，中央段上段 IC月，天の

川をはさんで牽牛耳! を右，織女仰をt(: IC配流し

たのも繊維の中心である船場の場所制ともマ γ

ずしてロマンチックで L、温まるものがある 。

3.  使用材料の窓味するもの

{史JH材料はいずれも家庭や倉附の隅に死物と

してうずもれているぷ腕，un，火鉢，その他 色々

な陶器1mの;!i rJ れもの ，傷もの等々いわゆる廃物

利 JII であって，たとえとれらの廃物といえとも

! <I ! いみによ って立派に更生されて不死である 。

つまら此破 1¥も協) } するとすばらしい) } を 111

すものだと述懐され， 乙のモザイクを今引先 11:

みすからフェニッタス ・モザイク ( P hoc ni x

Mos ai c) と命名した。

手習であり教育者でありかつクリスチ 十ンで

ある今井先生の而回路如たるものがあり ，先生

の人絡が偲ばれるものである。

Ti' 7 ェニ ァクス ( phoeni x) は静舎に 〔エ

ジプ トの神新〕不死鳥 ( 不死の象徴，絶 Ilt の夫

人，絶品) とあり ，5∞年またはωo年毎 IC 向か

ら焼 Ij 死んで再びその灰の中から生れ変るとい

われる; : 烏である 。

東 邦 商 事 K K 本 町 ピ ル 股 計 者 の こ と ば 岡 橋 作 太 郎

ζ れは '11務所w策である 。従 勺ていわゆる 「ぜいたく 」は評されない。 しかしなが ら 怖の

「 凪栴 」 は必 ＧｬｩＡ とせられた 。 Ｑ Ｍ Ｒ 階 ｉ ｉｬ ｊ のスバンドレル ｉｃ 悩木茂氏による Ａｩｖｾ のレリー Ｗ が つ

いている乙とも用上 ｉｃ 今井 ｉ ｾ ｉｘ 教主による陶円 の モザイクが実 施 せ ら れた 乙 ともそ の 現れであ

るという己とができる 。

陶片モザイクは転だか つてなか ったとい うてもよい性質の ものである 。仰上の笠宮1取入 n な

とを J告型的にまとめる ι とか らtll 発した のであるが乙のような発展を遂げたのである 。 タイル

はもとより火鉢，食探，荊日H. 灰 皿などにいたるまで各慌の陶円か らできている 。捨て去らる

べきものの多くが唱 ってよみがえ って一大交符狩を奏している 。フェニックスモザイタと称せ

られる所以である 。I;!上 IC恕う人々に限りない慰めと希却をリえるものであると 1，;1時IC ，街路

からとの泌物を例代時較し、事Ａの 一 線の上に［，しい安の ｊ Ｚ Ｎ 践をのぞかせて外観 Ｑ ，可ＭＨｾな役Ｂをな

し姥物IC深みを与えているように旦l われる 。

E のモザイクは主II 物 IC とって官、味の深いものであると hil 附に ，現代のy，i，li のあり ) j について

も傾もしい大きな. i i 1 が残されていた乙とを指し示したものであるといえるのではあ るまいか。
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設 備 概 要

1. 空 気 調 和 設 備工 事

Ｎｾ品目 ｊ￯ 式 全 館 8 系統セン トラ ル正. ，述または

低 速タ' ット Ji 式

銀 行，貸 '11務主l ! r 3 - 6隣 ， IH 7  

- 9 隣 ，州 3 - 6 陪 ，丙 7- 9 隣 ，

Ｂｇ ｂＭＲ 附 ， 食ＧｾＱＮＺ t 会 1品市系統，

執務 冷 日曜はポイラ ｾｾｉζ 冷凍 機と

l . 冬 季 は 描 ノ 九 変 革 は 冷 水 1'， 

熱ICはコンデン サ /1<を f>l! fl Jす

=ドリZ 険 :*l 冷 凍俺 ターボｾリ Ｒ ∞ 冷制。 ｴｬ Ｒ 札 ，
シンプロ' 1 '句O冷 Nl 屯 1 !" ， ，〆ンプ

ロ押15冷 凍oll 4 !.t 

ボイラー マルチパス鋼阪製ボイ

ラー 2 !" ，給民装置は 下 込ス トー

カー並 IC フ ローコン パ 7

送 ｽＡｩ，ｾ 豊無騎昔哩 Ｑ ターボ 送 ｽＡｩ Ａ ｾ 理， Ｑ
iζ シ ロ ッコ送 風 機13!，'

'f!11/i 技 in マ J レチバ不 J レ刊'[1'1 !11!Jェ

ア フ ィ ル タ - 6 !ι Jl;j ζ ユニットフ

イJ レター

11勤，; 1 ＧＪｾ＠ 111式 ハ ヰ ウ エ ルn; J 行

式

食 Ｎｾｴ 調肩 ｬ 機全外 ＧｊＨｊｩ パ Ｑ ＧＮ｜
会議本調拘 l 慢 パ ッ ケ ー ジ 咋'[ 4 1人

換主[ 設備ガレ ー ク.fJ l ! 所 ， 湯 沸， :(f J.仏 j 也

僻 ，ＱＱＡＡ 沼系統 Ｑ Ｔ ＡＮ ｾ

2. 衛 生 設 備 工 事

給 水 設備 交 水 情20屯 2 !人， 1'¥: 上 水 情15，1l 2

)，1; ，ぬ 水 ポ ン プ 2 応

排 水 段 備 l  隣 以 上 向 叫 放 流 ， J也院ポン プ 政

i札 排 水 ポ ン プ 8 '.1; 

神'jJI__:.: 拙』玉 大 悦 出i フラッ ν ュパルプ ，小 fll!w.l

1'1助 シ ス タ ー ン 洗 桝)j . ，¥i キ何時おき

に斤胤大 i山出1イI

ガス託制 湯i J l' 引には iftfi ，品討l' 出:. rn引外: r ; Jt

ガス ι，，'.'， ｾｾ＠ IC  !'t''IJ H );} IIJ 

消火，: ' . t Nu 以 内 消 火 怜 JJr 防 3 カ所 . iri 防 隊 !}i

川 怜 2 カ所 . サイアミーズコネタ

ショシ 2 カ19; ， ウオ - J レハイドラ

ント 2 カ19i

ｦＩｉｊ ｩｽ， ［Ｎｴｦｾｈ＠ ) 也師寺洋 食， 府1(t ， ' 喫茶引 . j}1i i! :Jj  

Jij"!{: 

3  電 気 設 備 工

ィ［ｬＡｾ甲、ＮｩＧ ｈ 崎

9: f[i 3  MI 66∞ V  ) 血中ケープル '] 16

:t;: 1，l 1. 367. 5 K V A  

ｊｉＧ 初日 ｉ ｑＡｾ事 長 ｉｧ ｬｐ ｈ￼ 川に Ｓ 相 ＶＶ ∞ ｖＮ
300K V  A  デーセリレ発1日照 1 ｦ ｾ＠
＿守隣ＱｊＮ ｾｪｦｲ ｉ ｃ 作 ｦ￼ 時 予 ｦｾ ｩ ｬｈ 111 100 V ， 

e6 0 AH所|別式的Q! i也ベ

ロ附 J則H吐備 工'r HWi f R，イ以外は全自' ; 部光'11

，、 ｾ ｪ ｾｪＧｉ ￜ ，没伽

'， u 'J ( 時計 [1'(流 31"1路 刑 判 時 .11を 6 断交向

京 ｉｃ ，，ＧＮｴ ｪｩｩ ，Ｚ九隣 ｉｃ 子 ｡ＮｾＮ 刊をｩＧｩ￩分

'u 訴 6 隣 IC501日l紛 臼動関内 交 燃 機

l 式) ) . ぴ九陪 IC¥U活子刷出!rf とし

てフロアーダク トを .;!i i?i， jtf 也は

テナン トIζ て随 時，没ii!l. ，.r能

テレ ビ技凶 作|腕IC 4 コ:i i ( ＨＩ也 ｬ ｾｲ のみ ｂ

コ) テレビ の 接*，Aができるように

kU- . J H; I T ンテナ，i2: ii'，:

拡，. . 枝問 II! JJ I OW. 判 市 内 日 動 iltll 子111川

Iζ B淀川

l'IoJ1h・I IAi i .; 'l"倒 i也l 附ガレージ iζ ターン

テープル (3，OOOkgIlJl ..'zi;' ，: と併

せ て I i 動及 び千 ! f ! bによる准l : IHfi ぷ

ができる '1・Wf; Pj 幻，;!l j?，:

火 災 持 制 作i1' i火 除 災 ii' .:IC下動式特l珂l機 を

"を[べ l ，I / I * 防御鍛 J-.)). ぴ 1 ｾ守ピ
ル '.j'i 前市 IC火 災 例 }fJr と持 fll を 発 す

その 他制 屯予備配1 f (干附 とも 今 後のゆ，j "，u，:'Z

備 (fuぷ . 拡，::1点i ι ' ，l!:'¥H年，11 .

テレビ7 ; ) ｾＢ ， 問主 ｉ ｱι じられる陣 ＮＮＧｚ

VJ その {也知1 i 内 ICI 呼出 校内 ， イン

ターホーン ，JI"ii¥替相uえひP 鉱 山 純

白が，冷 18 : できる 線 に なっている

ニfl 降 機J t 悩 広場m 脊 '1，1l 6:f" 1，IOOkg  

i1WU! t 分 120米 3 台

人貨併J l I 存 l.t 18名 ， 1，5∞ k g， 

述 i' U ゅう:) 60米 1  fi 



階

L 一一一一

」ー，一一一ー |  

束邦R知事K K7.T: 1I 1] ピノレ平ft li 区1. 断刊l図

1t .  

，、

地 下 2 階

地 下 1 階

基 準 階

9  階
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本堂よりホ ール 棟をｾむ

訟 者十 者 の こ と ば 松下 清夫 ・太図博太郎

本 堂 の 建 築 に つ い て

仏唱は信- I ' i の集まると乙ろであり ，日開Iの対決を安枕する場所であるか ら， 乙己 Iこ

参nする人が典隊の感を俄き ，参n"9 る' ，< ( 分を伺うものであってはならないと思う。

官fらし く長II 逃するのであるから ，新材料，"II f構造をf f I う べ きであるが，伝統的な形

態が あるＺｲｬＱ ｬｩ ど Ｇｴ かさ れ ， うけっか れてほ しいし ， 改革 ｢ｱｾ ましいが ， あ くまで時 代 に

応じた斬罰的屯も のてあって ，急i1t 的なものでないみがよい。

J>Wするお所の本願苛の常は ，すべて近 11十の件Hl ! であるから ，JI' 'i irlc 校飾的なもの

になっているが，耳UI七面J波，耐火のr f ( ので鉄筋コンクリートで，没 JI す る 場 合 当 然 乙

の附It .ii!i1C1刑した 11¥純な隊式が? t - ｊｾｴｬ＠ＨｉｾＩ であり ， したが って近 ｉ ｴｴ のものによ らず ， できる

だけ古< ，京11 l 視鴛」人のとき ，すなわち鎌台風にする 乙とが適切であろうと 月えた 。

もちろん鉄筋コンクリート榊逃 IC木浩の細部をそのまま再現する乙とは. t : ! : 味がない

ので，細部的な時代の特徴を示すと ζ ろをどく少くし ，全体として嫌倉時代の様式を念

頭におき ，それを円僚として設計したというほ かはない。 ( 本'耽抱当 太川 l噂ぶ問。

ホ ー ル 練 (会 館) の 建 築 に つ い て

収容 )J l∞0人1v. IQのホールをイI する会館を本需のほかに設ける乙とは ，必要広助を

揃 ｩ 保 する関係でピロ ｹ ティ段式の採択とな っ た 。 乙れは苛院にヲ ｬ ましい陪ｉＧｾを白か ら

ｬ 世ねる結果ともなった。怠匠的 ｬζ 本 Ｇｩｾ と調和させねばならないので ， 色彩を Ｉｪ ｪ ｴｬＡ した

ほか，本世の糊11:1の彫刻と同一様式のグリルを両日する E とにした 。 乙のグリルは法昨

年の叱様恨からヒン トを得たものである 。 ( ホール陳担当 松下i ' N夫〕

• 



• 

ホ ー ｊ ｾ 棟より本堂を笠む

「南 御 堂 さ ん」施 工 者 の こ と ば 竹中じ務凶 r'li -l' lモ 芹 生 幹 二

制作の並木号しい御前筋は ， ，ｬＧＡｩＯＺｬｬ大阪市民の ｉｾｻｾ る匁徴であります。

その御ＧＺ［［ ｾ筋の名 のもと である 「 市御 Ｇ耽さん」は ， 昭和 ＲＰ 年 Ｓ 月のｾｾにより ＱＱＱ 紡あ

る，ｪＮ［Ｇ世および殿常を ζ とどとく焼失し ， 補来 ｬｏ ｾ ｩ 余年の歳月が過吉去りました。

ζ の1111，竹中隊右術門氏は， その f1H I ! を特 IC恕念されており ，仏 恩 IC応えるととも

にtl 会 IC奉日昔る決意のほと‘ を J;r 部本 11，ならびに難波別院復興市務jふ.)I cかさねがさね

ｩ 叱ｩｙＮｉせられた結果 ， 多年の念願はついに結ｊＡし 一 昨年工 ｊ ｊ ｾｉｃ il' 1手する運びになりまし

た 。 ι の ι 口、義深いｦＱｈｬＡ 工事 の関係官一間はま ι と ｉｃｾ 号機のととと感激し ， つ ねに淑， ｉ ｾ＠

を行と し和合協力一 体とな って完遂に 努) J しました。

1:>ll は約 2 カ:fj: ICTI りましたが，仏但のど契約 IC より全ヨ却l無災内でI f t 'Ji 帳めて順

調に進捗し ，;0[，祖'r 人七百同忌の大i宣忌の怯き年 IC竣成をみました 。

御常会館は地下 1階，地上 5 階B ! ，信用 2 階で延5，402m
2

，[ ，門と大広1111 とを It ねた

もので，外装は自扶石と t註焼のタイル貼 ，1 [ 面岡興の大グリ J レは天人と羽衣を関架化

してヴ銅鋳物でれられ， その他 IC42j!! jのグリルが喰而を飾っています。ー慨は J i， れの

l明段唱などの節分を除いて l羽肱され，天列高さ 5. 5mまで肢のみで御' ; ; ' ( 筋から乙の IE

附“ 日占の列住をi J 1 i じてw在中庭の央の雄大 i，'/t!!. な本吹がmえます。会館の内部 ICは*''i

r- r，1収容の大 JI¥会室と fl 管室，会: l J I l 苛" 定化教可" 山少年京，お茶宅，予備室などが

あり ，集会索の苦手年効果は特 IC低秀で，手干'市ーとも l詰新の材料と技術とを駆使した冷m

J. f i 完備の近代主I!策で，交通織りなす御堂筋にその{ I ，t容を現わしています。

乙の新情恕企画の南御堂と会館の Jh設備は充分罰則され新時代 IC即応した弘法教化

的大殿' 世となり ，またヰf 益なる社会施設として広く市民 IC も受好され，大阪市の吐:1じ

の向 l と繋栄 IC も大いに 寄 与宮る ζ とと確< 1 i J じます。

段 計 監 理 'Ii A : 名付数段 内 田 祥 三

『巨大教授 松 下 清夫，太田博太郎

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

建 築 地 大限市東区北久太郎町 4 丁 目68t在地

敷 地 面 W 9，832.  15m"  (2，974. 215坪)

処雫而? 山 本常 1，476. 45m2 (  446. 625坪〕

会館 1，454. 8 m"  (  440. 073伴〕

鮪 樗 36.0 m
2

ぷ鉢 ・24. 44m2 

兆稿延而 fli 本，，;"( 3，107. 9 m
2  

(  940. 14 坪)

会館 5，401. 96m2 (1， 634.08 呼)

，n  8，509.  88m2 (2，574. 23 狩)

構 造 本 堂 会 館 共 鉄 骨 鉄 筋 コン クリ ート

精 進

脱 棋 本 叩 j直下 l 防，J也」ニ 2 J1!'i

会館 地下 1Wi . 地上 5 階， 1若鼠 2 防

1'::; 吉 本 Ｎｪ［ｴ 際単地盤よりお ｾまで Ｒ ＱＮ 405m 

1;向1 探時 ｾｊ 血飽よりバラペッ ト まで

19. 200m 11' i 用まで25. ∞Om

rJ' 古 本 坑 撚司自 I也椛より 山礎下端ま で

5. 02m 

会館 限切地権より ｊ ，ｾ 礎 下 端まで

5. 70m 

工 JYI 必二1: I制 覇1 3 4 年 5 月 2 7 R  

均 ｬｾ 昭和 ＳＶ 年 Ｕ 月 ＲＱ H  
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上 会 館 ( ホ ー ル 練 ) 西 函

右 会 館 3 階 ロ ビ ー

下 会 館 ホ ー 11 - 内部

50 

外 装

本 堂

ki. 製 鋼JUi1

事n，色 モ ル タ ル 慣 部 L

ｴｴｴＱｾ＠ 小松人地 li 小IIIJ t，

｛｜ｾ＠ モ ル タ ル I由J[; 引き ， セ ラ ス キ ン ll l;J. t け

:l:: ス チ ー ル サ γ シペンキ

陪段 m品1i

会 館

Ｇ［ｩｾＡ＠ ゴーレッデス| 如水および， 可ji 鉛 引 111; 糾

ｉｾ Ｎ 悼ペンキ

t開 I苗焼二了掛タイル ft 1i ，人造 li 洗い /1¥し，

! 日御影- 1' 1刊さ

;a スチ ル サ ツ ゾ ペ ン キ

l制約y . ，'l銅鋳物

ｬ ｾ 守 ｲ ｴＮ 1i1; m市iYJ 貼り

I年 IE肺171貼り

内 装

本 堂

11、 ピニラート ， ジュータン . " タミ

ｉ｜ｾ＠ 内tli ｾｭＱｮ り ， ゾラコー ト ， スプレ

ッドサテン

ｦ ｬＺ ｾＱ＠ 外 PI( モ ル タ ル の l ラッカー II)，: J.I .け

XJ I 内PI[ 折 1:'1 怖天 JI

外PI[ K P、11. その他 t</d

会 館

11 ゴムタイ J レ， ピニヲ トジュータン

1¥' そ 不リ '1'11 1 . モルタ J レゾラコート ， ス プ

レッドサテン ，イ、 11 タイ J レ

) ; )1 ラ ワ ン ネ リ ベ ニ ヤ ，モ ル タ ル 印 l也IV; り，

)d' I! ( :IV; り



本 堂 の 天 井・ 欄 間 詳 細
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③会ｾ '.;， 
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1
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⑥
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品

別
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2 附

Q) 内 1) 1< I 叫，

@ 余 !日I I 悶i

( 3 ) 外T I i I 部

@  J*j  U;  /111上 部

⑤ J t J.ム 1111 I・郎

@  n  ' i 宅不

⑦ 住 え の IIU

⑥ 輸 品 ・4

⑤ 詰: 京

⑩ 予 l柏 市

⑪ 応 接 出

外陣吹綾部分平面図

内陣天井ふところ

平面図
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1 階 平 面 図

① 会 ( 1 (1 T: I唱

め プ レ イ ガ イ ド

③ 予 備 、 〈

@ エ レ ベ ー タ ー

⑤ 'JI 務 所

@ 応 援 司

①: q; .  '.¥{ 

階

階

階

階

階
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2 階 平 面 図

① i立 資 ' 句 〈

(2)  I在 比 五

@ エ レ ベ ー タ ー

@ 文 化 教 五

3 階 平 面 図

①>>{ ， ｦｾ＠

(2)  j左 京

@  ))1 lil 

@ エ レ ベ ー タ ー

⑤ ホ ー ル 廊 下

⑥ ロ ピ イ

⑦ 光 仏

③ 叱 ; 化 教 本

3  

4 階 平 面 図

① エ レ ベ ー タ ー

@  !l J  J;: I丹 市

③ ノ'K );{ 

@ 待 合 唱

⑤ お 茶 本

⑥ 来 ) ; {

⑦ ホ ー ル 廊 下

③ ロ ピ イ

@ 予 例 市

4  

5 階 平 面 図

① エ レ ベ ー ター

② 円 少 年 五

③ 予 備 室

@ 投 光 主

⑤ 配 1 [ i ｾＱ＠

⑤ 給 気 フ ァ ン

) LI  - 1.‘ 

① 新 鮮 空 気 取人 11

｀排気ファ［Ｏｾ

@ フ ァ ン ル ー ム

⑬ 映 ' ワ 宅

@  中継録音肱i若干'

@ i 品 調 持 密 室

⑬ 技 師 主

5  

縦 断 面 図

① l 隣

@  2 防

③ 3 階

o  4 際

⑤ 5 階

⑥ 塔 屋 1. 2 隣

⑦ ス テ ー ジ

⑨ 観 客 附J

@ J 也 ド 百

⑩ 111 /"J 
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ア パ ー ト の ス ラ ム 化

新しい生活の空間椛成として建設される公営アパ ー ト

や ，会社風J設のアパ ー ト。将来の家紋椛! ぷから見ても適

当な市問でないと思われても ，そのほとんと‘ がわず か 2

秘室料品工で 10余作 のものである 。いろいろな必条件の '-1'

で芯 Ｑ ＱＱ およひ可 ｬ 耳元 ｾ ， ｩｉ Ｍ￯￯ｬ ， ｩ が ＺＱＱＱ ほ ＨＧｊ されるイｕ， Ｇ［Ｍｴｆｪ 立は ，将 来の

ｾｉ［ ｟ ￬ ，ｲ［窄 ＱＱ｜｝Ｑζ 対する拡がりまでもふさいでいるというのが

射状である 。 一方終ｾ ｾｾ的 ｬζ 発展をとげる技術と生産はわ

れわれの生i円以式を急i山 ζ 変貌して行き ，生活器具類は

どんどん入り込んできている 。 内1)11) 計阿 IC おける 1r時計 I国

十| が乙んK ちの大内11会たらしめたように ， もはやアパ ー

トのスラム化をJ l fi 内 l ζi i ' l しながら公日アパ ート の建設が

行ーなわれているとい っても決していい過ぎではないだろ

う。 アパ ー トカ>j¥lf 民放抗の一 時的なものとして建てられ

るならば何をかいわんやであるが，1リj るく員t W的にして

火［化的な ｾ［ｾｉ ＱＭ ｕ たるものならば ， このあたりで岐本的に掘

りさげてみる必安がないだろうか ( KT)  

技 新術革

ili: ii 二の産業界の著しい発展は建築YfICi j ; ; 1I寺波紋を巻き

起 し，建築技術者は ζ れを"li 略するの K 大京であるが，

発展がすさまじいだけ IC. ＮＧｉＧｩｾ が工事 完 ｦ 前に市新でな

くなるようなこともある 。 よ って施主や技術者が当感す

るような乙ともしばしば起るが ， 乙れはｾ築が産業とい

っても. Ｉ ， ｾ幹産業 ｬζ ，球属した消 Ｗｾ 産業的な ｬ 侃が多分にあ

るからである 。

公共の研究険聞や建築企業 コY ピナ ート なるものが主

になり，産業界を リードしてゆくとすれば中川はまた炎、

わるであろうが， とれは産業機構を考えると絶対不 "f 能

である 。以; u : は梢造材料であるコンクリ ート にまで; . LI'，:新

がおよびそうな趨勢であるが，ますます技術者は俊乱さ

れるであろう 。

い っその乙と川録の集l点で設， ij が で き る よ う に な れ

ば，イγ スグント 11附|時寺代 lにζi適直した4技主制術:可νi卜γ.'小t

れないが， ｾＵ 誌が創刊を必盤とする以上乙れはも っ とも

丘、むべきこととなりそうである 。 ｉｴｬｾＺ 新は歓迎されなけれ

ばならないが多 j じ的P-t 業だけに. 111
に忙しいものは建築

技術計である
(h )  

都 市 の 美 観

(，IS I/ i のx縦 卜. ｉｊｩ ｬｌ ｩ ｌ［航する ｊｬ、 ｾｉ ［ 併やＮＱ￬ ＱＱ 兄ほどいやなも

のはない ｯ ｴ ｩｬ 築家が村魂込めて設，ｩＯしたｾ物も Ｎ jJ施在主の

一 プ万Jパfが的ド内J な17尚7"拘'ij旬芳業、一lι→の1斐変Z求k でグロテスクの4私=

などのため ，その 九心 も; )<託<j ICjlUしている場令をしばし

ばμ うけるのである 。胞主{ J l I Jカ〉らみれば. 1成少の投資で

1. ，，( 大の利低をねる ζ とは経済のプリ γν プノレで 1I 己の建

物を" 目f伝 lζ 利用して . Ｍ ［Ｈｩ Ｍ Ｍ ｲＮｾ のがｾＪを求め ているので

あり， マスコミ lζ よる山伝ととも lζ i l l : 袋な乙とであろ

う。 しかし ，いつまでも行伝技術の 7 ジネリズムのため

に，新しい辿物にそのような附k . r . 物がA113高の級相におい

て続けられてよいものであろうか。われわれの問題であ

るばかりでなく ， れ111/ ) の民主Q上のr:¥] h 泊として建築家は乙

れに対処する必要があるのではないか。 たんに行政的な

制限を ｊｊｉｉ えることは好ましくない 。 五 Ｇ ｴｦｾＧＨ 内 ｬζｊ ｝ￚｪ主を ｐｒ

し，それらに変わるべき新しい表以刀法を技術的に民示

する必民がある 。 '1' 之品川 l伴の( 1  ，i ': のぷピノレなどそのプj

11時 II;'Fi 、してい るように思う 。 ( MD)
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( - 1. : 1; と次りは I: ，;cの締らしい執集計に初、円してもらいます)

古 墳

さる 11 ＺＧｊ ｪ 似 Ｑ 削 ｩ 宅協会がぶ自 ｾｧ 附 ー トで ｵ 血を ＱＱ 待人して ， ［Ｑ

￯ｴｉ， ｩ している城陥卜ｪｪｊ也内 ＱＰＱ らずも前方後 Ｑｊ ，Ｇ， 出と Ｍ Ｎ ｲｾｳ の

ｉｪｾｊｬｦ とが 先見さ れ，地 ｪ じをはじめ関係諸卜 Ｉ Ｑ 体が篤いてい

るとともに ， 、''1 の労働行n . 宅II¥J] 割研究会や考 111 ，γ nを '1'

心にその，Ｇ，Ｍｊ ｬＧ ｩ をのと すべきか，住 宅ｾｩＦＱｌ ＱＩｻｕｴ するべき

か l乙論議をよ| かわせている 。前 )J の. htJ. t.fC- もr ' i ｊ ＺｊＧｪの地 ｩｾ ｬＨ

の危機がJ . f x り上げられたが，その. i i : i J 1rt の{，lfi(I" ，を IIて当 IC'PJ

断したいものである その上ffl されてわく物の仙i(I ，'f や，

いつの聞に取り除かれたかをつねに知らないととろに，

より E 大なものがあるように忠われる 1  "1' i.': など焼失す

る11寺の派 IIJ な惚辺とはi i 2 1 L あまり知らされなく . i行えて

1i くもののいかに多い乙とであろう 。 乙の 1)州j川H山l川山I1行T竹h~勾1境t白Iの必必:  

主裁詰を I医|ι:1鮒耐』κζ し料納1“{1} の1i く双プ方Jρ}川'1叩|日lft炉Wf附fへのう努5)刈j をする ζ とも

ｅ刻姶 ｪ主Ａｾ築従の允Ｉ以 κ のみならず ＧｦρＱ ，議 ｈｉ 附 ｪ封刈 ＱＱ へ ｕのコ ｪ焔陥 ｩ波 ｬ瓜主し ｬκ 乙でもなれば

手品略J川1

「前プ方j 後プ方'J J地白のv判|中析給1科守吐とそのl成必1カ'/υ:J ( KN川)  
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大倉 秀明

生 年 )j l l 附府16年 9 fl 23 日

;:: Ｇ ｾｴＮ＠ 大阪大 F 工学郎 fi Y/築 L" ? 科

事

占 Ｉｾｉ ｾ＠ ｦｩｊｪ行 Ｑ Ｍ ＭＯ 宮 山 ， 桜台単 三 ｾ策

研究所を経て II{{ 相132肯4 f 1

" * 住宅公団大阪支所 . n{{ 

白133年 12)] 設1t 1' ，l*勤務，別

( t l C 全る

1' 1品時服 刊℃公開喬 111. 公合およ び '1¥

ｊ ｟Ｎｦ ｭｾＧｻ＠

l引i也投 Jl i)f 訴了間 l也 iJ 

)J ケ li' 凶地 2 . 3  Jgj  li ，j ケ

1，問 地 2. 3  Jgj  総 Ａｾｦ ｾｬＺ 卜 ｈ

j也

す い せ ん の こ と ば 田 中 弥 一

日報引のよいJ l J l 也の特刊を生かしなが ら. ｾｈ ら

れた千切の中でパランスをと って . .l'l .: I するこ

とは ni'i'l ¥ι ょうでむずかしい u

tH刷 t トJ1 J也 Ij て ういう /J で よ くまとめ '- .

11  口 、4 枕 t 、ごで きる 総 ｾ Ｎ ｴｲ ，'rI 'J lJ tl! .c l_， 4J: 

)' .: A  Cいる '1' に. いろ t ‘ ろ 1". 1- して 川l : l / oJ nT，)N

にＩ， ｉｕ ｉＩ して ｴ 、るか ， てう ｴ 、う〆〈ランス υ ＩＮ｜ ｾＮ リノモ

， ＡＧ ｾ， ､ まとして ｊ 人切にしたい ｢ のと ｬ よ ｬ う
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公 団 住 宅 東 努! 子 団 地

1.  Ｑｾ＠ ｾ ［ＺＺ＠

2  ポイントハウスと Ｇｾ ｾ ｾＺＱＹｲ

3  I  4  3.  械の尚山にあるサプロソト

4  小公悼1とポイントハウス

5.  隙IlI jの遊ひ均

、i員路ぬかはえる}



公団住吉総 持 ｾ ｉ ｊＺ 団地
大 倉 秀 明

の型 "'J さt .Iil l.阜の F . L . の品さなとにできるだ

19; 仇 j出 品 槻 rfi ＧＮＧ［ｾ＠ 111 I四r . 抜 本 rli λ {， '1' b/( 

.l't dl 月 11 ，{.三 j J ＮＨ［公 団大 ｉＩｾ J i 所

施 l  円 ＩＱ 上耐し ｉ ｙ ｊ 座興業 ， 同組 ， 鋭、 ［ｕｾ 投ＡＩＴＡ

Xi .  J]' I同組，木村工務所 . gH札 松，1

ｾ設 Ｎ JliTll 融1. ljiJ 有IJ: 務 I，'i . ＧＮ ｈｉｾ 投 ，

5EO- 4 5 - 2  D K  l 縦

5S0- 5  5  - 2  D K  7 附

Ｕ ｾ Ｐ ・ ＵｎＭＲｄｋ 9 械

57- 4  N- 3  K - 3b  201司f

，11' 4r lll! 

321  i  

2641  i  

3501  i  

6081  i  

1. 7861  i  

け変化をうえる 。

3 ) 道路を “ l an ds ca pe des i gn" の -K，) として

抜い car . ser v i ce をスムースに ii なえるよう

与える 。

なとを号l世した 。

阪 神仁木 ｔｾＮ II J l i錯 J!l: . 州1111 官 J 七 1111 ｾ匝段 取会19，. ｦｉｾｾＧＩＧ務所 Ｎ r m人 住'亡

問地の lTI a l I1 a c cess が仕側1 J ' f ; 白からの I カ19i

1ζ 限定されるため . 1 : れより問地内 U: ma i n  r oad 

( ただし雄策1 ' ; / ' o のみ)

1: JgJ ｉｾｴ 和 ＳＵ ｻｪ Ｇ 7  )J 1611 - 附 RI36f" 9  ) 11511 

c 1 定)

l二n J也1111 ul 

u， .(; ド 数

1J. ! A 人 11

人 11 '1甘! 庄

ド 欽 桁 l((

m高Ifli r. 'l ド

1  3  4  . 0 5  8. 2 9 m"  

Ｎｾ＠ It  ［ Ｈｾ＠ r; 1"1'( 't:  

(1'1 i  ｾＧｉ ， ｴ＠

(1: に 570・5 C - 1 D K

Ｕｾ ＰＭ 5  5  - 2  K  

5S0・5 N - 2  K  

1. 7  8  6  1  i  

6. 6 7  6 人

4 日B 人 i ha

1  3  2_  51  i  ha  

1  2.  2 、

[j 1. 4 匂，

州政 }  ;  ｾＧＨ＠

Ｖ Ｑｾ＠ 3121  i  

5  N! Ｑ ｾ Ｐ Ｑ＠ i  

1  N! 301  i  

R C  ドＧまｾ ｾＥｦｩｬｬ ｬ Ｇｬ＠ 387.54 m"  (7_ 5m) を" ci r cul at e " させ . 1: れ IC (， g r oupi ng  

( 延 1M fo'l  2ro  _  55m つ を " cul - de- suc " と “ s ub- c ir c ul at i on" ICょっ

スーパー? ーケット て結び付 けた。 “ c los e" した問地を形成するため

ｾ日目 ｉｦｴｬ 航 742.  92m: !  Ｎｩｩｬ成 ｆＮｌ は外川を引く Ｎ ｾ物も外 ｦｾＱＱ ζ Ｕ 階を官に ，

( 延 1M W 766.  25m" )  ＼Ｑ Ｇ ＭＪは Ｔ 慨を比較的組 ｉｃｾｬ［Ｇｬ して ， 団地内 ｉ ｃ ゆとり

が、1'( 冶および R C  - ＧｉＢ ＺＤｾ Ｍ ｲＺ Ｎｉ ＼ｉＧ＠ 2 附 をも たせた. 1' 11般の “ c or e " としての管内陣シ ヨ Y

Ih鮒卜f 住 (; ( 6 1  i) ピンク' センターを人r I ' ( . f り IC.，rIJhi L  " sub- c or e"  

R C  Ｒ ｐ＼寄生ｾ ｾ築 ＱＱ ＱｉＱｯＧｬ 253.  20 mど としての仏［均を ｾｩ 耐 および州沖 ｾ ［ Ｎ ｾｏＩ＠ ' 1 ' 央においたピ

( 延 Illi f" 470.40 m" )  ロティの トIC J ' }えた

総 i寺 守 団 地 に つ い て

総 ｮ ＡｉＧ Ｑ 吋 ｬ 也乞 Ｎ，ＧｾＢ I  j 匂に tト，て 11

1) “ ur bani t y " を・ 2 えること

2 )  ｩＧｉＮｾｾの特徴が少ないの をカパー するため ， 主 ｉｉ 物

ＱＧ ，存。 ｲｾ 1，lI j  {1 Ｎ ｴｾＺ＠ (!: 1. '，';' ;λ たむ ω ，I. ! . とくに ITI a lll

road  1ζrii '  ，' ，- 1) )  vi st a J) oi nt 1-::: d: 白し ζ "l lthJ

1_ Ic 

( なおノトトnJ 血:11見{t ，1・')，， 1' 叫ため ， う. Uで制1 r で

きないのは成立: である〕
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役 計 者 の こ と ば 岡 部 幸 蔵

限会あることに ，いままでに多くの長n物を比せてもらった 。 慨してその多くは竣 1

Ijill 去のものが多か った。それ以降とくに fll')i かない限りさ らに見学するようなことは

附である 。記慌に残っているものは Y< しくで占! った竣」吋 lI !i のものだから開会あ っ

て中たたび ili j じ他物に倍する ι とができた叫にはせ: 慨もまた} 人 です

時IBI とともに - it'j必 ち府きをみせてぷJ 十円の肢かな JE ，Hにうたれるものや . Jm.:Jj 1主

的にみすほらしくなってかっかりするものなといろ。、ろです。il!築の本吋の 悩 (1(( は人

Iこ臥: われてはじめて首lる ζ とができるのだと，I J . I，います。J: ): ，:十 '- 11あるいは 1: '11'1' にいく

ら騒がれたi l ! 物でも竣 1: lIiI l査では nl l 丹の iI: 閃，施 l 丹の ?i 'J) ' ぐらいしか見せてくれ

ません。それらの叶然の結決や忠 l占のおよ lよなか勺たものの吋叫の結 別I HI!物が仰! わ

れてからでないと知ることができない‘

Ｈ， ＱＺ い Ｎｉｩ るされた陪れたｾ l! 1却をより 1 くはるように. ¥掛けたい

名 古 屋 空 港 ビ ノレ

19; イ'¥.0 J也 没 知 県 州 / ' f 11 J I'  m; ｾｾ＠ 11 1付

胞 ¥: /'i' 株 ベ会 判 竹 q，¥: (fi l，'i 

規 模 地 1: 2 附 一 部 中 l血 1桝

円 欽 5  1  8.  7 件

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ート 浩一市銀、竹』色

ｾＺ＠ J剖 li'J: ｴｉｻｾ有 Ｑ 32 イf 5  JI 7  11 

竣J: III! Tl I  32 '1' 9  JI 15  11 



阿 部 幸 蔵

1: 年JJ n  1I1Hf l 2 均11月 8 1Ie!ょ

う li;( 1111有127司 3 月

早稲 l日大、戸第一PJ D 学部地

策学科卒業

腕ｾｉ￭Ｎ 11( 1利27年 4 月

ｮ 主ｾ，没訓工務抹式会 ＮＮＱ 才［＿￯

ｉ ，ｾ Ｎ 事務所 ｉｃ 車 ｴ 臓 ， 現世 ｉｃ い

たる

作品 ｊｾＢ 札幌交通局合. C B C 会

百';， II . - j ，; j i J i 連名古) ; { 文15.

勝 111可iJ 1' 合，名鉄岡崎駅，

名古} i { 空港ピル

す い せ ん の こ と 1;:1: 山根 正次郎

，!; W.  努JJ . そしてス迫 IC 見るべきらのあ

り。あえてすいせんする次市です。

日 本 通 運 名 古 屋 支 庖

iiJ r  (E H!， 1'; 1'[ R1 

ItlJi 1 針 胤 防 止]! ，; を折、パ会 H

JlI ｾｬ 地上 ｈｈ 一 部 ｲ ｬＧ 2陪) 地下 1 1i!'i

tt ｾＧＨ＠ 2. 0  6  9.  5  8  Ii 

h昨 泊 tJ 筋 コ ン ク リ ー ト J白

J'. ｊｾｉ＠ .'1 J 附 有131 年 4 J1 10 11 

竣 工 IIR Tll 32 年 2 )j 16  11 

C  B  C  
A 告白 所 (1 地1 ' 1 1'， J;{ If j  

ー ιｾ 1: ' ロ

1血 1 丹羽; 式会判 竹 ql _l: m J，li 

III 撚 j 也 1: 6 隣 地 下 1 ｾＧｩ＠

附 政 3.  9  3  1. 3  3 坪

!荷 造 鉄'1'( 鉄筋コンクリー ト泊

1: IYI . IJ : 附日130年 12H 1 11 

竣 J: fI {i 白131if 12月 1 11
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d市

19i 11 地 松 山 rfi 11: "  111  7  7  

，i'LI 地 ，'. r、 式 会 f 主 体 制l

ｾｾ＠ ｾＴ＠ ｾそ筋コンクリートおよび炉、 ｮ 治

2 隣 住

lf 4'( 1  Wi ]， 5  7  7.  0  111"  

ホr 1::; 

h1 1::1 I::i さ

Q' 2W;  3 2. 0111" 

2  ｉｾＧｩ＠ 3  8  7.  :l 111"  

l. 9  9  6. 3  n、ロ

7. 3  0  0  m 

1  3.  6  6  5  m 

Ａｾｉ＠ 1111 ｾｉ＠ 35. 12.  1  - !'II fll 3(i. 4. 1:' 

E ぜ (I: _I: hi J，H オ リ ヱ ン タ J レメタ，レ

刊で /< / ' ; f ! ーライ l ・" ンクリー

トt P(( L  

帝人松山工場体育館の楠造を担当して

尾 銘 義一

官、はいままで l' として ， Ｑ ＢＮｬ ｽＮｈｪｆｾｉ ｌ 従 Ｇ ＱＱ して

まいりまして，いわゆるi J ! ，若デサ' イブーと t，!I ，; 1

で (1:') ・をする機会にあまり. むまれな か勺たので

すが ， 乙の生 ｾ物 では ｐＡｩ ｬｬ ｬ ｪＨ Ｑ ワな制約を ｾｾｬ 、て，市 1、

さんＨ， ＰＺ 匠担 ｬ 吋Ｉ と Ｇ ｾｴ ｾ＠ ｾｪ よく ＨＱＺ Ｚ Ｉ ＾をさせていた

だきまし た 。続 ｊ 汗 ＨｉＧ ｊｬｃ，また友全 ｾＺ ｮ にと心Vt

けることもちろんですが ，地 l の ' #1) さ，I(.:} )

i( l i 4Fの篠 ' nl の山より ，1l 1i ' 1¥な憎 J4開閉Iを t，:り

ました すなわち ，内問のコンクリート H I を

点山として，如、1' ，' j u: ( : 文ア チを ，そして ， 壬

れと 問|用のnn性IC 傾斜した小慢が骨: けられると

いう明 パです。乙の X; : ( アーチ の ， /j( 'I':I":}) は

1/，11111の T ensi on Bar で処n. しました 阿国

なM:')'i でしたので， うまく朝l み 1治、るかと ，理f

念したのですが ，Jll.lリの Jj 々の洲 Uj t i j¥1;草と ，

ｗｉＧ ｊＮＮよく戸、ＧｉＧｊＧを別 Ｈ Ｇ Ｑ された Ｗ ぺ ｊｾ 鉄 ，Ｚ ， ｱ ｩ (川松下

山 li(，I }) で，町( ; 聞に完成し主した
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場ーじ11 1  住;人

尾 路 毅一

附 ｾ ＱＳ 年Ｇ主

大阪1 I l 1 ' T . 部品: 1 ・y ; 専門学校

I J ! 犠科

Ｑｉ ｻｻｾＱ Ｒ Ｔ 年Ｔｩ ｊ 大林相 ｌ［ｾ ， ｬ ｉ ｕ

大限J i JVi 北港 -I:! JJ ('I':T.'l) 

大P- <瓦斯 Yf 崎 1占11l WI熱水

性 ガ ス プ ラ ン 卜

大限J i JVi 京 都ー1:1砧 砂

大 I'1x JもJVi i可品1 ぬ "  

大1'<) ( 斯 合 椛 J: !l J 貯炭f告

・コークス 'Ri

11 闘で述い計算能力をもっ構造，ｾ，［ｬｉＧ￳Ｎは ， き

わめ て1(1難いものである 。尼路君はその典明 的

な一人といえよう 。 目立かな経験と う号れた構 造 的

判IIJ f があり ， さらに新らしい構造形式IC対する

. t ! : 欲は持ち前の ;n ' f と動勉な研究とにより . ｊｾ＠

い将来 ［ ｴｒｪＧｦ らしい ｊｾ を ｾｩｩ ， ｩ 、ことを大い ｉζｊｾ ｊｩＡ ｩ す

る。

細川 兵一す い せ ん の こ と は

! 日終乍腔

y， !'世

1' 1品時歴

ミ皇 0 0♀
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大 阪 府 立 阪 南 高 等 学 校

所 {f 地 大 P-;Z ili IE f:!: -;11 区 li1 JI". lar 

施 工 K K 西 111 ユ 務 h!i

}II. 侠 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 附生担

任 Tfii fIl 7， 9 1 7  m"  (2，395昨)

r. IYI lI il T41 3  4 イ1' . 5  )  1  ｾ，Ｇ＠ 1  

II({ T11  3  6  11'  3  ) J 第 2 IYI 峻 1:

.. スロ ー プより Ｒ 際 主 ｼ叫に通ずる ｦｬｸ ＩｴＨ ￰ｾｬ￫ ｩ 下

州市; コンクリー トJI 欣 判官 Ｑ Ｍ Ｇｦ［｜ ｾ ｦｬｬ パ イプ

パルコンより隣柑! と減廊下 を引む

パルコンは避畢f ll l. f(J ' f によ る 作動川 iITu' i ¥として

ｲｾ ｝ｬ Ｑ Ｑ さ れ る

教 京 天 )1 プランI - f l 込山セメント内卜「

サッ γ ュI判北とも 1 快rJIJ ，J;: T スタイ J レ

柴田 勝之

現 代社 会の組織や険ｾｾが ， 日ｾＢｬ ｉ ｃ ! i I 維化さ

れ，機械化されるにつれ， われわれ nらが構成

する乙の人 lin-l l 会の急激な渦が， ともすれば人

JIIl tl .を奪 わんとす る。 しかし ，jj!寝の創刊に叶

ってわれわれ姥築家は ， その人1111性の 肢かさを

失なうことなく ，建築の tl 怖を正"1め， よりよき

人IBl 1:. mの場を治 ってゆかねばならなも、。 肉 体

がわれわれにそのゐ川刊 を強調し ， またその魂

はわれわれ ICJ eを求め， ある感激を要求する 。

さらに自然の illi 行はその J I'沼さをもって， それ

への沢抗を要求する 。 己れらをいかにうまく交

らせ は きあわせて ，主n築 をンE全なもの lζ 寸るか

がわれわ れ IC探 せられた役割だと思う 。

ポオ J レ・ヴ ァレリーがj j ! 築を， r歌う l.J!築 |

r，mる主n寝 J r黙 して歌いも，mりもしないl.J!犠J

に分思しているが，少なくとも' ，'I¥'I C明碍ーな 刀慌

を J. ' i る建棋を，E ってゆきたい @

段 計 者 の こ と ばl

l

J

7

i

l

l

-
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柴 田 勝 之

生11' )1 11 ｉｾｻ 有 Ｑ Ｕ 年 Ｖ 月 ＱＰ ｲｬ

戸 11i1' IIR和3111' 3 )1 京都大・、f 修

士過料終了

j 佐 綬 昭和31年 4 JJ 坂倉小三止II

築研究所 IC入所 ，現1t l Cい

たる

1'1 品時) 伊 南海会両"f. 神 保 i郊，大阪H:i

立阪市高等学校，上野市公

民 ｴＡ ｩ Ｇ 上 野西小学校 ・ ｾ

す い せ ん の こ と ば 西 沢 文 陵

才? い柔軟な制造1Jを作 っている人，いま発版

の; a_Hc あ勺て. 今後一層謄かれ芯欲的な 1' 1品

を) aり /1¥してゆく E とが lij l i!i される人 ， "1(，世 tl

ｉ ｃＱ ｘ む ￯ ｾ 年 池 宮 臣 家の一人とし て 紹介します 。

上 野 市 公 民 館

J9i {t: J世 竺 .Ji : 1，1.1. 1:  ' i. 市 九 の 内

h1li 1"" K  K 判

t

 

u
付

品1 1'，¥ 鉄筋コンクリー ト21桝-¥J! 一 部地防

延 rtli r.'i 5  4  4  m"  0 64tt) 

': 1: lijl IIIlfll 3 5  {I' 1  JJ {i" J :  1，;1 7 ) 1  峻 r:

0 1 2 3  5  1 0 M 

-

1 階 1. '1¥ 務 所 2 世i 11'( 宅

ーー- 出口j

2 階 1 . 事 務 所

よ野 市 公 民 館 玄 関 正 面 軸官s コ ン ク リ ー ト 打 欣 外 明 スタ γ コ蟻部

東面 州市lコンクリート tr肱 J，l 依拠プラトン打u V . P ( ピンク) ＢｾｉＮｴ＠

制l
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¥ 

¥ 

'"・‘・・ ー Ｎ ｾ・

「一

ｊ ｾ ｾ 同 ｬ 巾Ｉ 丸、 Ａ ＾ ｊ 卜 ノ ｫ 処ｪＺ Ｑ ｴ｛ 場

ポ ン プ 場

19i (1 地 点 制i rf i ド¥; ( Iメよ( ) *111 ' の阪

市 1  株 式 会 .1: tQ 1;/; 制l

，¥1 ｾｾ＠ H.  P . シャーレ構 3色. kllll .  J血下 l

階 . 1也J : I 防止nて

rM fll I 階 3 2  6.  0  4  m"  

i也 慨 し 2 I  9.  1 4 m"  

延r.ifll 1. 5  4  5.  1 8 m"  

r: WI If R  T4r  3  6  1/' 3  J  J 完 工

fl: 1: 外日i kl IHゴ元レ y タス l坊ノ九 他 主

としてコンクリート打放 fl :J '.

内 ;: 1; W カラクリート . ｬｩｾ＠ ' /ノ

ライト ，天 井 本モセメント

似n込み他

4 ポ ン プ 場 平 面 図

ポンプ場および管理棟について

白 井 剛

ι れらのiJ! 物は iliqlより処州場 内 IC;jl 人 して

くる ド水を処即情 rc p u mp  u p する l札! ' l : であ

る

持軍中の旧ポンプ均の機能を Itl わないでポン

プの ｦ￬ を倍加するようにというのが ， 主な ｾｦＧ ｬ

てあっ た 既 Ｈｦ の流 入 Ｑ 日 ， 洗 ｉｦｬｩ ｊＡの ｦ ｖＮ ｗ ， ｾ ， ;f.ン

プ騒百 ， その他の ｐｾｲｬｲ か 占 ｲ ･ ｭ ｯｴ･ cont rol  

Ｉ￺ｴ か ｦｾ ｊｉｪされた 。 ポンプ均 ｲ｣ はポンプおよひ

附踊J ! f . i苦悩を収め. 約60m離 れ た 竹PI!. llI! のrJ l火

作洲本から遮制限刊をする 。管PRI !I!I ζ は ζ の他

に也PR! 崎内一般管J l I!.J 許可' . ，ノ'Iz ' i ' t 試験引なとが.d

Il lI j されている 。

附 ｪ 古 ・ ，［ｾ， ｴ 十は松ｼ判 ｐｉＡ 助教授。 ｈＮｐ Ｎ ν ベーレ

は48m ｸ ＴＸ ｭ のＧｉＧＭ ｾｉￍ Ｎ 川さ ｉ ｏｭ Ｎ ｲｬｬｲ 版印 Ｗ Ｕ ＮＮＮ Ｎ ク

レーン ｭ は京内 ｩζ ｓｾｾ 立した ｐ ｃ 怖足 ｩ である 。



白井 剛

'1: れ "1' 1I{!fll 711 

Jt.(: 終下m梶 山λ; 1];匹・' ?H

，¥，; 1従 11' 1川 研 究 本 ( ，;()、;1]耳l"? .f'{

ぷ) (' 0  

f ' l 品問 1i ?? ，学校 ，r. lf' 克19i. ター

ミナルピル写

す い ぜ ん の こ と ば 増 岡 友 也

也［ｾ家として市制しているから

-ー. .. 

。. 3l !  

-

京都1 ¥1 鳥 取 |、 /K 処 別 場

".  rw' ;i!，' 1.'1 

( ，・ 1・ ン ゾ I t j 内 部

l'  ， ｬｾ ンプｊ｜ＮＺ ¥'，. ，fol 叶

い市再ｾｾ

1 階

1. ホ ー ル

2. q，犬符PE主

3. 1，U HeI.，主可J

4. hi 1[( 守J

5， fr /oii 

O.  .;" 1、 今3

Ｗ Ｎ 市Ｎｾ

8. 1出 J9i

ｾ Ｎ＠ ｊｾＧ 外ｊＡｬＧ ｩｮ

h |l |; ||;|; |; |品千百

2 階

10，以 外 陪 段

11. ホ ー ル

12，会 議 引

13， ＧＱ Ｇ リ ｾＧｬｩι 院本

14， ' ( _ 川 引

15， ) ! 験 不

16. 研 究 プ ス

17. ) ! 験ブス

18， ) ! 験ブース

19. 実験ブース

20. 実験プース

21. 'f(I j I ' ! 本

22. (ll! J?i 
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市 而

大 和 銀 行 吹 田 片 山 寮

W T而
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池宮匹位 ｩｴｩ ，ｾ rlj( 川 市 )¥" 111 7  G  3  

，Ｏ宜 ｊｉ 胞 工 大成主 ｾ " 主 将 ; 式 会 .1

構 造 鋭校 鉄 筋 コンクリート 治 i血ド 11桝

j 也J 二3 隣 一部I丹駅

商 硝 .J < ) 也隣 5 0 1. 4 4 0 口

院 1. 1  U  G. 7  0  2  m"  

防 7 6  3.  2  7  7  r: 1 "  

:1 Jli'i 7  4  3. 4  3  2  111 ピ

倍 以 5 4 . 2 4 3 m"  

?o ，， 1' 3， 2  5  9. 0  8  6  m ロ

竣 '1: nR TfI 3  6  '.]' 4  )J 

収 容 人 u 野 生 1 0  6 人 ( 資本 53)

1千 母 6 人 ( 取引 3)

合 ｾｾ［￭ｪｾ ・ 傭人 宝 十 ｬ

- こ と ば ・

人 Illil r パきる再びを， f え， 収かな愛十Ji

ｬ ￩ あふ れたｾ築 そうい勺た f' FrVrを

U. は制 ってゆき たい 。

ｾ雫 の ｉｬｾｾ Jt を号える土砂合に 1:1 ， ｈｴｾｪＨｉＨｊ な問

胞とれ会へのつながりの交点から ，，｜ ｾするい

くつかのアプロ ーチ があるようです。 そして

たんに明1:11を 平 iui(11あ る い は 立 II的に 1:) 、す

る ζ とのみに間まらず則論と 1性能の災づけを

1!r 勺て ' b;"J されたア イディア <'1¥なる思いつ

きでなくてＩをいか ｬ ￩ｾ 弔にまとめるかとい

うことがもっとも大切な己とのようです。 そ

して己うしたアイデイアの追求こそこんごの

払の派胞であり E 時間 と.1: :会による lJi::j:! 1れぬ

批 評 にも 耐えてゆく 作 品 le まで注したいと思

っています 。

高田 威

生 年 JI n  附HI6 i l' ll JI 2511

ｬｬｾ 終 Ｇ［ｾ ｭ モ ｉ ｾ ｉ 自 ＱＲＸ Ｑ Ｑ Ｇ 3  J.I  伸ドノ、? I

下問 ｬｾＧ 寝科卒 ｷ

ｾ＠ M空 間 自128年 4 ＩＱ 大 ｉｉ 主主 ｾ ，［ＧｬＺ除

式 会 社入 社 大 阪支 山 設 JI

R 勤 務 ))，1拍 iζ i : る

('Fr
l

，品l

技 J投立J川l' I  r巾li 民 i休4本、ヴf門T向附"リJ 3 '"符F  

人 i巡畠， が l込l司際ゴルフ ・ク

ラブハウス，/ を，lf 参加1， '[¥;/< 

ゴJ レ7 ・クラブハウス J ' j A

参加. ｾｉ Ｇ￩ＧＯｾ コ勺レフ ・ タラプ

ハウス Jもi十今却1，大向 l銀行

'lXllI )j ' 1  II'f，f ，/'i ，:1判吋

す い せ ん の こ と ば 笹川 季 男

ＱＺＺｩｬｬ ｜ Ｑｴｬｩｬ ｬｻｬ和 ＲＸ 年 �ｴ ， Ｏ ｩ 火 、戸辛 ｩ ＧｩＱ 長 大ＯＢ， ｾ ， ｉｾ Ｑ ζ

人判， それいらい ，大 阪 x1r1f のを，: 1 ，:事Ir 勤 務 さ

れ て い ま す が ， ｉｉｉｉｈｉ ＳＲ Ｑ｜ 他。語学会の Ｂｩ ｌｾ 11 行師:

の 腕H J 札。| で三等 IC 人 it しており ， また 'X施 を

，， 1のうえでも ， もう 人 IIII に (1 ドを己なしてお

ります Ii，J らな いPJ ! . tl と川満な ii i ' 設をも 「た“ 'i

Ｂｉ ｲＮＭ て近 代の ｊ 円、ｾ領主はか くあ勺て似しいと

¥'}.い ま す
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3 階

1. 間 段 ホ J レ

2. 洗 1 f ll Ｎｾｻ＠

3. 洗 1II1 所
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氾

地

ι

1

I. W 策 室 2. 隣段 ホール 3. 使 所

5. ，W r! l 池3 { 6. 暖房』没{問機械室

8. ，[f. ilh貯 厳w 弘 前 五 10. 傭人 宅llij 主

11. 附 人 市 12. ピ ロ テ ィ 13. ドライエリ ヤ

大 和 銀 行 l次 111 } 'I '  111 続 、ji . l(J i  I刈

|昭 和 3 2 年 度 住 築 学 会 競 技 設 計

三 等 入 選 東 「 市 民 体 育 館 」

大阪 ｪ Ａｪ郊の ｩ 也銚 ｩυ ｊ Ｍ ， 交通 使 Ｎｦ ｾｬ な Ｇ ＱＱ 相 ｩ 市を足り［Ｐ。初心よ

りの主要噂線を体育助構内広場より務噂し ， 総勾配の スロ

ー プによって観覧附へ結ぶ。観覧 ｨ 官は目 ＡｪｲｵＩＧｾ Ｂￍｾな競技 ｪｾ ｊｴ、

をI血舵下 へ;:q く乙とにより ， ややよの佐 川となって !l l ) . 総す

なわち巡千行PI! 円l地係の動きと制容の! lVJ きとの父χ を避

け ， ＱＱＨ Ｑ 万プロ γ クを呼応両ｾ ii ' l した ft'O;O: は I1:  l' ifti: よりの 11'(

姥A 紡とー約百砂川および照会の I HJ f を' " すため A.: b，( より

分蹴 ｾｬＡＯｾ した 。

〆。

67 



} 一 一 寄

. .， 

l 賭 l

111111111111111  [ 1111 1111 1門 111111 111

111111111111111 山 J 11 11  11 11 1111 11 '  

1111111111 11 111  

， 11111111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11叶|阻皿

2 階

3 陪

68 

吹 田 市 立 市 民 会 航

所 if J也 u)，: III di 大 r: 1¥.  111 

.;1 ，:1 ｋｋ 大肺制 ｬ ゆ ｩ 吋ｾｊｬ ｉｉ ｉ＾＾ ＱＱ → Ｉ

ｦｾｕＡ＠ 仁 隊 式 会 判 大 体 制i

制 限 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 J!J 3 隣 組 一 部 j也

下 ｬ ｐＮＧｩ Ｎ オーディトリアム小 ｊ［ ｬ 制 Ｑ ｾＱＮ 、

竹j J i

J t ｾ＠ 1. 8  3 6 m"  

1: JgJ lI il ｾＱ ＳＳ ＱＱＧ＠ 6  )j 1511 -

町lfl I331l'l 2)j 25 1  1  
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鶴 田 昭 一

ｾ年 ｊｊ ｉｉ 1別1司12 年 3 月 7 11 

l込終下腿 H{1和181下12月 大阪T ! i:立郎

品工業学校長ｾ築科卒ｾ

来 世 附和 Ｑ Ｙ 年 Ｑ 月ｾ式会社大

林組入社，設計部勤務

ＱＧ Ｑ 品附 ｊ ｾ ｦＮ 大I "i ア イススケ ート場，:1'， 

l'i J ; { サカエピル. 吹 III ，f j 古

市民会向。，岡山ノートルダ

ム消心学園寄宿舎，hij 体 ti

fII l ，三菱石油水島製油所本

館 ιlr 務 所，仁) 11:: 1'レ7 1日ク

ラプハウス( 施工 [1
1

) ，大阪

ボウリングセンター( 施: 1

<1')  

す い せ ん の こ と ば 小 林 武 夫

千耳川 Hは("1でも ζ なせるべテランであ って，

ilIい 11'1，感と絶えまない努) ) が ，今 11 のi J.よ恥を向

ら れた乙とと，｜ＡＮｴｬ、ます 。 ｊｌｾｬ￯ ｬＡ ｩ IC 11 己のデータ

を ｉｾ み，｛ Ｈ ねて，経験 の上に立脚した， ［ｬｊｉ ｉＧ￳Ｇと

いえましょう。将来に ｊｾ ｉ 待がもてる のですいせ

んいたします。

設 計 者 の こ と ば 鶴 岡 昭一

舎内政を腕 1払きをしたり，無低減 IC他物を l吟

味 する 仕巾を しているの IC ，¥I ' t いてハッとする

己とがよくある ミとおっしゃ 勺てた )j と，

11 々いたると乙ろに ζ のように観察する? 悟しみ

の対照があるのは ， 大変にお ｩｬ ＱＧ唱な ｦｲＧｩ Ｇｪ Ｇ ｾですね

というような 冗談で突った E とがありました 。

新しいひと つひとつの仕平につねに E の大 ー 市

と1ど勺て 1[;( 車世みながら ，いたらないと乙ろ多〈

満足にはほどi童い結製 IC悔析を純り1 ; i えしてい

ます。

乙の一つのnι へもどIriJ 様ながら ， rb民 会保は

」、っつけ本市のhi い，;<，i訓 IUIIUI の (1 ・Ji でしたし ，

官 'fi 'j 1; は sist er O) )j と々人事長. ...J": 教の迎いか

らの '1抗感覚や闘念の桐迩の多かった (1:・lr で し

たが ，Ａｦ Ｎｉ ，ぶりにエピソードのｾか っ た ＨＱ ιｊｩ でし

たω
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東 内 敏

町H11 5年 4 JJ 3 W! ム

i止終日限 Ｑ ，ｴＮ ｪｬｩ ， ｖ ，｜ 立 ｩ ｬ ｴ｛ｬ ｩＭｉｾ y，' 下校 24内卒 ，¥"

J佐 股 附 自 Ｑ ＲＵ 年 市 畑 ｾ祭 Ｇ ｊｩ 務 所 人ｾ

ｉ ｾ 品 略隠 れ井戸主 ｾ ｋ ｉ く 牒 Ｎ｣Ｎ Ｇｦ［ｩ， ｽ ;思品校 ( 繊

浜 市 役所 ｾ 築 ｊ 事 協 ｬ ， ｩｬ ｩ ｬｬＺＮｩｉＧＩ ， 閣 内 ペ

イン トK K 'I! J; しじ場事務所，九州

事.HrrK K 仙台J : 均， 出 1:"j: t4フィ

ルム鎚J ，l i 保険組合 14:fi 館 . 1期尚ペ

イ ン トK K 平塚 J:t品

す い せ ん 者 東 畑 謙 三

70 

所 感

す

/  

東 内 敏

いつの 111; にもいえる己とでしょうが，新卒1，11111

や徐々 の 11 1苛らしい付料の lIi 現Iこよって，生活

保式の改善なとか PJ Iばれてきたと思います。 ま

して，慌ただしく交って f f く昨今 の担会生前の

流れのなかで，投J 業務 IC たずさわる払i主の立

場が，いかに Ir('!:. な任務であるかをつくづく 桶

広いたします。

J主J ↑途上 で，いろいろ な1[¥1越 ゃιl わぬ i Hi¥l ι

突可り . )ij '. " : を唄う己ともありますが ，やはり

以後の日 的は ，，} ! られた条 1'1のもとで，あらゆ

る:!. U ;を' 克明し つつ，いかに 肢かな人II ll' t 活の

場を築くかが， 払速にリえられた J 、; きな 使命1::

と思います。

今 後 もJI f 先放のl山) J をg) て，よりよ い'J.:. irfj の

場を例 って i j きたいと 与えて おります。

関西 ぺイン トK K東京工場

事 務 所

19i  ( t 地 IE ［［ ｾ郎 大 ＱＱ Ｑ Ｑ 正 樹 六 郷 Ｓ T  1112  

AJ/ 摂 鉄 筋 コン ク リー ト 3 1i!'i姐

( 4 1ll'i WI積予 定 )

illi tll 姥築 IIIi 1l， 6  0  0， 1 8 m"  

山 il li u! 1附 5 2  0， 1 8 m"  

2 附 5 7  O.  5 7 m2  

3 陪 5 7  6， 4 2 m
2  

R 階 3 6. 0 0  m"  

.lI' 1. 7  0  3.  1 7 m"  

施 1: 竹 中 工 務 日1

J .:  ｊｾ ｊ＠ 111.1  H[ 35， 1. 25  - 35. 9.  10  

戸 塚 両 等 学 校

所 在 地 I白 浜 di J...i ｾ ま ｬ 正法 ｩ ｬ＼ [I[j' 1  7  0  G  

Jll: .11 横 浜 市 役 目 ￮ ｾ 築深 ， ｬ ＱＮ ｦ 畑ｾ築 Ｇ ｊ ｩ 務所

協 l，iI Jll:.:t

抱 _r. 1:<¥ J己 l. :f'h h1i  

品I j!.¥ 鉄筋コン クリート 3隣組一 郎 2W;i主

[ui fll  ｾ ｾ匹 ｛ＱＱ ｛ｦｬ ｬ 1. 0 95.  0  3  111"  

lド [ft i h'l  11中i 1， 8  6  2. 3 0 m2  

2 附 1， 7  D  G.  1 5 m
2  

3 1桝 1. 2  7  5.  2 1 m
2  

ltl 4. !) 3  3. 6  6  m !! 

jgl  1111 3  4.  9  - 3  6.  4  



い; 1:  '1;: u フ ィ ノレム

健 戚 保 険 組 合 体 育 館

所 IE Jt'! ｾｉｉ が川 ｾｬｬｬ A!.制 1: 11日比 例 附r '"1 ' 削

減 棋 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト2 附 処 - 1剛、I" l(

および 3 防組

liti fil 他均匹前知 2， 3  6  6. 0  0  m"  

11'  Illi ill I 1時 1，9  4  3. 4  0  m"  

2 附 9 2  O. 6  2  m"  

3 階 8 5. 6  0  m"  

:n 2， D  4  9.  6  2  m"  

1也 i 民 向 < J ! ， ｬｾ＠

J ' .  ｊｾｉ＠ II Il 35.  1  1. J  5  - 3 6.  5.  1  5  

1. 克 i布 教 笥

2.  ' 1" 側 五

3.  -11会 科 教 雫

4. 'Ii 務 京

5. 校 長 室

6. 職 11 宅

7. }，j( i I i 室

8.  lii 11¥ 1{  

9.  ， ｉ ｾ＠ J-Il 

10. 保 健 室

11. 1¥1 i車 京

12. 似 所

13.  k: 1問

14.  }I 降 11

15.  JIJ '務 民 京

16.  ¥11  ' ; ( 京

17 料 J'I! l ' <京

18. ｾ＠ 1J t 教 京

19. 化 手 教 可J

ｾ ー 伊

1 階 平 面 1. ｾＱ＠ ! ( 宅 2. 剣 道 場

3目"t ，1i t島 4. 什 w  5. 算
;  ι 、B  

6. 庁? 一句J 7. 脱 文 明 8. 悦 日i

D. 'Ii  ｉｾ 引 Ｑ Ｐ Ｎ k: Il!l J  1. 物 入 れ

戸 縁 高 等 学 校 平 面 図

2 階 平 面

14. ホ ー ル

12.  T11 本 13. 欣 送 引

15 会，，R '.j {  16. 11: 1'1 今J

0  _ _  ーと一_ ! _o m
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野村証 券 常杵寺支居

i9i 拘 地 'fis;( 吊i式厳 f fdi 山伴 N'2023

ｾＧｴ＠ ;:'槻桜 鉄 1'( 鉄筋コンクリー 卜27t ，

地下 l 附 . )也1-. 6防 . 1;， 4i_ 

2  ｾｾ ｉ 十

政ＩＡｩｊ Ｎｲｬｬｩｦｬｾ 1  1  6. 5  5  )1' 

<l!'荘1I1ぱ11 9  2. 9  0  lt' 

延 rlli h'( 6  6  4. 6  7  lt' 

ｉｾｉ＠ ｾｉ＠ f1(l府135 Ij' 5  )] 6  11 

［ｾ＠ f1{{自 136 11' 5  J] 11 11 

施 1・ K K 木 村 、 制l



11' !f J III Ｑｾ Ｎ ｉａｉ Ｔ ｩ ド Ｔ JI 中島君すいせん 段 計 者 の こ と は 中 島 克 己

' f  ｬ 伝 ｬ 削肩 Ｑ Ｒ Ｘ 年以郎 ｉ Ｚｾｾ
佐野 正 一

一つのy ; 惣がその時代に I!II して発版するに (t い< I ! 物の険f正面i

繊維大う: 1 笠・戸商ijJJ

J i 能活下である 。 もまたド1ら変税する 冒，1券業界の先制を1 i く N -11はその 傾向 の策 ｉ Ｚ ｾＭＧＺＺ 学科辛

験 ｉ ， ｾ＠ ｉｉ ｉｬ和 ＲＸ 年五 ［ ｪ ｈＮ ｾ Ｇ［［ デザイン i!l .p，だが， 強い会 ＱＱ の一つであろう 。 従勺て ｉ ，［ｊ時山 Ｑ ＱＱ こＮｬｉｦ可されるいくつ， ， ｾ｜

，: UI ' 11務所入社 I; YtPuι も北側にもι、 のl j ! 物はある怠味 でm咋J 化され る - li ，その地 }J ( I; は爪と俺能

附府131ｾｾ＠ [t il .f' l: IJi ｾ［Ｈ＠ ｬ 、出野と Ｇ Ｚｾｊ 断 をもっ 。 f内な汗が全く <l !物のf " 怖を叫にさせる地合が多い

'Ii 務 所勤 務

先有 '11務jiJi のれ l W1し 内包 すべき生 ｾ物 の険能を正ＶｬＧ ｉｃ 把Ｚｷし ， それらの分析と組合
JJ/. /EI こすてる

た野村 ［ｮｾ Ｑ＼社ピル せを行なってリえられた諸条 rl の 巾で綜合していくという ζ と

主なる関係約一ι

野村a正1 j ! + : 社ピル( 班点}

のＮＮｾ， ､ では ， スター
は ，J/"i; i'! c r . J ; かしいことではあるが ， '，i nc 吉f らしい虫 ¥'1: で汁処

野付証券 8 伴守支 ' 8(IJ i ! ; ()
プレー ヤー の一人を する与付与を ｦ 与ｾｾｌＮ ｾＩＩｊ したいと巧えている ｡

野村 ｊ｛ ｦＮ Ｑｾ 秋川文 ＱＸ つとめ ， fJ ! 助のI 1i i l ｊ ｊｬ Ｇ ｻｅ 技 術が ＺＧ ｾｴ 辿 ｉ ｃ Ｉｴ Ｇｬｾ＠ L. ， (.キ 分!'f がψ/"1 化している状態にあ

中 島 克 己 野村証( {J下券J策E  八下 ｪＢｦｾ 綜合グラウ をも トレースしてず 勺て<l!策，; U/ の過 N i:>ま た例外ではない 。一つのI l ! 物が完成す

ンド )  

い分間 (" をつけたと るまでの故事くの段併において新らしい技術を 肢も i珂t J JI C使川
rHi 下，J J f: i ff!n I司分寺 i N!- Y. '1

(!.IiJ ;O 思う 。 l'l 吊な (;.(ι で するための協鮪とそれらを PHMし十: J ! J したレベルで保川する労

T/'/ i，ト乍校( 岐阜) ある IJ を惜しんでは江らないと思う



花 」 石 鹸 K K 和 歌 111 工 場
上， ワン〆フル ｉｙｊ 係 ｔｊｾｽ ＱＺ ｊ［ｾ 下 ア ユ オ ン _1". l .1j  

Ｑｦｉｉｾ＠ ｲ ｲ ｾｉｊ ｾｾ ｊ＠
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ソンタフ J レ'¥tJ f#: _1:1JJ ￭ｾ＠ ｾ［Ｈ＠ 下 ワ ン グ 7 J レ 1' ， ｊｲｾ＠

西国 芳弘

lI :i 白12 fj' 2 )J 9  11 'i 

大町大学 L ''i''吊i 構築 1

・? H宇11

ｩ ， ｬｦ 水生 ￟ 技大臥文ｾｾＮｬｬｬ， ［ｴ

部 IC勤 務 JJ1 IEにでる

1'1"  1

1

11'1 

i fUEI:li .  j且頓脳 lli l!!);申lお ・梅

川哲f辺見l 映劇場 ・Mf 映京都j量

Wi 9r ・第 一 生 命 TI'J i 文担 ・第

一 銀 行 o;t: ，I; b支 山 ・M己合J oi < ・

ｊＺ 六嫡 ｑｾ ピルＨ施工 ＧＱＧ Ｉ ・ 広 ｬ ， ｢

グランドホテル( 施 J: 'i

'

)

一一以上情造のみ一一

大 向l紡 .II K K従111 1  喝 ・'HiJl i

燃料 ｮｾ ｋｋ 和 歌ｊｩ ， ｟ ｕ｜ｽ ・ メ ー

モ別紙 K K  ＭＧ Ｎｉ［ｾ＠ 1'.1，) ， 1j11  H，*，j  

，.'f K K 企庁」 場 ・AE王li 鹸

K K HI 歌 山 ム 場 ・淀 川 悦 鋼 所

以I". l 品

す い せ ん の こ と ば 武 田 明 男

i町川I - t は研究心旧慢な努 ) J ま で す 。 こ ん に ち ま で す で に 幾 多 白

('1" "11

1

，を 下 が け て き て お り ま す が，特 Ic D ! 采ブームといわれるJ J 1 l c

J . くの設 l汁を犯 、"，して多忙な 11 々を 巡 り な が ら ， そのひとつひと

つの没止に析しい少と い 念 と を織込んでゆく ft 惨 な態 l立にはま っ

たく感，ししております。

l，i l Hはとくに陣) u を j!} むとし ， そ の 荷 し い 感 覚 を 生 か し た 博 J11

，， 11山iは今後の設，; 1 を大きく月苦悩させるものとして jUIi !j しておりま

す。 また l，iJr-tは 勉 味も!ム < ， ラジオ ， テレ ビのt J l 立が lリ立で ， 知

ＧｭＺ ， ｾｾｉＢ て￮ＺＺ ， Ｈ ｾｴ ，な どの制ｦｴｉ ζ 足 ｩｊｈ が深い 。

こ と ば 西 国 芳 弘

帆 i長11+人 の 14: 1立か li ，Jj す る に つれ ，生s茶 目 慨 念("J ・J'i l も変っ

て き た 。 そ己でさら j e _ . )yj f f ; めて ， 人H¥j O) 11 'i ;r ll :.i li のがt 凶行成に

ｩＮ タ ｹ チ ｌ ， また ＿ｲ ｐＷｾ ｗ においても ｅ ω￦ ド ［ｾｉｊ Ｈｦヒ ｩ ζ 他犠 Ｇｩ［Ｇ か リ

- ，.  L て もよいの で はなかろう h、

τω ためには主主術 家 七 位 I巨， ，l' ! 倒防 Jul.... と !J . 内 II とむり l

くl晶JJ して努) J し な け れ は な る ま い u

そ うして ｴ処 ￟ ｾ策 軽 ，主乙壬 令 Ｑ全 ［ ｾ￸ 照午 ｔ世 Ｒ のｽ札人 Ｔ併Ｈｦヰ ｦ干宅 で ある科綜 Ｚｦ 什 ［ Ｑ 快 Ｔ幻ｻ術干杓什 ｉ 正 ミ で あり

また 叶H別Jl Iの人 11問Ii川nの H迫い i判円性ぜ悦:tを 1' 1り l ける{ レJム.ジ3噂阜円ミ であると Uの}ムλ

を も ち たいも のである。

花 ｊ ｾ Ｎ :{' 1  r級 K K 和 歌 111 工 場
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す い せ ん の こ と ば 岡 橋 作 太 郎

，，ＧＩ，［Ｑを，ｪｪ ､Ｉ て ｩｩ＼ 過 ｦＢ において ， ｾ築を成立

主しめる諸 1i:，t について ， 充分 iζ 検 討 を 加 え た

l で論略的な結果を 11¥していること ， これらの

消却よは ｉￚ 接 Ｈ ｉ ｾ なものか句 ， ｉｬ ｡ ｬｾ 的なものにお

よび範I l I i が瓜 い乙と ， コンク リー トの 1¥ち)Mし

でなければ ｾ 策でないとは可えていない ｅ と ，

このような内: '，Jなことをやけなけれはなら

ないとは一一生 ｝Ａ ｾ拒む匠のテクニ ｹ クにつ ｴ 、て ｕ 、

t 、WJ.c.，をむっていること

附自13 年 8 tl 1511 

熊 本 L ¥，; 専門学校( 26f l 字)

ｾＺ吾科

州 自1261;' 4 )j 11止]! ，;;t，;I 1  

m株式 会判 {ζ人，J 今 111ζ 介、

る

性b: ll可。Ji御影U" 己， ｍＺｾ ｌｦｪ［＠

その他 住.-trt.ι 山，紛下1日f

x 世株 式 会 . 1:1;:; 槻 に喝，t171

知 111 11銀行本山 . ｾｉＩ ｪ ｬ￯ｦ￯ ｮＺ＠

J肝，湯川 1・1>>詰! 両院

長 谷 部 朔fls

{/[" 'II "略 &

11: ｾ￬ 刀 ＱＱ

J，J:終γ 1M

J:t  

F ?翌F f i ' I

じ

所 在 j巴 1・111 i rfir 1f 縫l :̂f1 81i 1J 鴨 j ケ占!jt

". 1: 大 村 、 制l

ｬｴｉＮ模 Ｔ 、， ｢Ｍ ド五ｾ

坪 μ 1 6 7 mコ

1'， !りf 3  1  rじ 1 Ij - 3  1  qc 4  I1 

4ι 2!! fLI :  I，:f t! γ ルミ j dHl

タ ド ｜ｾ ｈＧｾ 阪 ＧｊＮ 九オイルスティ

ン fl : I: . 一部焼治レ y

1fI/( ，コンクリ ート プ

ロァタh' l

*  祖jJ ［ｪｾ＠ イ上11有友

長 谷 部 朔 郎

後ろに/ 、 '1'の山なみ . 1判は松1中の間 に人:1'1れ

を吋 Ｑ む 仲 ｊ 下 りの ｾｩＨ 勝の政 ｩ 血 Ｓ ＰＰ 円 ， その ｊ 目路際に

は 本の大きな 桜の本がありました。敵地内の

附本を生かし て，なんとかこの 1'1吠の q qζ とリ

込んだ主l! 物を と 号えなから .;'Z，11 をjffi めまし

fこ

竣 1: U: lj :iく ，ちょうと桜の本はその広か勺た

何々 lこ満州の 11 : びらをつけて ， 己の 住いへの 1'1

叫の門をつくってくれました 。

ｦＺＡＢ との，没， ､ はＧＡ・ ￬ ，ｾする 人 のいままでの ｊｉＺＮｪｬ ｾ Ｇ ｃｽＩ

Ij' から生みだした' l : _ ilirl!J1i:を i1'く f l!解してその

祈しいＢ活ＧＯ，ｉＧ ｉ Ｚｮ をとんなに ｾｾｉ ｊ ＼ させて ｩｩ＼ へ古

かと t 、う活しあ t 、の ι かから (i IJ り/1¥されるむの

にと担、います

米凶から肱 1:' . ，てきて . ここの f I人 L な

，ｾ＠ '1とへ ーノふの ｉｾ［ hf， ，ｾ＠ ｾ＠ I して IJ . 仏山県併の -1":';1

1; A  はあ -. て ι ， 己のF宮崎tJ ' 1I 本でのこの ''1.，、

11) ＱＺＮ ＯＱ Ｑ ， に ， コと ｾＩｊＩ .'， 0  ｴ［ｬ 、 ｾＮｪｊＧ ＷＮＮてくれろ ｦ

ろうということに ，'1' ，みを .if: L  ｴＺＮｩｊｾ Ｚｲｾてす

設 計 者 と し て の こ と ば持昌吉 ｅ 当証畠ｾ
白 、

，-.? '，/ . ・

'" 

'
一，

1

4

B

，
P

4

H

 

3. 食

7.  6:  

11 ・l'

I¥l J  

今'

2.  )，'c  

6. (  

10.  

テ

市

ι
川

ス

干3

1. ポ

5. 1  

l:l. .， 

住友商事御影住宅平 面 図

4.  {.  f!' Ｎｾ，＠

8. "1  I イ IJ ( 1  (  

12.  iJ ー ド ー ト
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p

m

n

制

ι

r

・
1

三" 7

i  古口 Ｕｩ￯ ￌｬｾ心 ｩｪｾ Ｎｵ ￯￯ ｦ Ｍ -j l.. . _II _  ＱＱ ー ι ｾ 幽 ｄ

J21 下 屯 f 工 業 株 式 会 11: I: ':j 刷 工 場 新 白1 ・J¥務 所

下 工 場 全 景
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松 ー卜 電 器 産 業 K K 仙 台 営 業 所

78 

所 感 福井 弘明

|叫 Ifl] の」で怠図し た ζ とがJ l i . : J i IC  }[;j 告られて l i く過程Ic l : l eして

いると ，いい賀lれぬ愛 ，rt と，業務 IC対昔るi ' .1i 1を感じます。 これ

が完成され た lI .'i . をの 1!. 1，いはひとしおですが，モE で必ず， ぞ ζ

うすればよかった ミという点を幾っか発比します。

この，Q' :t味で，次の 仕。l'への段階が ，fL.IC は'jirlζ 析しいスタート

であると巴 J識しています。

- 11 にい勺て ，叫 I1 の粁過とともに ，iJ!築のもつJ と会十J.. f" 統刊

の 拠伐 さを i11 り，1，; 111年IC 11 じのよ熟さを知りますが，それだ けに 求

め ｩ リる分 ｾ Ｇｦ も紅、 く ， やり ｱＡ ｭ のある ｦ ｕＧ であ ると 思 っています 。

ｍ ｪｾｻｪ 特 ｬζ ＺｲＺｪｬｊ ｬ ｯＩｾ ｜ｩ ｾｩ ｪ と ， ロ コストという作11えする条刊のも

とに . ｩｬ Ｇ Ｚ＼Ｚ 条 ｾ ｉ とｩｊＡｾ高条 ｦＧ ｬ を制作れ形成して行かねはならぬ場合

七乞く ， 必然 ｦ 内 ｉζ ， ｮＮ ［ｬ ｈ￭ｾｬ ， 也 ｮ 主術なと ｉ ｃＮ r' ，'，' j J1: [O) 旬1. 識と列島下が

， ･ ，Ｇｽｾ とさ ［ＧＱ ま寸 ｵ

' ω |性ーーに . I-I L' 士I'j "t. /J; L .  L  -， /;. 1) よ JJ! ＧＱ を ｛Ｑ ， Ｑ め Ｈ ｾ '7  i{ に

叫占れたち く 心，ＱＧ ＱＡ 胞 に ， 一 ι μｽ 帥 ［Ｑ リ ｬ￺ｩＧ ト ｊｊ ヲｾ J  ｊＯ［ ｾ＠ t 、て ¥[句l で きる

J .  .' ， ，( . . 掛ける っ しり C t 、土寸 ゅ



bl:i 路 山 本 産 業ピノレ

タ[I'j 産 u: 'じゃ11 戸 支 j苫

殖 産 {土 '七 大 阪 支 j苫

/ 〆

/  

1で

〈戸二三

日 近 の 主 な 11 品

問自126i手 引川; ( ，慢中央研究所( 他J . : rl')

1，1，川n; r.聖 J;t 剖i支'，'i( 施1: ，，' )

大1''< シャープ阪先 K K( 泡 1: " ，)

味のよ K K i
i
4! i N} ' { ，! および家

族 喰

tI{l ｾＱＳ Ｕ Ｚ ド 引川 our.重本 1: テレビ u 品

1'. ，'目bコ ー ヒ ー K K _.f，: ./:: 

問続押 ｲ ，，ｾＧｪＧＧ､ ｩ 博賞会斤 ｺｷ 向 Ｑ

IL b(' 1一 命 稲 原u

11日向 '34:，松下Hl (，}! 仙台営業所

ｾＱ 品山本ｩＱｅｙ［ピル

刑 ｾｮ ｬ ｴＧ ｴＺ 何り ' 文Ih

ＧＱＧ 川五， ｈ Ｇ ｾｉ ，Ｇ， 1'{I 

S 代 lije

す い せ ん 者 木 村 精 一

福 井 弘 明

l川和 7年生れ

lu: 終予lぜ tlHRI27年 3 月 策

良県立山型f 1:/.'.¥卒

.，. 1M llH ｾ ＱＲ Ｗ 年 Ｔ Ｎ H  i，'，' 

'M! ! 設味式会社人

H大内支活設計部

ｾｫｬￍ＠ 今I l IC至る
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l 白 ι;:: • ｉ｢ ｾＧＺＺ 本

2.  J週 内 在

3.  1' 1 炊 本

4 エ ト ラ ン ス

ホ - レ

5. i'( PI{ 京

6. フ ロ ン ト

7. f，? ｾｉｊ 可Ｇ

ＸＮ リ ｊ 子ンＧｾｻ

引. 物 品 w

10. (1同 月i

11 洗 Ifll Ij; 

12 脱 大 ャ '

13.  iii :;， 

14. 廊 干

15. (r J+ 

16.  lii iJ ' l ゼ

80 

ｬ 目 白常 ・ ｉｨｾ ＧＷ Ｇｊ［ｻ

2. エ ト ラ ン ス

ホ ー ル

3. フ ロ ン ト

4. 隣 l世 本

5. 熊" " '.;， 

6. li' j  il' l 今J

7. 胸 -f

男 子 宿 泊 部

女 子 宿 泊 部

2 階平面図 1  :  4∞ 

断 面 図 1 :  4∞ 

i失 陥 ユ ス ;J ，A テ ル



淡 路 ユ ー ス ホ ス テ ノ レ

J日 (E J也兵) l j I [I.t 1J jf 1耶 市 淡 町

説 ， ［ ｩｾｐｉＡ 民 ｦｩ
Ｇ
県 ｫ 水位築部長 ｾ築日

縦 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト m2 師寺 μ!

門 主主 4  5  ｾ，＠ 5  5  m"  

WI I削 Hi 3  5  1" S )j - II /l R' 3  6  qc 3  )j 

悩 l  他 ｾｾ＠ 8  111 主II ［ｾ抹式会社

神1'.1殴}J) 保 坂 1: ' f . 徐式会- 11

'，[I ｾｴ＠ l"l /，' i  u'lj 合

1 只 ，j、 自 i 耐 会

主 'f，:"仕 上 外 部 モ ル タ ル 櫛 Ildl 一部コンク

リート fl 勺たままヘキサイト

ぬり

l勾fh; ｊａ ｾ＠ コンクリート本乙てすり

?日i コンクリート、l 阪 U} j

およびタイルl砧

管 モルタルヘキサイト' i ¥: I，t

なし地 11:上およびコンク

リートプロ γ ク化粧

J にJI タイカボード シルパ

ーペイントぬり 一 部タ

イガトーン ビニールペ

イントぬり

堀 照男

IIllfll Z  q' " 

以終 ｾｲＮＱｍ 神戸工業ｬＮＡ ｩ ｬＧｾ 学校 ｴＮｬＡ築科卒

ｾ＠ !唖 兵 ￞ｬｬｙｾ 土木止 ｮ 築部姥築課勤

務

刊品略ｊ，ｾ 兵I<Il Y;ll a'l 珂1・)f 公 1i . 以立小

野(，:lj 等学校' # . 脳科教京，県

立 八l車 両 等 学 校 家 経 科 教

室 ，県立主臣路点尚士事下校体

育館 ｉｾ 講堂 ， 県立西協商等

学校家匝w教引，共同t県 婦

人会白1. 県立淡路白学校司f

宿舎，兵五1m公 合c:課長級) ，

共同t県成徳学閥，淡路ユー

スホステル，県立篠山腿来

高等学校( 飽 1 中) ，県 立 佐

m高等学校関占的( 路工 中)

2辛

す い せ ん の こ と ば 光 安 義 光

射さんは主泌を与えられると ， それを取り巻

くJ#l HJ 胞を少しでも ，1列Iw. Iζ し， その中での止n

5匹刊を磁立 しようと努めているように，1J. t ぅ。 ζ

うして蛇! l Wした明1111が，庶民の動きと感tNの2主

流で 柑エキサイトするよ うに ゐ 引 L ， (j Jlll 

f内. 合 W"J ， 心践的な 殺 を 願 って い る こ と

は . ＨｬＭｦＧ ｉ Ｍ ｲｾＺＱ の ￮ｾ 杉け阿のみを泊して ｢ 認め 与 れ

る ('il 、(1(，10 1.よ I. l ! 築主 です。

淡 路 ユ ー ス ホ ス テ ル に つ い て
堀 照 男

瀬ド内海同立公闘の - i 1j/ C 位置したt . l ! ; 立地は ，波l砕かな福山湾の hl 観を眼下 IC，1畠く鳴門海

自主の ［Ｇｾ ｬ 滑 ｬ をヲ Ｑ む海抜 ＲＰ ｭ の丘 上 ｊｃ あり，ユースホステルＩｩｬｬ動 のー拠点として ， 必まれたｊＧ［Ａ境 ｬζ

ある。

JI 匝!iにさいしては ，) i l l 始省から示されているユースホステルt . l ! 築地準K よる持室をうえられ

た不，EJ!' ，階段状の敵地のなか IC ，問辺の向然環境との調和を保ちながら ， できるだけよ出 IC

まとめようとし た。一一 別会引， 食'i;t . ! ;{J 遊歩t砧， 円炊官なとの A Jl H車を ，}I .jjlNの l:e色への

鉱がりをもっ IJH般的な場と する ζ とを 前提とし ， リJ r およびk n i l泊主と己れに附随する 1丹

羽 ， 脱氏。五 ， 洗 ｦｦｩｩ 所などの ｴ 拍車を Ｎ ｉｬｪｪ るく部 ￆｾｾ 、た ， しかも一応のプラ イパ シーを 保 てる ， と

ちらかといえば閉鎖的な場として捉え， 五l瑚 ・待合 ・管理主 ・交 付 ・使 所 な どの中間的なも の

を，集会京や宿泊室が tlI入の人述 IC よってわすらわされないよう両者の 中IHl IC挟み，これらの 4

つのプロノタ ICよって 3 ー ス ホ ス テ ル 心 、うひとつの総合体が生みだ されるも のとして一一。
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能 勢カン トリー クラフ

クラブ ハクス

191 (c 氾 大 | 冗 1(1 徒 勢 ωｲｾ＠ I.l} 

，l'}: ，i! ;':;': 1' ; ' 佳 日匹 。1'): ，， 1  '1'  ｦｾ＠ ，両

日 1: 不 二 0! .!'t 11' 式 会 1:

脱 税 木 造- t : i コンクリート プロァ ク込 2

日専処，延220'4'

，: ml  "il 自IZ5 f!'. 6 )1 - 川 和 Z5 :1'. 10 )j 

(1:  1ニ促'!J5 外虫 色モルタ ルヤキオトシ， 一部

ピーリングオイ J レスティン

'.，' H! Jミ尺 lH dF. オイルペンキ ，

一 ［ｾ ［ｉ 空Ｇ， Ｇ ＡｉＡ Ｎ ｉｉ



松 村 健 次

ペゾ1' ) 111 111!AI 8 11' 4  JJ 1811 '1 

ＱｩｈＮ 手 ｩｾｊｾｾ 叫 ｪＧ ｦＭ Ｑ Ｑｉ ＱＢＢ ｾ， ￇＺｩ ＧＺＧ￮Ｂ Ｇ＿ｗ ＱＧ＠

1' 1  11，¥'  ＱＱＱ Ａｦｾ＠ 127イl 渡辺fim領、 li務

}罰則J務

111! A1291f  11，下刈UI! ，! 吐川市

務所勤務

111ITl13l11' ほ行t I ! 築J'tJI"JI

主なる| 明係作品

務所 ｦｬｈｊｾ と Ｑ ，［ｊ｡与

に 勤 務 現 在 に

i: る

利円 Ｂ ｊＺｾＪ社 ， 山水 ｾｉＺ ピ ル ， クラブ

つるのす，能勢力ン トリ ーテラプハ

ウス ， 五Ｈ伺 ｩ ゴルフ場内加 ｩｾ コース ・

クラブハウス ，ｊ ｴＺ ￭ む公ｦＭ ｮ 三のＮ Ｏ［ｾアパ

ー ト( 設計 巾)

す い せ ん の こ と ば 彦 谷 邦一

Ｇ ＱＱ 務所制 ｊｾ 以来 ￬ｌ ‘のよさ 協 Ｉｊ ｉＧｩとして Ｇ［［ｾＧｬζｦｬｬ

械的に働いて くれた一人です。感1主的 1Cす ぐれ

ている山 . ll !築(Y;; 古If>の杷似の滴僚なとと . hl

近あまり 1::1姻にされない E とですが閃而が逮円

で J，I.l 、こと。官、I土彼の将米を 眠引している 。

E生 計 者 の こ と ば 総 村 健 次

11・ii ¥". 1: ＧｦｩＢ ｉｾ の制約や ， t，Yi;J'i I: の制約，法規

の制約，さらに LJijl の制 約 ( <: れはおのずから

.!'t ，.tJij lflif の制約) と 制約づくめの f' i111C悩んで

いる円にと今て . t l ; ) くな吊lil i.i li ，hi ゃ， 悦々し

く. ) i : U1! なまでにも H ちこまれたコンずリー ト

の11 政 l . 桁11品な .1trrのもとに l配め 乙ま れたプ

レキ十ストコンク リー ト， ロンシ十ン/ 9 ( にそり

必勺た冶If，1内な k: IH. ガラスとステンレスの見

Jiな光の羽白 lをみせるカーテン ， ウオール

･ ｴ ｣ の‘ ｈｦｬｩｬＱＺ ｊ にもワ Ｇｾ ｬ ｡ｊ Ｈ ｉＧ Ｚｬ ｉ ｃ もゆとりのある魅Ｉｊ

あふれる 一人t I ! 壌をみるとき ， も分iι 羨引を禦じ

l!) ません1 が，その l ' λ: なまでに大きいコ

ンク '1 ー トt l 政1"1や，低く¥' f . "I : "j るJ，:ポの ' "に

) j y ( 付、とそひえたつ人 Ij た ( それは .H-IJ! 附代の城

ＧＱＱＱ を 思 わせるＩ申 Ｎ 峨 Ｉｊ ｬＧ ｩ ，ｪＮＺ 卜 の Ａ ｦ￬ｉｾを 極 的た

従 ｬ ｬ ｾＧ な ピル ･ｴ｣ をはるときいささかの 沢， ，，しを

時じま寸。

そん な近 代位指 Ir，の 'i' で に熟 なJ史的円の ー人

として経済件1C. ｾ ｉ 会 ｩ Ｇ ｈ ζ ｜ ＷＮ制したケレンやハ

y タ リ山ない主 11'( なも のを ， そして よ付の b つ

u，や ， ド" ωr< l : < に触れなか心その l込さをー

つづ勺梓排 L . 学んて喝さたいと思います。

口 ， r  

口i

、、

，_ l!" & : ; 仏軍

ハ ル 1 ニ ー

2 階

④ 

。 ，.

"""'=-=・ー

能 勢力ントリーウラプ

ヴラプハウス平面図
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1. 玄 関 ホ ー ル

2.  1 1 ' $ 千

3.  'I l 会 前

4.  ＧＱ｜Ｎ｛ 十汗ｊＤＮ，Ａ，ｾＧＧＧＧ［ｻ

5 ボ イ ラ - '..r;{ 

6 脱 火 剤 1

7. m ._..;{ 

l 階 平 面 図

8. } ，" 事( A  

9.  ) ，耳常 B

10.  'I'i' PH 本

11. 'I'i' PH 1;' ; 介

14 台 所

15 池 ( 匝t !i:t1) 

山 出 辺 独 身 省 住 民 7 弓飴

所 rι 地大内i I i 1'.; ｦｩｾ＠ 'f- I2<: (f. ，';川r 1980- 2  

・;'t.lI'I'i' PI! 11 本 1t ' 1 : : 公 開 六 円 支 所

ｈ も処ｾ白 ｆ 務 所

指 コ 不 動 i J ) Ｂを除式会ｾＺＺ

則 l提 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泊 5 P.寺住 . ｴｲｾＧ［ｾ＠ 1  

日時 一部公 J 色村;' 1'.'託生担

Ii' ;¥'( i J )築ikilll ｾ＠ 7  O.  0  3  m
2  

延 It: lflilll 4， 0  4  9.  9  2  m"  

(甘 l ，l!Il) 3， 8  1  3. 2 9 m"  

( 公共1! I i ) 2  3  6. 6  3  m"  

JYI 1I(l ｾｉ＠ 3  4  q' 4  J  J  - 1I{{fH  3  5  f，' 1  J  J  

段 計 者 の こ と ば 宮 崎 八 郎

iJ)，認すKのJ 1H念: がすべてを主配することは、V
1
ｾｾ，＠

であるが，つねに H1M' j ，社会的，終 i持(I'j その

他 いろいろの i話料; を受ける。事くの. ; ; : ，，，を合む

i J ) 夜はその( ; . を々 fiil' i する ζ となく ，よい lI :i λ

f;! l苛を倒りださねばならない。

乙 ζ I c H出げた」、たつの竹，ll，のひとつは小別問

なlヨIJU! のーt( 訓に 1]' 心佃，;'1の公共同1をもっ州 111

辺 l NJ-汗 (t tくであり f也のひとつは剤，.[・ IC ＱＱｾ 何 Ｇｊ ｏＩ

d として rilli 川されただ持I' tii'も:1付i 1' " じである

いずれも人 111]' 1:.l ，fj の恨み; に結びっく住を対的:

とした主s' 吾で ，，;'t.. 1にさいし事於にわたる条 fl

を錠/ 1 ¥され，かつ' *られたi . " 1 I 111ζ 快い 11: 日の均

を '1 むE とを前提とし ， 合との時1111内に ，'l' U内

に b 満足なものを制り 11¥すへく lit ，' 干の努 )j をし

たつもりである 。

li 日丹 ICは主! の il} '肝として池を配l ，. ，慣例のあ

る公共闘は住民白人々に愛され . ql ，(.， iil として

の役; 明を五分" としている 。

AI 桝( t ' t である iをI' i は lも;n:; Ｈ｜ｾＧｊ￭ 務不〉と

ＨｊＧＩ，Ｇ，［Ｎ｜ｬとの問 ｦ 配およびｾＧｬｉｊ線の完全分織を必官と

l，. ，む庇 . t'tj 白，，， 'l j闘の|咽 ili を 1' r . 処する E とに

心がけた 。遊戯官，; ' ! を合む1 ] 1低は ，明地 i ζ iどま

れ f; い市街地Wt 白i唯一の広助として刊しまれ

ている

品i 1 より池のあるに聞をみる



日目 ｾＱ Ｘ Ｑ ド Ｔ }j l  n' 1二

lij{ 和3111 比n.o: Y ! 大学姐寝科翼手i 'i

lij{ 和32(1 凶i J l 壊。" 務所入所 !lI.{i，

に預る

ｉｾ ［ Ｂｉ 山 ・ ￶ 阪某判ＱＧｦ世 ｕＧｦｬ
!JI ，'illl ，li ¥'T.' ;:般病FFE

ｩ 叫 ｉｬ ｬ ｩｭｾｬ 身 ｭｬ ｬ＾ Ｈ 7  rj 阿!

天 TI' 1'Ii施，: Ut住't;

某 .1: 外 米 rni 'j il' l所

宮 崎 君 を す い せ ん す る

徳 永 正 三

池端正の タイ プ に い ろ い ろ の 引 が あ る と !ι

つ。

，:; .: 附刊はどち らかというと ，ずぱ勺と - 乍'，(いtに

ζ  

寸す一ベてをi決k，泌i己: し て 丸l

タイプてな しiにこ ' じ勺くりとひとつの，i UI にと

りくんて ， くりかえしくりかえし斜‘ り に ね ?

で . ひとつの江川をし 丹 くりとまとめるといっ

λ 任 い い特性をも η ており Ｎ これが判的 Ｑ｜ のｾｾ
ＱＮＮｾＱ ｻＺＺＱυ 〉む υ 〉と， ｉｾ ｉ 今

日

り

し

か

く
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う
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己

と

1

天 神 橋 施 設 付 住 宅

所 z直在t正; 1地也 J大、 P限{ ，市li '1紅f ｾ区疋 f釣1 鍬 町 2  一3 6  

" 川1

f4附4" Ｎ叫他ｾ
完積距

唱liも f筋指 }附
ゆ肋r  

出
1仁: 株 式 会4引1: i'竹r 内l' -1仁- 務 M山

2  

一 慎 鉄 州 筋 コ ン ク リ 一 ト.i i治，古4 地下 l 附

地1-. 8隣 市 民l 2 !1l者

吋 状
維 築 附 1. 0  2  1. 3 8

m

"  

感11' 1制約 7， 1  1  7， 1 1 mコ

句点制 地下 l 隣~地上 3 防

3， 0  6  5， 8 8  m"  

1以片部 地 1-. 4  f1/i - 地J:. 8際

4， 0  5  L  2 3 m

2  

ｊｾｉ＠ lij{ 和 34 0・4 !1 - 附 和 35 !f 6 !1

上 件 下 司
下 中 彪
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山 1:製鉄広州11健 J.J t似|倹 組合

体 育 館

所 在 地 姫 路 市 広 畑 区 小 松 町

投 計 施 工 株 式 会 担 竹 中 :1 務 lJI 

hr . 造純枝鉄筋コンクリート; ; ' j _ .t.¥I" ，什鉄筋

コンクリート［ｾ Ji{ttt 鉄竹治

平家主II および 3 師寺池 一部地l桝f.t

扇 町i 地 隣 1  6  5.  0  0  0  m"  

l 隣 4，2  2  1. 6  8  2  01
0  

2 階 1 7  4. 4  9  6  m"  

客席隣 6  6  7.  2  7  2  m"  

3 隣 1 7  9. 8 5 8  m ロ

延雨的 5， 4  0  8.  3  0  8  m"  

1 ・ WJ W，H1135年 2 月 1 11 - 35{1' 9  )123 11 

段 計 者 の こ と ば 米 井 顕一

ＳＳ ｴｲＮ ＱＰ 月 ， 訂 ｦｩ ｬｩｪｬι 柑があり ， 、川 ｉＺｾ 合的て Ｔ

判の綬椛設計が li なわれましたが，辛いにも打:

ｭ され ， 計間 ＿ｾｉ ｃＩ Ｂｉ 、て Ｓ Ｔ 均一 ＱＰ Ｉ｝ より災施，ｬＧ ｺＢ 1  

ｉ ｲＮｾＨ手したものです。

広却! といえば必ず市 1: 製鉄を: ¥1. ¥1、111す ほ ど

で ， 経済 ＨＱ ＧＱＱ ＼Ｚ も 判 会 Ｈｉ Ｇ［ｉ ｃ も 市ｉＧＡｾ なつながりがあ

ります。というより μ、畑別鉄所 i!t WLl の11:.11月そ

のものが広畑地区の生活かも旬lれません。 七勺

とも広情地区は . /:11  ，，; ，;1. ｉｬＧｪ によりｩ￁ ｬ 山 ｩ ｾ れ ， ，， 1  

州道路が末完成のまま，じっていますが，{U，'i 伺i

jfi としての司!!sは111発したばかりで，近い将米

にその発 ｬ 民を ｊｾｊ 侍される ｩ 也械です 。 従って従 ｹｾ

H ならびにその" i i . 侠の }j たちのη' 1 脳，!'t にとと

まらず. mのセンターとしての tl 怖をも 作たは

ければならないでしょう 。

既 J生野球均とともに ←j生の I' f. 生胞J世を桃山し

ますが通常のl 1:ft 町{ ではなく 一一 11: fi JJI として

のNl月I1立は全 体の30もl立 もっと広く ，あら

ゆる符Wi の明会が "1能なるごとく叫ボされまし

たが， そのため可ｴＺＮＱｉ ＱＱ の ＱＺＺ｝ 幽 ， 生ｾｩＧｩＡ ＱＱ 、の Ｑ ｩ｜ Ｑ 地 ，

観壬Ｚ出線の問題 ， ステージの ｉＺＺｉｾ 自 ， ｦｦ｡ 押の ＱＺＺＱ 町Ａ

なと倒反する要点白羽幌 i ζγ 目心しました 。

ｾ， ｕ 々と械に長くひろかる ｬ 均 ｾｾｉｃ ' {l i : .、して.

5 1'1/[;; の部下傘司'1，.'， ｾＮ ｾ＠ Ｔｾ 阪と， .1 放コンクリ

トおよひ晴、レンガの I，t : で) J 強さそ 1<)]1. しま し

た

J点'ki叫4、プ一Jルレの4存ト岬府』スクンド bか、て占れ{ はよι.バ|ド川附州"川'j (札t  

〉じωb成t します均が、" この

しての慣{ 能車を 7 Jルレに党F刊仰1I して，いつまでも愛さ

れる ζ とを祈っております。



米弁 顕一

生年 )"]n 大正14年 3 J 131  n  

五t終学肢 肝II主126年 3 fI j;( 郎大下一仁

乍開 ｉ ｩｪＡ気軽下 ｈ 辛ｾ

1.¥モ 附和26年 4 )"] 妹式会制竹

< 1 ' 工務山人相設計部勤務投

，tJ且、"1

f作i ι

有和lt魚鳥旧:1工l仁: ｾ官 ｾｲ 円作Ｂ式会社相ｩｉ山ｉ｜ ｦ ｬＺｊＺ上 Ｑ汁 ｉ 今 場 Ｑ祈可犠

ユ工.、サポli ，小坂俺Ｑ［織険 Ｍ Ｐ ＱＮＱ官 ｩｾ 寝 ＱＺＧｉＧ Ｎ

旭織物梓式会社撚宅 J : 1当祈築工}Ji .

111端 i円治綜式会社新雫. 1:'1' . 111辺別

部株式会社本判 '1; 務所有?司¥1. ". ' 1¥，釘i

ケ ｩｾＺＧ 紡 ｍ 抹式会ＭＱ Ｑ 本引 ＧＱ ￭Ｑ育所増築 ｪ

'1' ，判 nl 苛ur. w歌山文) ，.Jl 苛雫工事. 近

俊 11 野ヂーゼル抹式会社新築工 '11，

呉羽紡払飽ｍｩｃｴＧ険制 ｬ ￭Ｇｴ Ｑｾ ｦＮｩ月クレハ

j Ej 野築工 '1' ，松下n! ; >，¥l PU' i 株式会剖

ラジオ司i・1>f:> ラジオ 3 ・1品1寄稿工 '1>

す い せ ん の こ と は 小川 正

米 J Ht l i 山が9f きだ。 tll の好きな人i主は必ず

とい っていいしんの強古 ， それから協調性を強

くそなえた人述である。烈しい 11然の ) }IC対打L

して山を ｉ ， ｅ Ｉｊｾするための和 ｩ 梢な 日 Ｑ uhi .  iJ む:)} ，

行動判 ，そして強い協働の紛宇1' ，乙れらが彼の

わずかな玲計の経過の中 IC次第に/ 11てきている

よう IC思う。弘どものファームでは. ( ; 1 ¥めて優秀

なデザイナーよりも jf; :MIC ｊｉｾ 礎をつくってとも

iζ ー少々々前進するt 119J のようなしんの強い人

をより Ｔ ・ＱＡＮｾとするからである。
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Ai nu Memor i al  Hall 

大 阪 大 学

f曽 弁 腹 一

近 畿

各 大 学 ・ 工 高

卒 業 設 計

コ ン ク ー ル

入 選 作

弓111111111111111111111111111111111111111111111111111111

一日一

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ 京都ｾ Ｚ ｾＥ 繊維 大＿ 角 亨

六 甲山 麓コミュニ テ ィと

その教育施設
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|工 高|

文

市

化
メλ

コミ

大阪市立ユ: 主主尚校

山 田 恒 也

庁

大阪市立部品工高

村 沢 藤 四 郎

館

4益

ス ホ ス テ ノ レ

大阪府立今何工高

( 定時制〕

中 原 寛 一

占i11 Tl i  K . 建つ

文 化 ク ラ ブ セ ン タ ー

ス阪府立西野田工高

浜 崎 彰

近 代 美 術 館

大阪市立1市砧ユ; 点

丸 木 { 言 動

高 層 ア パ

大阪府立西野口l工高

犬 伏 孝 文
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読 売 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス

所 在 地 内 ':;( jfi 名 指

<l!築fkifli 3. 4  9  6， 6  m"  

延 fftf W 5.  6  8  3， 5  m"  

mj J ] 規校 鉄筋コンクリートおよひ鋭、1' ，泊

竣 L n  昭和 ｾ 6  1]: 

設計 ・施工 大 成 建 設 株 式 会 社

ltt 近 竣 工 し た 哲i <l ! 策
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正 而 が 新 築 工 場

松 下 電 子 高 槻 北 工 場

後 光 灯 製 造 工 場 内 m)

段 計 日 建 股 針 工 務 株 式 会 社

所 在 地 刈槻1 I i 凶 五 j '，fl  

敬地而f l ' l 5  2， 8  7  9. 5  7  m"  

ｾ築面積 1  1， 7  1  4. 8  1  m"  

廷 面 積 1  6， 3  3  9.  3 5 m"  

構造規模 二階姥一部地階，鉄筋 コン

クリ ー ト ､ｩ 一部鉄 Ｑ［ ｾ

綾 工 打 附 Hl 3  6 年 4 Jl 3 0 n

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 広

i詰 近 竣 」 し た 前 i.l! '荘
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.  

広 島

グ、

フ ン ド ホ ア ノレ

段 計 広 島グランドホテル建股準備委員会

清 水 建 段 K K 股 計 部

所: ( E j也 広 山 市 八 丁 剃 ニ 岳 地

敷地面倒 2. 3 2  5. 8  m"  

J l ! 築而 fll 1. 4  2  8. 5  0  m"  

延 函 有i 8. 4  7  8. 6  2  m"  

ty/.; 古規模 鉄 ＱＧｴ 鉄筋コンクリー卜浩 Ｘ 防止ｾ

竣 工 11 ｉｉ ｉｩ羽 Ｑ ＳＷ ｾ ＧｩＧ Ｕ ｮ

施 工 清 水 建 設 K K 広 島 支 庖

Ii1: 近 唆 工 予 足 の 新 J l ! 築
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在日留学生と若い建築家の交歓会をおえで

昭和36年 3月10日 ( 金) Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 於 本館集会室

留学生 フォアー ド・アシュア< アラブ連合> ・富松季男< ブラ ジル>

ヱレナ・カルロス< ブラジル> ・

企 画 若い会員の集い小委員会 :

外 若 い 会 員 20 名

松村慶三 ・ 滝本安規・ 清水民 雄 ・ 坂内幾男 ・ 橋長忠雄

I は じ め に

木年 3 月10 日行われたミ在日摺学生と若い建築家の交

歓会ミの模様をまとめるようにといわれて，銀をとった

のであるが，会そのものは時間も制限されていたし，言

書Eの障碍もあって，乙の会の主旨なり，術学生諸君の窓

志が徹底しないきらいがあったので. 皆様により多く理

解して頂くため，少々廻りくどくなるが，そもそものい

きさつからど説明する乙とにした。

昨年 6 月lζ 集めた三若い会員の集いミの迩iぎについ

てのアンケート l乙もとづいて，外人建築家との交歓の会

を企画する ζ とになった。そ乙で，まづ誰を呼ぶかでい

ろいろと討議した結果，若い会員と同じ， generot i on で

あること ，通訳がいらない乙と，開催日時が比較的自由

になる乙と，等の条件 l乙 mot ch するものとして浮びあが

ってきたのが，関西在留の外人留学生であった。

E 準 備

各委員が利用できるあらゆる手蔓をたよって探し求め

た結果 2 月のはじめには，ブラジル 2 。アラブ述必

1 。香港 2 。の留学生 5 氏が決定した。そ乙で今度は，

当日の話の内容を決めなければならない。清水委員とお

茶を飲みながら考えた。各国のR I ! ー築雑誌を見ていると，

北欧には北欧，フランス lζ はフランス，米国には米国と

いったような所謂《・ 田・・・・ らしさ》というものが感じられ

るように，われわれのてがけている建築の中にも地域的

な Chorocteri st に があるだろうか。もしあるとしたらど

うゅうと乙ろに感じとられるのだろうか，という疑問に

対して留学生は案外よい答えを出してくれるかもしれな

い。そこで t heme を次のように決定した。

ミEI 本建築および，造型一般の特異性- Pecul ior ity と将

来性- Possi bi l ityミ

ど乙』ζ 日本らしさ がある か。

ど乙が良く ，ど乙が悪いか。

そうしてどうあるべきか。

3 月 4 日午後二人で関学生諸君との下打合せにでかけ

fこ。大遠忌で脹れ上 った京都の街を縫うように走って行

く l oxi の中で約束の時間を気にしながら，未だ見ぬ儒

学生諸君の顔等を想像していた。京大建築科教室に若い

てみると ，楓爽たる好男子，ブ ラジ J レの宮松氏が微笑み

なが ら待っ ていた。教室で出席依頼状を示しながら当日

の打合せをすませた後，学生談話室でいろいろとブラジ

ルの事情を聞いてみた。

土木技術者から分化した建築家の地位が向上した話。

美観上十数階程度に制限された低層ビ J レ? がたちなら

ぴ，各地域ごとに 中央広場や小学校があって子供述は大

通を渡らずに通学ができ ，自家用車が普及しているので

市街屯車のいらないプラジリヤは，実施のやりかたとし

ては問題があるが，都市そのものとしてはとれほど理想

的なものは他に無いであろうという話。アパートは居

間，台所，パス付便所 lζ 2 寝室が最低規準である話。

部屋という部屋はすべて外気に面していなければならな

い乙とが. 建築法規で決められているので，気候がよい

ブラシ) レでは空気調節の設備がほとんどいらないという

話ーから， r洗潔犀を見たら日本人と思えJ といわれて

いたのが，最近は日系市民が政治，経済の方面にも活躍

しだしたし若い日系建築家も，乙れからどんどん伸び

て くるだろうという話へと話題が進むにつれて，今日の

ブラジ J レが想像を上廻る文化国家である乙とが分ったの

と同時に. 白紙! こ絵をかくような仕事ができるお国柄が

羨ましく思えた。

ブラジルの話ーに陶酔しすぎたわれわれを乗せて toxi

は高野川沿いに洛北の静けさを破りつつ突走った。

京都工大の門の前に立っ ている焦茶の紳士 lζ 目星をつ

けて挨拶をしたら， rソウ，フォア ード ・アシュアー，

ワタシアナタ ヲ 7 ッテ 7 ス。 』

早:iili近 くのl喫茶庖に入 って， 乙の日 2 杯自のコーヒを

畷りながら会の主旨を説明する。と乙ろが懇い予! 惑が当

ってーハタと困り入ってしまっ

た。口木語が分りにくいのであ

る。そ乙でわれわれは片言の英

語を交え，必死になって説明し
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Tこ。両手が大いに役立った乙とはいうまでも ない。 全身

乙れ汗みどろの体当り話法で，どうやら理解してもらえ

たと分った時は本当にほっとした。そ乙で，双方共気が

楽になり，彼d1l得の芸術論が述べられだした。

自分が苦心 して集めた日本の織物図案の中には残念な

がら口木らしいものが， ひとつも ない。また自分はソ ニ

ーの tape- recorder を持っ ているが，その des ign の中te

も口木らしさはなし、。 ミS ONYミとf! ;:いであるが何故日

木の字で舎かないのか。 隅の方に小 さく made in J apan 

とt!] :いであるだけで，それを見のがせば，ど乙の国の製

品としても適用する。ソ ニー のように秀れたものはもっ

と日木というものを誇らしく出すべきではないか。とい

うよう な意味の乙とを述べた後，われわれに自 分の下宿

にくるようにと誘った。

下鴨の梅ノ 木荘が彼の下宿であった。 木造 barrack 2  

階建の極くありきたりの学生察である。彼の部屋は狭い

折れｾｉｩり階段をのぼりきった最初の凶帖半であった。そ

の中!e招き入れられたわれわれは，室内に染み付いてい

る3毛織な臭気と，左足を立膝して坐る彼の安! こ. エジプ

ト人と対面しているんだなという実感を覚えさせられ

た。彼は自作の織物図案を次々と見せて くれた。その

moti f といい，その色彩といい， 百Ifi!ζ われわれ とは異質

なものであった。大きく象徴的にえがかれた女性の目。

鮮やかな原色の配色は. modern な感覚の中fe，矢張り伝

統的なエジプ 卜模様の base を持っているようであった。

われわれは彼が， NH K のテレビにでたH寺の話をし終

ったのを機会 lζ 退去する乙とにした。

交歓会当日の正午，われわれは会場整備のため集まる

乙とになっていた。国際的な mood をだすために，大世

界地図を壁 ! e貼り付けたり ，机の配置やら，座席の位 i置

を決めたりでー俊 !e 2 時間もかかってしまった。

lU席者の nome- cord を配置し終って準備は全て完了

した。

sl 本 番

交歓会は清水委員の司会で始まった。

「と若い会員の集いミの活動は，若い会員を対象とし

て， 他の group ではゃれない乙とを企画して，協会の新

しい発展 lζ 寄与する乙とを目的としている。今日は関西

在留の留学生諸君を招いて，外から見た日本という乙と

で，!i1¥mまたは工芸一般について考えてみたし、o t heme 

はミ U木建築およひ' 造型一般の特異性と将来性ミと大上

段lζ 振りかぶった，難しい問題のようであるが，裂する

に，どんな点 ( e U木らしさがあるか，どんな点がよい

か，乙れから将来どうゅう風に {ljI ばしていけばよいかに

ついて考えてほ しい。 J

それから出席者の簡単な紹介がすんで， 自己紹介lこ入
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っfこ。

一留 学 生 の 横 顔一

先づフ ォアード氏 『私はフ ォアー

ド・アシュアー。エジプ トヵ、らきま

した。 現在京都工芸繊維大学Iζ 罰学

中です。 2 年前に白木へき て， 東京

外大で半年間 口木語を勉強しま し

た。 口本にくる前は，カ イロ大学を2 f . 業 して C oll ege of 

appl i ed  art のassi stant teacher をしていま した。帰国後は

teacher になります。私白木にきたとき，織物 design 勉

強する積りでした。大学での desi gn の単位スゴく悪い。

織物機械の単位非常によい。 私機械あま り好きでないが

シカタ な く勉強していま す。

白木 lζ 来た理由はホン トの話，カ イロ大学卒業した時

フランスに行く乙とになってましたが，フランスをはじ

め， ヨーロッパの国には，エ ジプ ト人タクサン南学して

いるのであま り珍 しくないネ。 口木は子供の時から好 き

だったから口木へ来ました』と愛矯たっぷりの 日本語で

のべた。

次 !e 富松氏 『自分は現在京都大学

の福山，増田両研究室にいる。ブ ラ

ジJ レ生れの二世で田舎で生れ，田舎

で育 った。 中等科を卒業してサ ンパ

ウロlζ でた。 7 年間電気の勉強を し

. て，電気関係の設計事務所で働いていた。それから大学

lこ入っ て建築の勉強をした。以前から文化巡ill i J をやっ て

いたので，その関係で領事館からぜひ日木 lζ 行くように

といわれ，自 分 も行っ て見たいと思っ ていたので日本!こ

くる乙とになった。もうあと一年白木にいる予定だ。』

と流暢な日本語で挨拶した。

最後に エレナさん『私の日本語 ト

テモ悪いですから。 現在京都大学増

田研究室にいるブ ラジソレの関学生で

す。 サンパロウの大学をでま した。

キ ヨネンの五月日本 lζ 来ました。日

本 lζ 来る前は 2 年間フイ リップスの会社で働いていまし

た。来年 4 月カエ リます。ブラジルでチイサ イ会社っく

ります。日本の建築はタイヘン好きです。』

それから会員の出席者は， 官公庁， 学校， 設計事務

所，建設業者，等から若く て有能な 建築家が: mっ てい

る。 なお香港の 2 人は都合が慈く欠席した旨の説明があ

ったのち，各人の 10分間程度の speech が始まった。

一 日 本 ら し く な い 日 本一

先づフ ォアード氏は，自分は口木 !e来たとき ，羽田か

ら東京lこ入った。東京の街は見たが日木的でない。銀座

を歩いてもそ乙には Europe style しか見出せなし、。寺院



の建物だけが日本的である。京都はほとんど円本的であ

る。日本の現代建築は全部西洋の i mi tot i on である。日

本の織物は功Ｚ聞なので随分ｾめているが，殊んどが，外

国の図案と閉じである。繊維類では風呂敷だけが日本的

である。色彩については，原色の bl ue だとか赤だとか

は日本的だと思えない。たとえば，煙草のミみど りミの

case の色は日本 (Y; J でない。乙れはむしろエジプトの空の

色であり，ナイ J レの71 < の色である。と云うような事を

述べた。

彼は彼が期待していた日本 らしさ というものが，現代

建築並びに工芸一般の中に見出せなかった乙とを不満 lζ

思ったのであろう。すなわちわれわれが，スフインクス

とピラミッドを背影 ｋｾ 純正が立っているという よう な風

去にエジプ 卜らしさを感じるといったな味での LI 本的と

いう言葉の先入観が満足されなかった所 1<::' ，彼をして，

東京の街は日本的でないといわしめた原因があったよ

うである。しかし彼 K 日本の現代建築が全て西洋の段倣

であると極言された乙とはいろいろな反論はあるにして

も，流行を追いたがる日本人の慈癖をついた外人の言葉

として一応受取るべきではないだろう か。

原色が日本的でないというの

は，日本の自然がエジプトのそ

れに比較して del i 印 c y な色彩

に満ちているという乙とから飛

躍した Supe川 町。l な考え方だ

と思う。

般に色というものは，それ

等が使われている Combi not i on 

の調和において論ぜられるもので，ー色だ11l &出して云

々する乙とはどうかと思う。われわれ日本人は伝統的に

色彩について繊細な! 各党の持ち主であるのでむしろ乙ち

らから Prof ound なものを教えてやりた くさえ思えた。

一素 朴 な 美 し さ一

次にエレナさんは自分は日本の建築を研究するため K

日本にやって来たのであるが，まず日本語を勉強しなけ

ればならなかったので，建築の方は主に見て歩くｾｪＺだけ

しかできなかった。京者sや奈良等で古いのか ら新しいの

までいろいろの建物を見学したが，古い建物はとても奇

麗で面白いものであった令 とくに田舎の家は非常に印象

深かかった。国舎の家を見ていると，正直というか，誤

l道化しがなくとても索朴であり，そうゅう所 1<::' IJ 本 らし

さを感じる。

方近代の建物は，アメリカやヨーロツパと閉じ style

であり，また無理にひねったりした所が自について，日

本的な索直さが見出せない。というような怒りミの事をい

っTこ。

彼女はJ;;J. 村の民家会通じて Obe dient で nOl ve な美し

さを体験し，そ乙 l乙日本らしさ

を発見したのであろう。それは

応領けるのであるが，近代建

築の中』ζ も素朴な美しEさを持つ

たものがある乙とを知ってほしかった。

最後 lζ 官松氏は日本主J ! 築の特異性という乙とである

が，近代ｩｉＡｾではそういうものがあるとはいえないので

はなし、カ3。

住宅とか寺院 lζ は各々の国の特色が出てくるだろう

が，ビ J レi I ! き誌になると，日本的とかアメリ力的というよ

うな事を云々する余地が残されていないのではないか，

住宅建築の場合では木造であれば，木材の特性をそのま

ま生かして使用する や り方は，日本Ht!持の下法で，アメ

リカでも最近は乙の手法を日本から学んでいる現状であ

る。材料をそのまま生かして使うというのが，本当のｦＡｾ

l床でのu*的といえるのではないか。

ー ブラ ジ ル の 建 築 家一

次に建築家の立場について述べると，建築家は日本と

悶じく，ブラジノレでもあま杓社会的地位は認められてい

なかった。高い設計料を払って，建築家 lζ 設計を依頼す

る乙とが無駄な乙とのように一般では; 思われていた。サ

ンパウロのような大都市では，設計を正I l 築家に依頼する

事もあるが，地方では大低，土木技師にま かせる。 小さ

い住宅では大工の棟梁にやらすというよう な有線であっ

た。と乙ろが最近は建築家の地位というものがかな灼良

くなってきた。建築家は一種の芸術家であると一般に認

められるようになった。以前は建築技師とよんでいたの

が1948年以降，建築師と呼ばれるようになった。残築事

務所でも建築師が新らしく採用されるときは，本人の希

望によって給料が決められる。また一日の勤務時間も建

築師の場合はきめられていない。設計の期限についても

あま り乙だわる必要がない，一応の期 限は定めてある

が，半月 や 1 ヶ月は伸びても文句はいわれなし、。そのか

わり一旦工事が着手されたら，最後まで全責任を負う。

乙のようにいままで建物の表面のみを飾りたてる乙とし

かやら なかった建築技師が，建築そのものをつ くり出す

建築飾という芸術家へと成長しつつあると述べた。

一建 築 の 地 方 性一

近代 ｭｾ 特 ｬ ζ 機能に重点を ｩ 泣いたピノレ建築にあって

は、個性はないというのは確かにひとつの見方であると

思う。近代社会において雫ヒソレ建築の中でいとなまれて

いる作業形態が，世界各国で，普遍化しつつあるので，

機能と経済性から割り 11¥されるビノレ建築に，生活材〈式と

か儀式習慣の相異によ って，住宅や寺院に与えられるよ

うな Per sonol ity が見出し難くなる乙とはむしろ当然で

あろう。
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しかし，その建物を利J f J する人々 の美的感: . rt とか生活

習慣は，各々の国において全く同ーであるとはいえな

い。またその建物が建っている臼然畷境も，少なからず

特異性をもっている。極言すれば人閉そのものが臼然の

産物であり，我々の感党や習性は長年の間，自然畷境に

よって，はぐくまれた結果できたものである。したがっ

て追求された本当の建築K ，ど乙となく地方性がでてく

るのも，乙れまた当然の乙とであろうと思う。

乙の乙とは機能l時代の前児である乗用車においですら

一瞥して生l主国の見当がつくのを見ても実証されよう。

およそ人間の造り出すものは程度の差乙そあれ，乙うい

う傾向があるものである。ましていわんや人類が手がけ

るものの中で，最も偉大な表現力を持つ建築においてお

やである。1 =1*1ζLi 長い伝統と繊細な風土 iζ 培われた日

本人の感覚によって生み出される Un叩 e な近代建築美

の表現があってしかるべきだと私は患っている。

ビノレ建築に日本らしさがないというのは建築表現の真

面白な追求が足りないのだといい切るのは，過言であろ

うか。それには昨今の建築界の勤務? に起因する設計 1時間

の不足や，建築 J our nali sm の刺激による流行好みの風潮

等の諸問題がからんでいるだろうし，叉果して近代建築

にはそれほど，地方性が必要であろうかという批判も出

てくるにちがいないが. 大地にしっかりと根をおろした

建築に地方性がなければ，その建物は自然空間の諸条件

[ 乙対してその調和を失い馴染みの悪いものになってしま

うであろう。現にそうゅう建築が彼方此方にあるようで

ある。 mat erial をそのまま生かすといういきかたも，美

しい自然に抱かれて育った日本人の感覚の中 l乙，自然環

境を愛するという考え方が生まれ，木材等の天然、材料が

そのまま建築の化粧材として佼われる習慣を生み出し，

それが日本の自然並びに日本人の好みにぴったりくるよ

うになったのではないだろうか。

建築家の立場についての彼の話は，われわれに深く考

えさせるものがある。

ブラジ J レでは，以前は土木技師の下 lζ 建築技f ，j ji がおっ

て，あまり重要で、ない建築は構造から仕上まで土木技師

がやっていた。とくに窓1[: を乙る建物の仕上げ部分のみ

を建築技f : ili が担当していたようである。したがっていづ

れの場合でも，土木技師が主羽i権を持っていた。ところ

が Ｑ ＹＴＸ 年以後，建築家は土木犀からｾｾ｜立して，建築その

ものを建築師が手がけるようになった。その結果建築の

芸術性が高められたという乙とである。わが国では，建

築士が建築にたづさわっている乙とは確であるが，その

中で計画 ・椛造 ・材料 ・施工 ・それに窓院と各々功一間的

な分業化がすすみ，自分遥が，建築家である乙とを本質

的に忘れてしまっている人述が多いのではないかと恩

う。そう云う状態の下で芸術性の高い建築ができるかと、

うかは，はなはだ疑問である。
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それから白木の建築家は，自分を安売りする傾向があ

るようである。建築業の社会的地位が低かった時代から

受け継いだ卑屈な根性が抜け切らないのであろう が，経

済性を強く主張する施主の素人意見に対して，建築家の

技術的答弁の線は，はなはだ弱いようである。その結

果，安っぽい，使用に耐えないような建物が出来上 り，

l l ; 築犀に自問されたと，施主に言われ，ますます建築関係

者の社会的地位を，下げてしまう事になる。 ご建築屋は

iJ!f'4なりミと誰かがいったが，空腹のあまり自分の足を11食

うような乙とだけはやらないでほしい。われわれ建築関

係者一人一人の努力で建築家の社会的地位を高めるので

なくして，誰が高めてくれるのだろかと思Lった。

留学生の一通りの発言のあと free discussi on に移った。

フォア ー ド氏に対しては大体次のような討論がかわさ

れた。彼が，日本的な建築は平安神宮であり，日本的な

色は漆の色であるといったのに対して，会員から ，フォ

アード氏のいう日本的という言葉の芯味の中には多分lζ

フジ山，ゲイシャガー J レ的なnuance が感じられる。それ

は丁目主われわれがピラミッドとスフインクスにエジプ ト

的なものを感じるようなもので，もっと深い意味の日本

的なものを理解していただきたいと云う窓見が出た。そ

れに関してフォアード氏は，東京や大阪は戦災を蒙って

焼土と化したのをii 筑後復旧を急ぐあまり，無秩序に建築

が建てられた。その殆どが外国の建物の i mi t at i on であ

ったためそれらの街には，日本らしさがなくなった。と

ころが戦災を免れた京都の街は河原町を始め，町全体lζ

日本らしさが採っている。自分

のいう日本らしさとはそういう

次元のもので，決してフジ山的

なものではないと言明した。

ーエジプト人のエジプト

それから彼はまた日本人がアメ リカ かぶれしている乙

とを非難して，アラブ述合ではすべてのエジプト人はエ

ジプトを愛している。誰もイギ リス人の其似はしたがら

ない。むしろエジプト人である乙とを誇りにしている。

と乙ろが日本の現状はどうか。喫茶庖では日本の歌は聴

かれないで，アメ リカ の歌ばかり l鳴りひびいている。自

分の下宿には，日本人になりたがら ない日本の学生が一

三人いる。日本人は日本が世界で一番よい国である乙と

を白31t してほしいといった。

それに対して会員から，かつて国粋主義はなやかかり

し頃，外国の真似はいけ な いと云う ｾ ｊｬ で，古典の ｩｭｩｴ｡ｴ ｩｯｮ

のようなものをどんどん作ったが，その結果良い物がで

きたとは思われない。また日本人ー人ー人は Personal it y  

を持っているが，それらが必ずしも全て 1=1 . 木的になると

はかぎらない。それから日本の長い歴史を観てみると外

国の火化を l以収する時JUJ と，それを消化して1 =1本のもの



として出す時JUIIC分ける乙とができる。 明治時代はr I 本

人の生活がみじめな状態であったので，進んだ外国の文

化を取り入れる乙と lζ 茅よ中になった。それは然し表面的

な現象であって，胸中から U 本人の spi ri t が抜け去って

しまったのではない。明治以来のお面白な火化吸収の努

力の結果が今日の技術水準を築きあげたのである。と

反論した。

一日 本 ら し さ

フォアード氏が京都会館を例にとって， ζ ういう建物

は重い感じで司日本的とは思えないとい ったのに対して

会員から ，日 本建築の美しさの袈索としてひとつには，

del i cocy というものがあげられるが，他のーっとして，

power というものがある。昔の日本建築が，大きな屋根

の重さを，力強い柱で受けて基礎につたえている。そう

いう力の流れの美しさというものが，矢張り京都会館に

もあるのではないか。またあの紫色の屋根が京都の空を

bock に建っている姿は， 平安朝時代の大らかさを感 じ

させる。日本の古く美しい C o mponent をもとに C reot e

された Proport i on と紫色の屋根。ど乙か wet したよう

なコ ンク リート肌仕上の壁面，乙ういったもののなかに

は， )レ ・コJ レビジエ ーのチャンデイ カツレ最高裁判所等と

はちがった，日本人によって di g est された味をもって

いるといえるのではないだろうかと説明した。

富松氏は建築家と土木技師の関係 lζ 関主任して，ブラ ジ

J レにおいて，建築家は純粋な芸術家とはいえないが，建

築学の他IC. 社会学，哲学ー心理学をも知っている芸術

家だといえる。また学校の otel i er はすき なl時聞に利用出

来るように開放されているので位占築科の学生は伸々と学

習している。乙れに対し会員から日本の場合は，最近ま

すます建築家は desi gn 面のみでなく，技術的な面 lζ も

相当以上の知識が要求されてきている。日本の学校で純

粋な orchi t ect を養成していると乙ろはないのではない

か。 eng meer で 。rchi t ect の仕事をしているよ うである

と説明した。

又，彼は材料の素地を生かすと乙ろに LI 本らしさがあ

る。ブラジ tレでは木部はすべてペンキを塗っていた。そ

れが日本の影響によってペンキがニス lζ ，ニスがワック

スにと変ってきている。また仮枠の 木目 をつけるよう

な，コ ンク リー ト肌仕上げは，行き過き' ではないか，乙

れはコンクリートそのものの素地を生かすという意味か

らいえば，邪道であっ て，日本的であるとはいえないと

述べた。

それに 対し 会員から伝統的 な木造 主 ｴｾ 誌の ｰｲｯｰｯ 什 ｬｯｮ た

とえば木割のようなものが，近代建築の鉄骨造や，コン

クリート迭に利用されているという意味で，. J J t 郎会館の

コンク リート肌仕上げfr.. 日本的なものが!必 じられない

か，また経由佐g の柱と壁の proport i on の中にモンド リア

ンの C o mpos i ti on fr . 似た美 しさが見出せないか，と問い

ただしfこ。

また空間感覚について彼は. ｬｊ 木の千 ノ Ｇ ，ｾ築は Ｎ ｾ 物と

庭闘が一体となっている，京都の建物は，五l ! ; 物そのもの

は忘れられて庇にカが入れられすぎているきらいがある

が，経離宮の場合はどちらにも，力が入っていると云う

感じだと述べた。

その他，ブラ ジ リヤが全面 的 に は 支 持 さ れていな い

事。 サンパウロ大学における建築科学生の生活，ニーマ

イヤーと一般建築家 との関係、等に つ いて述べたりした

が，予定の時| 尚をそうとう経過していたので中途片備な

と乙ろで終らざるを得なかった。

最後に松村主査の。 Iわれわれ日本人の聞にでも大変

難しい問題について長時間熱心に di scuss して頂いた乙

とに感謝すると共に， 何時の日にか，われわれ会員が諸

君の祖国におもむいて， 今H とは逆の立場で討論会がも

てる乙とを期待している。 」

との閉会の挨拶があって，会は和やかな交歓の内に終

了した。

N お わ り に

会を終っ て考え られた乙とは，留学生諸君と会員との

悶IL. 日本らしさという言葉の概念について，次元的な

ズレが認めら れた乙と。日本の現代建築は， i nt ernat i onal  

sty le  の傾向が強いため，われわれが当初期待していた

よう な，特異性と将来性についての明確な解答は得られ

なかった乙 と。 等で t heme の方向に対してあまり成果が

上らなかった乙とは認めざるを得ないが，いろんな問題

について率直に怠見を交換する乙とによって，お互の交

歓の脇を醸 し出 し得た乙 とには大いにf ( 義があったので

は江いかと思う。

×  ×  ×  ×  

以上がミ在日留学生と若い建築家の交歓会ミをめぐる

辿の報告であるが，紙面の都合上出席者各位の発言は

筆者が要約して記したものである乙とを悪からず御了承

願いたい。ま乙とにとりとめのない，下手な銀法でお分

りにくい乙とだったと思うが. ｮ ｾ ｾ げなが らでも会の情況

を酌取っ ていただける ならば，私のもっとも幸とすると

乙ろである。 以上

( 筆 者 ; 滝 本安 規 昭和初年度若い会員の集い小委貝会主査)
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本会で企繭した節 1 閉欧米建築事情視察問13名 ( 内1 名日本公通公社

復内者) は故 ｆ ｊＡ司 ｉ￭ Ｇｩ 木友一氏を聞民として 昨 年 Ｑ Ｐ 月 Ｑ Ｒ 日 ｉｾ 羽聞を出発 ，

エヨプト ， イタリー，スイス， ドイつ， 7 ランス ， ?A， 米各国を巡廃し

て11月26日IC羽田民帰省殺しました。帰来後、'1木関長約臥 のためそ の視

察談をお伺いする機会がのびのびとなっておりましたが， 3 月11日下氾

の 方々にと霊 ｾｭ 願って ， と報 告ＢＢ， ｍ ｾ 翻，淡などを伺いました。次はそ の 時

のお話しの慨援を取り纏めたも のであります。

と き 3 月11日 正 午一一 2 時半

と乙ろ 於会館集会室

出 席 者 視 察 団 : 矢野副団長，玉置( 孝) ，水島，藤

木，岩崎，雑賀各氏。

本会 : 尾崎会長，岩崎事業委員長，岡本岡高IJ

委員長，山本( 義弘 山本( 茂) ，若林

政問，井上各事業委幹事

1， 団員の人数について

団員数は 10人一 15人ぐらいが適当と思う。人数が多い

と事故も多いと聞いておる。

乙んどの団員数は偶数であったのが良かったと思う。

団員 lζ 色々の職場の人がいた乙とは気分的になかなか

良かった。

1， 行程，日程について

会行程中，最後に飛行機を乗り換えた以外は殆どスケ

ジューノレどおりに運んで予定どおりであった。

若干観光スケジュー J レの観があったのは考慮の余地が

あると思う。

距離の長い処をプロペラ機で. 短い処をジェット機で

行くのは体力的に考慮の要がある。

飛行機で飛ぶのもよいが，向車利用の行程も組んで風

景などの級1 ' 1 ・も考えてはどうか。

時K ノンビリした休養のスケジュールを組むのがよ

し、。

経路として先きに欧州を廻わるのが良い。宿と食事が

共にできるので親密の度をlj'i/ す。アメリカでは食事がバ

ラバラになりがちだから気の楽な点もあるが. 最初か ら

バラバラの行革IJ になる機会が多い乙とはどうかと型、われ

る。

北欧が訓愛されていたが建築家としてぜひ北欧は見た

い。行程に入れるのが良い。

カイロまでが長かったが中途東南アジアの郷市を見て

おく援もあると思う。

アメ リカ は 1 週間ないし 10 11 位に短縮してゆく州を長く

した方が良い。

イタリーとくにロ ー7 が短かい。フローレンスも入れ

たが良し、。

スイスが民す E る。ローザンヌは割愛してもよし、。

3 人別行動でユンタフラウ K 曇ったが印象K 残った。

98 

Eq呈κ 加える乙とも一考してよい。

アテネ通過を考えてよくはないか。

日程中日胞に当るときは，i ! i の実状がよく判らぬ。ロ

ン ドン では 3 1: 1の内に土，日があった。 但 しローマでは

日限に法王の祈紛が見られたが，ヴアチカン宮には入れ

なかっ Tこ。

ガイドのよく判らぬ説明を永く聞くのはつまらぬ。 な

んとか適当にできるのではないか。

飛行場に行くのに大変時間の余裕がみであったが， ζ

れもなんとかヨ号胞の要はないか。

1， 準備について

準備品については相当考慮の上少くしてよい。食料品

など日本のものを持参する要なし，フィルムな ども沢山

用意する必要はない。

重点的に見学したいところなどを予定し研究して行く

必要がある。

ニューヨークのフイ リップ，ジョンソンの建築事務所

を訪問したが良かった。乙のような機会を作るよう 研究

しておくとよし、。

ジュネ- 7 ' のパーキングビル前のホテル建築現喝を見

たが，工事場内部の見学計画などの準備をするとよい。

ショッピングについても大変時間の労資をしたが前もっ

て研究しておくとよい。

1， 結論として

総括的にいって期待に反せず良かった。交通公社も大

変良くやってくれて，その努力に対し謝怠を表したい。

ただ経資の関係もあるが宿舎の点いま少 し考慮して欲し

い，とくにつーマは感心しなかった。

いささか危ぐをもっていたが，参考になるととが多く

て良かった。 |時宜を得た投資とも考えられ，寝た子を起

された感じでまた行きたいと思う。

経費 106 万円は決して高くないが予定外のパスツ 7 一

見学の費用など追加が50弗位あったが，乙れも最初から

ハッキリしておくのがよい。

1 人で行くと厄介な乙とが多いと思うが，乙んどは色

々な手続なども非常に楽だった。

費用は払込み以外 lζ 2 ，000 弗位で充分だ。

大金の両替はホテ J レでするより銀行の方がよい。伊太

利はタチが惑いようだ。概して南に行くほ ど惑い。

手荷物は大概の人は制限重量を超過していると思われ

るが，さして心配することはないようだ。

第 2 回の編成をするがよい。北極まわりで北欧か ら行

く案もよい。

南米視察団の計画をするとよい。



欧 米 飛

玉 置

白木uー築協会主催の欧米建築事' 附視察旅行に同行 12人

が参加する乙とになった。設計尽さんあり建設業者あ り

材料屋さんありであったが，いづれも建築という同一傘

下の頗る意気投合した述中であったので，終始愉快に旅

行を続ける乙とができた。白木交通公社の京都支所長の

岡井中さんが東道役で金行程でのー切の面倒を見てくれ

た。ヨーロッパではイタリーの交通公社のピーリング女

史という堂々 80kg を超えるコンマンデイングスタイル

のオパチャンがさらにわれわれに附いてくれて，まるで

女仁王さんに護衛して貰っ ておるようで，われわれは，

すっかり安心して旅行することができた。各都市ではさ

らにそれぞれ専用の観光ノマスにその土地の説明役がつい

てくれるので，われわれ12人はいつも 3 人lζ 面倒を見て

貧っていた乙とになる。

乙ういう風lζ ，一行が行動を共にする臼が多いのであ

るが，また各都市どと lζ 自由行動のとれる日が担当計

画されていた。その日 ICは私 1 人で町の隅から隅まで見

てやろうと，地下鉄l乙乗りパス! こ乗り路面電車 lζ 乗り忙

しく走り廻った。おかげで人一倍見聞を広める乙とがで

きた。

「安すぎた勝行費」

荘、は学生時代から都市計画が噂攻で，諸外国の者s市事

情には早くから深い関心を持っていた。それで今度訪ね

た諸都市についてもある程度予備知識を持つ乙とができ

ていた。事実自 由行動の自 には乙のお蔭で一人で見たい

所があり過ぎて困る位であった。それにしても現地を訪

ねるまでは，何回木を聞いても木当に頭の底 lζ 入ったよ

うに思えなかった。しかし一度乙の眼で現地を見てから

は書いたものを見ても直ぐ頭に入るようになった。乙れ

は私にとっては何よりも収獲であっ た。百聞はー見!C し

かずなのであろうが，とれからの欧米建築事悩の理解は

確に楽になり得られる。大学へいろいろ外国の木が次々

に来るがいままでとなら本の見方が著しく変った。そし

て書いである乙とが良 く判るように恩えるだけでも有難

いととである。私には乙んどの旅行は確かに安過ぎる。

「各国の現場の数」

建築事情は各国夫々 ill: うのは当然であるが，管見では

イタリーが一番現場が多いようであった。その次がドイ

ツのベル リン，フランクフル ト，オランダの 7 ムステノレ

ダム，それからロンドン位である。その他ではアメリカ

の諸都市やデンマーク ，スイスの町々では現場があちら

にも乙ちらにもというわけではなかった。アメリカの少

ないのは意外であった。パリーやカイロではついぞ見当

らなかった。日本へ帰ってから考えてみたら現場の多い

ぴ 走る 記

豊 次 .fl s  

のは日木ではないかと思えたのだが， ζ の見当は木当の

竹見であるから当てにはならんのであろう。

イタ リーは活気があるよう で， ロー 7 ! ζ もミラノ ICも

戦災地らしい空地はもう無くなっていた。全 Ｉｾｦｬ 復興して

今郊外へ盛んにfill ひ' ている。西ベルリンではまだ随分空

地が残っているようであるが，一方大建築がどんどん出

来ておるし，広い道路が随所 lζ 完成していて見事なもの

である。それにしても，東ベルリンは背のウンテルデン

リンデンだけが家並が揃 っ てい るだけで，裏 ｾ ｉｉｊ は まだ瓦

礁の山である西ベルリンと東ベルリンのあまりにも著し

い経済力の相巡は聞きしに優るものがあった。乙乙では

共産閤と自由陣営の比較がも っとも端的にできるのであ

るが，良い経験が得られた。

ロンドンのシティーと称する所はロンドンでＭｾ古く

て，いまなお経済の中心地であるが，乙乙をあち乙ち歩

いていると，地下室のある空地を随所 IC見た，始めは気

lζ しなかったが余り多いので聞いて見ると， 大陸から

砲撃された時の廃城だそうで，まだ復興されていない。

カイロにも廃J!&がだいぶあった。乙 れは 2 . 3 年前の対

英仏での戦禍である。

「身震いを覚える建築J

ロー 7 やベ J レリンやアムステルダムでは，鐙んに住宅

建築をやっていたが，乙れ等の現場lζ 立って見ていると

ヨーロッパの建築の構造と日本の構造があまりに逃い過

ぎるのでただ溜息を吐くだけである。とにカ‘ くレン ガ 1

枚半で 10階位のアパートを平気で建てている。ホロープ

ロックを並べて床を造っている。壁も床も所々にわずか

鉄筋が入っている程度である。雑誌で勿論知ってはいた

が，眼の前に乙んな構造の大きな建物を見上げた時に乙

れで大丈夫なのかなと背筋がヒヤッとす る。特』ζ イタ リ

ーは地震国だと聞いていたが，随分呑気な構造である。

日本でもいま盛んに鉄畳を減す乙と IC血道をあげている

が，若い日本の建築家が欧米の乙のようなQ 物を見たら

日本の鉄量が多過ぎると思うのは，もっともだという風

にうけた。しかいわれわれ関東大震災の恐しさを体験

したものには，日本の構造屋さんには欧米の構造を少し

も参考にしてI空いたくないように思えた。ともかく 10階

位の建物でも 1 階の柱は40センチ位の太さしかない。あ

る朝誰かが泊っているホテノレが地震で域れる夢を見て股

が覚めたと笑っていた。欧米ではアーキテクトとコント

ラクターが全然別者である理由が判ったように思えた。

「マール式都市計画J

都市計画ではど乙の国へ行っても参考になる乙とが非

常に多かった。大いに教えられると ζ ろがあったが， し
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かしどの町もあまりに立派過ぎるので，終には日木の町

の貧弱さを卑下するような気分に追いやられた。

結局はど乙の町も歴史の積み重ねである。} 日でなら

ないのはローマだけでない，パリーの町を歩いていると

乙乙はノレイ十三世の造った所である。乙れはオスマン

市長のやった所であるとうなづけて大変懐かし く見物で

きた。ロンドンのバッキンガム宮殿の前の道路や，ワシ

ントンのキャピトノレの前の道路やベルリンのビスマルク

街の辺りを見ていると，パリーのシャンゼリゼーの影響

を多分 lζ 受けている乙とが良く判る。ロンドンやワシン

トンでは乙の道をザ ・7 - ) レと呼んでいるが，マ- ) レ式

都市計画の意味が現地で初めて理解できた。

「ボンペイの廃媛J

今度ボンペイの廃域も見る乙とができたが，乙れが

2000年も背の町であったかと思うと，ただ感心するだけ

である。歩車道の区別はできているし道は完全に舗装し

であるし鉛管で給水しているし，下水は完備しであるし

われわれの大阪よりずっと気がきいている。ポンペイよ

りまだずっと古いエジプトの町も舗装していたから，道

路を舗装する乙とは，ヨーロッパでは太古から当然であ

った。所が支那大陸では乙の乙とがなかった。その文化

の影響を受けた臼木では道路は舗装の議 lζ あらグという

乙とになっていた。われわれの先祖は支那から良い乙と

も教えてn らったが，くだらん乙とも教えて貰って今日

では逆 lζ 損したような乙とにもなっている。

「ヨーロ ッパの町とアメリカの町」

パリーの UIJ はど乙を歩いていても，道路と建物の調和

がよく考えられていて町並が大変美しい， ) レーフソレ宮殿

の前に立っても， コンコルドの広場にいても，エトワー

ノレや トロカデロでも何か 気 が 惚 れぼれする。 パリ ーへ

来た口木人が日本へ帰りたがらない気持が良く呑み込

めた。荘、も 3 年位住んでみたいような気分 1(. 追いやられ

た，ローマのセントベーター寺院の広場に立ってもミラ

ノのドォーモ，ペニスのサンマルコの前でも何にか l乙魅

せられたよう な気持になる。低但しばし乙れを久しうす

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

るのであった。 ζ れに引きかえてアメリカの町では実に

愉快である。主: を突く数十階の摩天楼の隣( c 平家が建っ

ている。ニューヨークのタイムススクエアーといえば世

界で一番繁華な場所であるが，乙こにも平家がｾってい

る。そしてちょうど私等が行った| 申ζ 大きな庖に貸家ふ

だが張つであるのを見た| 時にはこれは，これはとばかり

驚ろいた，突にアメリカ らしい。

「アメリカの都市も歴史の積み重ねであるJ

ヨーロッパからアメリカに渡ると IIIJ の中央部の殺風

景さが円* ，ζ 似ていることを見出す。乙乙では IIIJ のシン

ボノレになるような宮殿もなければ大寺院もない従ってそ

の広湯もない，道路は広いが例外を除いて街路樹がない

ワシントンの区だけ大変金を掛けて美しく造るのである

が，その後都市美のためにpi 用を掛ける乙とに反対意見

がでて，多くの町がそれに同意したので街路樹は乙れを

結えない乙とになった。アメリカの功利主義がII IJ の形態

lζ 見 られて面白 い。しかしその後反対意見が拾頭して述

鎖公園をつ くる乙とが流行し，各市 l乙立派な公園網が沢

山で きた。われわれ一行はシ カゴでこの公園をノてスで走

り廻るのに半臼を費いやした。アメリカのように歴史の

浅い闘ででも都市計画思想変遷史を実地 lζ 見ることがで

きるのであった。

「アメリカ西部の町と日本 j

ロスアンゼノレスやサンフランシスコ [ζ くるとやはり白

木 lζ 近づいた乙とを自然に感じるようになる， まづ道路

lζ 包柱が立ってくる ，ヨーロッパや東部ア メリカでは閉

会へ行かないと電柱は見られないが，西部では占ｾＩ心の周

囲部には沢山立っている。それからサンフランシスコの

新市街地は殆んどの住宅が木造である。

アルプスの山麓で木造建物を見たきりで，久しく木造

建物を見なかったが，サン Y ランシスコでは丘の上から

見渡す限り木造群である。その どの家のペンキもお新 ら

しい，昨日塗ったばかりのように輝いている。ど主人が

休日 l乙塗替えるそうである。 所がペンキは新 らしいが住

宅のエレベーションがどれも乙れも全くまづい，サンフ

糧問化学工業! 除; ( 曾結
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ランシスコ{ 乙アーキテ クトがいるのかと疑いたくなる位

に貧弱で見すぼらしい。日本のど乙ゃらに似ている。

fパークという車庫J

サンフランシスコの新らしい住宅には多くの家に自動

車の車庫が 1 階についている。居室は中 2 階のような所

から始まる。しかし車庫つきの住宅は他の都市ではあま

り見かけなかった。ともかくサンフランゾスコでは自動

車を道路に乗捨てる乙とはやかしいらしく町の随所に大

規模な貨車庫も沢山見受けた。西部ではガレージといは

ないでパークといっている。

ヨーロッパでは 100 年以上のアパートが沢山ある。乙

れ等のアパートの住民が自動車を持つように なっても車

庫が無いわけである，多くの場合自動車は前の道路に乗

捨てである。道路の西側は 自動車の行列でその間を他の

車が往復している ，建物が高いので道路は狭いように見

えるが，日本の現状と 比較するとやはり相当広い訳であ

る。生徒が皆自動車で通学するので，学校の敷地より生

徒の自動車置場の敷地の方が数倍広い。日本も行く行く

は乙う なるのか と思うと何んともいえない感じがした。

fゴネ屋はいなL、」

日本ではいま公共建物の敷地が鉄道や道路敷の獲得難

ICお手挙げの形である。ゴネ屋が計画の存する所必ずウ

ヨウヨいる。欧米ではどうしているか大きな関心であっ

た所が，現地へ行って見るとわけ な く了解できた。

カルカッタからカラチの聞を 10 ，000メート J レ位の上空

を飛んでいるが，下界は千古斧鍛を交えないインドの大

森林である。 行け ども行けども一軒の人家 も見当ら ない

道も勿論ないらしい。エ ヂプトはいわずと知れた大砂

t九 所 が 飛行機がアテネからロ ー7 へ飛ぶ途中下を見る

と乙れいかに，山』ζ は殆んど樹がな くて赤茶けている。

平地も回がある訳ではな く畑もないらしい，ま乙と lζ 合

点が行かない。ロ - 7の飛行場からロー マ市へ入るまで

の閲良く見ると， 田舎は殆んどが牧場であっ て畑はよく

設さ ないと見つから ない， 国土の殆んどが牧場である。

乙の乙とはスイスでもドイツでもイ ギリス でもみな同じ

である。牛20頭も飼えば草をどっさり l俊べるからよほど

広い牧場がいるらしい。そのためか牧場の述続であるが

牛はめったに見なし、。丁度冬期のかいばを刈取った後で・

芝生のように美しい，スイスのどときは乙の牧場と山と

湖とで全国土が公園のように美しい。 回や畑を造ってい

る百姓 と巡って所有面松が大である から 用地貝収の交渉

はわけがないらしい，またドイツの町の地図を見ると郊

外にシュタットワルドと響いたところが沢山にある。市

有森林である。公園でもな くI准雑木がー函に植えている

だけで中には人の踏みつけた道も見当ら ない。住宅建設

という乙とになるとこれを切開くだけで用地が造成さ

れる のである。

アメリカに到つては乙れはまた論外である。デンパー

からコロラドの大高原の上を12，000メートル位の上を飛

んで，例のフ ーパーダムも望見できたが，広い乙と限り

なしである。到る所; 秋の入ら ない土地が無限にある。町

造りでも土地l乙乙とを欠 くわけがない。少し自動車を飛

ばせばただのよう な土地がいてらでもある。 土地が無 く

て困 っているのは 日本だけのように思えた。

「話の落ちJ

牧場のお蔭でヨーロ y パのホテルでは大き な肉が毎日

昼にも院にも出る。わらじ位の大きさがある。いつも

半分喰べ られたらよい方で手をつけただけの時が多かっ

た。所が例の ピーリ ング女史は乙れを奇麗に平げるので

ある。乙れだから日本人がオリンピックで優勝しようと

するのは無理であることが良 く判 った。

畑がない から野菜が少なし、。ヨ ーロッパでは専問の/

百屋を見た乙とがない。缶詰医のー・隅に野菜がいかにも

貧重品である かのように置いてある。オランダであった

かホテルではパナ ナは飾つであるだけで， 終』ζ 日食べさせ

て呉れなかった。お影でロンドンのホテルで生れて始め

て便秘で苦 しみついでに小用 までまる一 日出ない乙と に

なって皆に大変厄介になっ た。話はとうとう落ちて しま

ったので，慣例によっ てこれでお開きとする。

( 筆者工! 噂 ・大阪工大教綬)
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欧 米 建

雑 賀

視察旅行に先だって，日頃雑誌や専問書でお自 にかか

っている 欧米の状況をもう一度頭に描いて出発したので

あったが，初めての外地の印象は強烈であって，そんな

ものは何の役にもたたなかった。そして馳足で進行する

旅程の聞に夢を見ているよう な状態になり ，やがて それ

が生れてからい ままでそんな生活をしていた ような錯覚

にとらわれる。 そして気のついた時はノ、ワイ当りでその

早さに驚ろいて 日本内地の近さを感じる ，と いうのが外

国旅行の実感かと恩われる 。それほど乙の 旅行は楽し

い，愉快で和気穏 々と進行した。それ故深く建物を見，

時間をかけて研究する余裕などは なかったので，乙乙』ζ

印象 iζ 残 ったいくつかの訴を申し上げてその責を来した

し、。

1.  南欧やカイロのガラスモザイクと陶製品について

カイロの市街は最初のvi i 向j也であったので，とても立

派lζ 感じた。私達の記館、の中には，エヂ プ トという所は

古い煉瓦の家 と，泥を回めた貧民利が黄色い砂淡の中lζ

点在する 状況のみがすべてであったが，少な くともカイ

ロの街は近代都市であり，活気ある新興国の息吹を感じ

fこ。

しかし，その近代都市も常 l乙砂淡の砂塵 lζ 見舞われる

のか色彩に乏 しく，すべてのru物が赤茶けた黄色がほと

んどであっ て， I唯ーつの色取りをそえてく れるのがコバ

ル トブ リュ ウの陶片であり l司色のモザイクタイルであっ

Tこ。

沢山の美術館 [ζ 収容されている ，古代のピ ラミy トや

神殿の発掘品の中の首飾や装身具等の色彩も黄金の色い

がいは土色と コバルトブ リュウであり，そしてその代表

するものはやはり陶であり硝子質の焼物であった。

私は窯業の専門家ではないので乙の附近の陶土のなか

にそのよ うな性質のものがあったのか，ある いは イタリ

ヤ等の沿岸から運んでき て作 ったものかは知 らないが，

とにかく カイ ロで見たモザ‘ イクタイルは総てカ・ラスモザ

イクであ り， どぎついそのコノリレトの色は土色lζ 良 く調

和していた。またホテ J レ等で見た乙の種のタイ J レは実 [ζ

鮮明な色をも っておりテ ーブJ レの天板や柱のl Y rlifC使われ

ており私達の目 を楽しませてくれた。
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孝 夫

乙のモザイクは，その性質上周囲がかけたり表面が凹

んでいたりしていたが，乙れは それなりにその質を表わ

して， 日本内地のモザイクタイノレ張の ような，のっペり

した感じがな くて良いものであった。ただ貼りつけは悪

く私達の検査では到底通過しない状態の代物もあった。

イタリヤ園内へ入ると磁器タイルと陶土のタイルが2

磁器質のものは純粋のものは少く半磁器程度である。タ

イノレの寸法は大きく なり床や墜にふんだんに使用されて

おり， 18糎角や22糎角のものや 30 糎近いものまであ っ

た。そしてその大部分は，型置きした模様の入ったも の

ばかりであった。

エヂプト，ギリシヤ，イタ リヤ等の古く から の郎市に

は硝子タイルが昔から研究され使用さ れて進んできたも

のだと恩われるが，イタリヤの各地( とくに南イタリ

ヤ) で自についたのは陶土が良質なのかダンボー ノレで作

ったような厚さの薄い25糎 X 20糎 x 30糎角のホロープ コ

ックを建物内の間仕切やその他 IC使用していた。怪f立で

施工簡単で，恐らく安価であろう 乙の素材は，木材不足

や大工の手不足等 IC悩んでいる日本の建築界にと って絡

好の材であり，研究の余地があるのではないか と思われ

Tこ。

2.  構造についてのこと

外地の建物を見て，もっとも不思議に感 じるのは構造

体がとても弱く見える乙とである。よくこれだけの高層

建築が細い柱，貧弱な決，)¥1.1い床版に支え られて立って

いるものだとつくづく感心をした。外観だけでは判然と

しない。その内部には強い剛体がかくれているのかも知

れないからと工事現場を見たく思っ ていたが，ジュ ネー

プ ・ミラノ ・フランクフルト等の建築現場でその正体に

お自にかかったが，いづれも何の変哲も ない応滑力用の

鋼筋がほんの少々立っているにすぎなかった。

私は 10月2 1日の U 記に ，次のよう な感想を古いている

「構造的にとても弱いという乙とである。地震というも

のが無いせいか，力学的な考慮は殆んどなされていない

といって過言でない。口本内地のように確立したラーメ

ン構造の常識か ら離れたじつに簡単で幼稚であった。新

しい建物 lζ はその点重要視され，オリンピ y クスタジア



ムやミラノの新しい建物には，構造体を尊重したもの

もあるが，やはり弱いものである。簡単な祭や柱( その

柱はじつに細くほと，んど日本の同条件の柱の 10分の 1

位の断面) で立っているものである。ー度大地震でもあ

ればたちまちにして廃域となるだろう。意匠を担当する

人達には好都合かも知れないが，ちょっと危険であると

恩ったj と書いである。

欧州を離れてアメ リカ本土へ渡ると物品に物をいわせ

て，立派な鋼骨の柱や祭が厳として存在していたが，そ

れでも自分遥の常識からは弱く感じられる。

日本の構造体はどうして乙んなに丈夫にできているの

だろうか，地震があるからといつでもあまりにもその差

がありすぎると思う。私は構造 lζ 対して専問ではないか

ら深くは知ら ないが，大局から見ていま少し臼木の構造

体も何とかならないものかと感じられた。

以下に述べる事項は危険な考えかも知れないが，私の

思いつきであるとしてお許し願いたい。乙れも海外旅行

の感想のひとつでもあるのだから。

なるほど地援は恐ろしい，その破壊力は強大である。

構造体も世界一厳しい規則で制約された j l. r，rの上で成立

するのである から安全であるはずである。しかし福井地

震における百貨庖の例もあるから ，乙れは厳と して守ら

なければな らい，と構造を担当する人達は考えている。

またそうでなく てはな らない。

白木の工業は躍進し，生産能力は増大し，各癒建築資

材の質は向上 しつつある。工業規格は設けられ製品の質

は保証されている。そして建築技術も進歩してコンク リ

ート工法や鋼骨工法も既に下部K 浸透している。

構造体の言| 算方式やその造用は尊重すべきではある

が，強度計算の基礎になる安全率は何とかならないもの

か，白木の現行法規による安全率は高く見過ぎているの

ではなかろうか， 20数年間変らずに尊ばれているのは恥

かしいように思われる。

建築T' j J ' t ' ( の内，構造休の分担する金額は大きい。安

全E容を引き下げて工事貨のコス トを下げ，その余剰資金

を{ 也に転用すれば良いのではないか，現在日本の年間建

築坪数は莫大な量である。余剰j金は巨大な額に昇るだろ

うし一般企業家や，経営者はその資金迩用に楽にソロパ

ンをはぢくこと ができるだろう 。

百年lC一度の大地震のために幾千億の:tj- 重な資金を寝

かす必要はない。 資金運用が適切な らば，その復興資金

は数 十 年 ｬζ し て できるかも知 れない 。 ｾ カや 資 源の乏し

い貧乏国が，金殿玉楼を無理を して建てている格好であ

ると感 じた。

3.  ポン ペイの遺跡での感想

話は欧州のゴj に片よっ て しまうが，それだけ印象が深

かったのかも知れない。

私はボンベイの遺跡についてあまり深くは期待してい

なかったのである が，乙の廃埴の入口にある博物館を見

て乙れは乙れはと感心をした次第であった。

ボンペイの街は大きく整備されており ，発掘はようや

く全都市の 3 分の 2 を終了したにすぎないが，2000年の

背 IC経営された都市にしては，立派な都市計画がなされ

ており ，程度は違 うが，現在日本で叫ばれている都市改

造や，都市計画が既に乙の昔に行なわれている乙とに感

心さ せられた。城郭lこか乙まれた乙の都市には神殿，大

広場，行政府，闘技場事小公園， 住居地，生産地等が区

ffi1J されており道路には車道と歩道が設備さ れ，石で舗装

されて，向へ側の歩道に渡る飛ひっ石まで準備され，水道

工事は完備しており鉛管が使用されていたのには驚歎し

た。

ｾ 物 はもちろん完全には残っ て いなかったが ， その構

成や規模，残っている柱列や橋，各種の調刻等から立派

なものであったに迷いないと想像された。美術工芸品も

近代に近いものであり油彩等も残っていた。壁や床には

大理石や，先lζ 述べた陶の モサ、イク等も使用されており

その文化の程度 lC驚いたしだいである。また神殿の壁

画や二人の兄弟の家の応接室の装飾函や司密室の壁の油

絵等も良く火山灰の被害からたすかったのは，全く有難

いものだと思っ て，神 fC感謝 した。乙のような大き な都

市がベスピアス火山の噴火のため，一瞬にして死の都市

と化した自然の威力を恐れると同時に，営 々として何年

もの問 ζ れを発掘して貴重な研究をし，さらに乙れを永

久lこ保存しよう とする作業を続けている人達にも感心を

した。ロー マの市内でも他の都市ででも，イタリヤの人

々は古いものに対する観念が違うのか，子供に至るまで

良 く教育されている。道端 lζ 転がる 一片の柱頭や大理石

j守lζ も務舎やイタズラはさ れないで，昔の面影を良く残

していてく れるのは有難いと恩った。

私達は限られた少しの時閣のため詳細には見聞でき な

かったが，美術館 lζ 収容さ れた各種の品 々の精巧さ に自

を見張らざるを得なかった。 ガラ ス細工などは現在のも

のと何等変る乙とも な く，装身具の加工は勿論の乙と釘

や各種の金具や釣道具( 漁具) も立派なものであり ，と

くに注目に価するのは水道の カランやパルプであった，

乙れは現今のものと閉じで意買が幼稚である以外は全く

変るととろがなかった。

ポンペイの住民はそのすばらしい繁栄と宮とによっ て

四方を征服し，その当時の常識や智識は一般人よりはる

かに超越していたものと恩われた。

乙の人達の進んだ頭脳が一瞬の爆発事故のために壊滅

していなかったならば，いま頃ではどんなに進んだ文化

を生み偉大な発明をして，月世界旅行や宇宙旅行はすで

に易々たる行事として行なわれていたかも知れないと恩

っTこ。 (>>.1者 緩賀担! 築般計事務所長)
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建 設 業 の 危 機 な ら び に そ の 対 策

昨今の新しい建築材料の出現は， る企業が建設業という有望な企業f (

目を見はるものがあります。設計者 虎視たんたんと ねらっ ていま す。建

は新しい材料の利用に頭を使い極端 設業以外の企業がやがて建設業を支

な場合材料を前提に設計する場合が 配するのは現在の状況では遠い日時

しかし，その時になって何等対策を

講ずる乙とな く不況の際過当競争に

走り，ひいては建築の質を低下し，

建設業全体の信用を夫うという乙と

になります。安値受注 l乙建築資材が

安 くなれば問題はありませんが，述

築資の大半を占める鋭、材，セメント

など，主に大企業が生産を支配して

いるも のは，乙んどの不況には称、)]

少く ないと思います。 を要しないと恩います。そ乙で私は なカルテを組織し操業短縮でもって

新材料の出現自体建設業にとっ て 建設業がこの際再編成すべきだと思 市況を下げないと恩います。かかる

もちろん将ばしい乙とであります います。資本力の少い業者は合併を 時は弱小材料メーカー，労働賃金を

が，そのよっ て くる事情を考える時 して資本を充実し j運転資金の充実 IIP き. また企業経費の節約しか方法

は手放しに喜べないと思いま す。 とは別 lζ 強力な研究所を作るべき だ を持ちません。強い労働組合を持た

建築請負業は新材料取付業と化し と思います。単独では無理と思いま ない建設労働者はあるいは賃金のII Il

つつあります。建築材料の中で在来 すので建設業が協力して材料研究所 きに応じ るかもわかりません。しか

の湿式工法に代る，乾式の硬質繊維 施工研究所を作る。貸建設機械業を しいままでの悪弊が現在の技能工の

場などの進歩は目ざまし く，その生

産量の飛躍は著しい。 乙れは工期の

短縮をね らいとする反面，大工，左

官な ど熟練工の不足と いうことに，

その窓味があります。

建設業が現在の建設ブーム と称す

る数f立長気に，いい気持にな ってい

る時建設業以外の企業が. 乙の有望

な企業に乗り 出して，建設業が長年

育成してきた市場を 3 のっとりしそ

うな感 じがしますので，乙れを建設

業の危機と考え，具. 体的[ 己いろいろ

下記IC述べます。

I  電化ブーム と称するものは，

箭裂が出て供給が生じる経済の原則

としては少し迷うと患います。

メーカ ーが新製品を大量生産 しコ

ストダウンをして，あの手乙の下で

大衆の購買慾を利用した乙とに空前

のブームを呼んだのでありま す。

いま各企業は建設用の一次製品よ

り第三次 四次製品，た とえば組立

住宅に手を拡げつつありま す。 しか

し乙の製品が建設業以外から出てき

た乙とに問題があります。乙ういう

製品は本来建設業自体から生ま れる

べきものではないでしょうか。

一部の大手筋以外IC建設業者の中

で新しい市場の開拓，新しい材料工

法の研究に資本を投下している企業

がどれほ どあるでしょう か。あ らゆ
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建設業全体l乙利用できるように資本

をだし合ってつくる。現在のように

潜函工法とか称して一社が特許を と

り麗々しく都心に看板を掲げてやっ

ているようでは進歩がありません。

現在ある建設省の建築研究所に助成

金をだして充実するのもひとつの方

法と考えま す。いまま で通産省の発

明に関する助成金を建設業者がもら

ったという乙とは聞きません。

上記の乙とに関述して建設業は技

術者の採用育成はもちろん，いま一

番望まれるのは法経済，経営出身

の大学卒を大量に採用して，在来の

ように単なる営業面，経理面のみに

限 らず，新しい角度より検討して建

設業の経営に参画さすべきであ りま

す。いま建設業にとっ て大切なのは

企業の体質改善であります。あらゆ

る産業が自由化に具えて体質改善に

必死になっ ている時，建設業のみが

安閑 としている 乙とはできません。

2  現在の建Ｎ設業は注文 ｾｐｉ が 大

部分で規格品の量産はいうべくして

なかなか困難であります。好況の次

にくる不況を考えると，いままでは

建設業界は安値受注をもって乙 れに

解答を与えました。

自由主義経済のもとでは需要と供

給のアンバランスよりくる安値受注

は不可避だったかもわかりません。

不足というより こんどますますい

わゆる職人になり手がない現状をつ

くっ ているのではないでし ょう か。

経営者が不況のさいは，下請を整理

すればよいというよう な，安易な気

持でいられ るとすれば大き な間迷い

です。 私が建設業の危機と称するの

も乙の乙とがそのひとつです。もっ

と合理的な不況時の操業短縮の方; 1 ;

を，好況のいまから考えておくべき

です。また現在ま での技能工の養成

方法を再検討し，適切な方法をとり

現在の技能者を擁護するためには，

場合によっ て建設業界がバ y クア y

プし て，職能別 の労 働組合を全問 ｲ ｬ Ｇｾ

1乙組織し，不況l期 こ備えるべきだ と

思います。あ らゆる企業が下請業者

を含めて体質改善に努) J している時

いたずらに建設業のみ安関としてい

る乙とはできないと思います。

都心でーは交通制限によ るトラック

などが， 日中は出入できな くなって

きます。場合によればヘリコプター

により材料を搬入せねばならなくな

るかもわかりません。社会は刻々変

化 し，よ断を許しません。新しいマ

ーケチングの開発，労働対策，施工

の機械化，問題は山積しています。

乙のさいじっ くり反省して問題にと

りくまれる乙とを希望します。

( 神戸大学施般原 中岡善吉)
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京自 ｬｓ｛ｊｾ 立博物館の創立は奈良のとと

もに! 日j 治22年 5 月 ，11寺の宮内大臣士

ブ ｊ 久ヌじの名で ｾｉｾ 府県の知事あて正式

!C通達されたのにはじまる 。そのf後表

|問育司123μ矧f句|ド-秋lに乙]現見ど治i の放 j地也がj決犬定され ，

告釦創I[ 設当 11附l時寺は約 1凶6，∞OJ川1

1凶5，3幻17引j昨干判13め) の I(刷(1削11巾h砧1であ つた。:l vl 初j

は叩国京偏向物館といい，その後点

目［Ｑｬ術室時物館 ・ 恩賜 ［ｊｾ 自 ｾｬｲ ＴｊＮ物的の ｉｉ ｾＺ

代 を 終 て }JUEの| 司立にいた ってい

る。

似i列館( 木飢) などの工引は明治

25年 6 月起工，予定どおり l司28年 10

ｊｊ 下旬唆工した 。 この ＱＱ 寺表 ｛ｉｾ ・ Ｚｷ門

および鉄抑11付 煉 瓦 続 も 新 築 さ れ た

が，いずれも 一部を| 徐き当初] の姿を

よく伝えている 。隙列世sは最初i.J R瓦

造 三 僻ｾ とする予定であ っ たが ｩＯｾ 美

大 地i五でi;l l瓦造の被3 大なるに鑑み

平家建lζ 変更した という 。設計百 I- TIIii

は片山東 ＱＡｾ および当時の内匠対技子

起 立tGtBで， ｪｫＺ ｊ 血の ｾ［Ｇｴ 中者は山岸線

. 柴Efll! h治 ・民{JLL次 ・設楽貞利t ・松

村 鉄次郎 ・吉山主主在fi. .  tfrt毎iE綱 ・矢

113欽 三 ・711 永1t i . 只術 ・矢野 l以煎 ・初

日l安次郎 ・思i頼信太郎 ・寺チ| 二米倍の

諸氏，製図は l村匠波紋手金子新] 依 ・

佐野昭で，最初日本一1--木 ，のち内匠

狭山，rJ; 分業計'i t:tで あった。| 保列館の

而積912坪19，Ｚｴ［ｬ ｩ 瓦造で ｾＢ，Ｚ ｲ 字は ＧｉＧ ｾ た ｪ ム

Ｑ ［ｾ ・ Ｈホ ー ノレＩお よび Ｚ ｩ ， Ｇ 掛 物 Ｇ ｪ →Ｈ当 ＱＱ 寺

名称ＩはＺｴｾＨ瓦 Ｔ 枚 ， その他各室は Ｓ

ｾｸ ｴ ＧｴＮ施工はも っ とも 入念な仕事が

施され，基礎はすべてセメン トモル

タノレを月j いた。床下高さ 6 尺， [苅i切.

lζ 多lil: の木炭をj 口い， :t;l i瓦および石

村 {ζ は鉄棒を入れてfl 日iJ lI l した。乙の

セメントおよび天Ｚｾ月 ｪｊ ＧｪＺガラスはド

都 立 物 自官ー博国

陳 列 館 東 北 面 全 景 ( 昭1可126. ＹＮ Ｑ ｾ ＱＺ 最〉

双山区役所用上から側面をみたもの。 平而のれ 11¥1¥'Il IC 吋る京の町 1+ 1 が品くな っていると己ろ1 [ ' 失ホーノレの大

見特 ｬ および名宝との取合せ ， フ，ｾの状況などが判る 。 述｜［ｬＡ ζ 三 ｬ 三 ｉｬ ｈ 立がみえる 。

ｾｊ 建当初の陳列館 ( i J ! 察旅 .. tl 08号 明 治28.12 所載)

竣ｊＮＺ ｲ ￹Ｎ後の ｴｩｪ［［ｾ で ， まだ樹木も見えない 。 現在 Ｑ｛Ｇ火 玄関 ＱＱＱ ，Ｉ肢に附 ｬｬｭ 物があるか ら ， c . のようには，cえないが，

ほとんど ｾ� とはない 。

105 



-

場

S

A

刊
、

陳 列 館 平 面 図

現状も小変化があるほかほとんど ｨｩｬ じである。 ｾｩＮ ｩ 列前の

図面は宮内 li 厳のものの他ー，ニあるが， ζ れは建築雑

誌 108 号所載のものによった。 1[¥111 72. 9D〆ートル， 央

行政大 64. 43 メートルである 。

陳 列 館 中 央 ホ ー ル

(生II 第健 l比1081J 所総〕

現在は ｻＡｬｩ ［ｾ的 な隔日置があったり ， 品物

が ii!l かれたりして乙んな " i Hはちょっ

と織れない。 中央の天 JI からも採光す

るためそ ζ をガラス強りとし . I司図 IC

t i ' が繰っている。住 ・天井姐りなどキ

む本格的な隊式からなり ，明治も己の

It iになると( _ ( _ までの作品があらわれ

る よ う に な っ た 記 念 的 な も の と い え

よう。

イツからの輸入A九彫刻木材は姫小船，その他j忌州桧，

外 姐 り ぺ デ ス タ ノ レ ・3:2::ri ・: 会、担当り ・判 廻 り な ど の : r i 材

は Ｑ｜ＧＱ 岡県 川 ｲ ｬ ｫ 沢医 ｬ 山 の ＱＷ イ Ｑ および大Ｎｾゐ ＿ｴ 闘 ｾ ｉ［Ｂ ] j _恨の

ス レー トは". ; .; 城県u股1t:1Wk. またi.l li 瓦は京町拡大仏お よ

び同深草で焼いた ものを用いた。 エft 総額は 161，380

円余であ っ た 。 なお ｾｉｊ や塀のほか隙列館正 ｬ 自 ｩ の ｐ ｊ 池 ・

庭園なども| 百1¥1寺に で きたものである 。

( 近 藤 豊記)

。

1. 本年 1 J l り99以所載，報告 13の拠人知の説明文は ，ｨｩｊｾ 号文献 Ｈ Ｓ )  

を基にして， さらに災地調内により加節したものである n. 市百か

ら述絡がありました。

2. 161 6月り 73J."( Wr j札 報 告18の 11本語Hi の"j :H3 および/ ，; / 説明文は ，

大阪支Ａ苫と比較のため根せた Ｇｕｽ［ｬｾｊＶ のものです。説明不卜分の点

お わ び し ま す 。 < t + 野 )
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表 門 の 一 部 (s{j 和32. 12. 141 m 

陳 列 館 中 央 ホ ー ル の 屋 根 ( 町内128.3.  30litD 

鋳鉄喫1主持t飾りの詳細と採光mガラス l召根。 ガラスは一枚一枚下端を弧J[>IC j J J 勺た千の

込んだものである。



伊奈製陶械式曾紅

本 ｾ ｉ ・ Ｑ 場愛知県明治 ｲｩ ｩ ｾ， ｬｬｦｲ￮＠ frr 川 川 市 計 700 (ftl  

ＡＮｕ ｊ［ｴＧ ｝Ｇ 務所点以剖ｾ L11
火 区 P4八丁!IM2  - 8  '，r; (551)  6371 ( 代)

人:1"<'I i務 所 大 限 市 内 区 新 町市辿 1- 23 '，r; @  5  4  8  4  ( ft l  

伊東の

衛 生 陶 器

の
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当社 の 製 品 は ポ ン デ ラ イ ト を し て 焼 付 塗 装 を して)市 ます

岩佐鍛工所
株式会泊

人: I阪 市 西 淀 川 l孟下) i J 点 2 - 3  1  

宙 論 代 表 @ 5  1  2  3 ・ 3 0 0 0  

11:. ｉｾ Ｊｩ＠ if j 守: ms ド j' uJ 1J;( 1  5  

必 B10R ⑩ 6 7  5  1  - 3  ( { ¥: ぷ )

本社・+ : 十 l 工 場

上易lli ，:j  「己

ラパトリーヒンデ

ピボ ッ卜ヒンヂ

ヨ

修

一層

日本ドFーテZック製遣株式会ji

ヒ.ポットヒン子ご

市E -
取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

ノド宇土 L 地 J に 阪 市 生 野 区 総 矢 附 町 2 2  2  電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 支 町 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1 丁目 2 J  市 結 束 京 ( 291) 1  9  2  0 ・ 4 9  2  0  

稲 岡1 出 政 所 同 岡 市 舟 部 町 1 番 地 電 話 伺 問1 ( 74 )  ｾＺ［＠ 7  2  .  :; :; 1  2  

名 ?i J_31出 強 所 名古期市中氏下 ｬ 到町 ｬ 丁目 Ｕ 排 ｾ･Ａ 市陪 名 古 関 ( 23) 7  3  6  1  



害D

汁 ｉｊｉ ンヲＩｾ克 ＧＱ ｊｊ 製造株式会粧

ル ， ｾ｜歩む
保科タリνν

1. すぺらない

2. 摩耗 IC強く 、長も ちする

3. 他のビニ ーノレタイノレK 比べ、

続が目 だたな い

4. 衛生的且つ経済的であ る

5  施工が容易で仕上が美しい

6. {Ijl び縮みがない

ｾ白ず手ヨー Ｙ Ｎ， ＱＱ



日 豪斤

特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法で施工出来る

接 着 剤

ハイダァクセメン ト

No. l  ジ ョイント用

ハイダイン No.2 貼 付 用

圏内の気温較差の著しい

所に於ても 能くその苛酷な

。

4… し 叫 ず 特

に寒冷地[ 仁於 げる 技術的困

4  

難は殆んと解決されたと云

っても 過言 ではあり ませ ん

お都屋のポイ〉トiさ

Zま材から

A惑&l;ヲ仇Lい、全ム.ド

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

工 業 株 式

4 会』

コｾ ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3 T  E L 東 京 (888) 2101 - 9

大阪 営 業所 大 阪 市 西 区 新 II IJ 北通 1 丁 目40 T  E  L 大 阪 間) 5281- 3  

出 張 所 名 古屋 T E L 名 古 屋 倒 9996 ・ 広 島 T E L 中 (2) 1019 

九 州、I T E L 福 岡 (5) 0768 ・札 幌



現 場 実 習 指 導 要 領 に つ い て 日本建築協会教育委員会

教育委員会におきましては，現場実習にi祭しある方針の下 lζ 指導せられる乙とが，実習の効果をー周忌

義づけるものと考えて昭和31年に現場実習指導. 要領を作成して関係先に ど協力をお願い申上げました。ぉ

日去をもって関係、先のど協力を得てー応の成果を納めており ます。本年度は，従来の経験を2まにして， 受入

側，学校似IJ など関係先のご: t e 見なども掛酌して，伎一! l ! に検討した結果下記の通り「現場実習指導要領」を

作成いたしました。

乙の指導要領は実習生を送られる各学校にも配付して参考lこ資するようど協力を願っておりますが，各

受入現場の関係者におかれでも本要領をど参考にしてど指導いただければ幸甚と存じます。

- 現 場 実 習 指 導 要 領 一

(  1  ) 指 導 の 目 標

イ. 建築の職場および工事現場の実態に触れさせ，実

際の業務または作業を体験させる。

ロ. 設計製図，構造，材料，工法などの実際を理解さ

せる。

ハ. 述書誌についての興味と関心を もたせ. 今後の学習

の刺戟を与える。

( 2  ) 指 導 の 担 当 者

現場主任または適当な人が専任で当るほか，現場

の係員と下請の世話役など全員が時と所に応じて指

導するのが望ましい。

( 3  ) 指 導 の 方 法

イ. 体験を通じて教える。作業または業務を行わせー

その体験から技術や知識を学ばせる。

ロ 関述ある乙とを教える。

その日の工程や，やらせる作業，業務 l乙関連した

司1柄を質問し教える。また術語や現場用語について

も教えるようにする。

ハ. 次の要領で日誌を書: かせ，毎日点検するのが望ま

しい。

O.  現場日誌の要領でその日の工程を記録させる。

( よく 工事を観察さ せるため)

b.  習得した技術，知識をノートさせる( 少しでも

覚える努力をする)

C.  その日の感想、なり反省を省ーかせる( 指導の効果

なり，学生，生徒の性絡を知るため)

ニ. 教材の例

設計製図( 製図法および図面の理解，設計D図の表

現など)

材料，積算( 性質，用途，検収，拾い出しなど)

構造，施工( 設計図ならびに仕様書と構造施工法と

の関係，作業の段取り コンクリート

の調会決定. 配筋i1: など)

ill!.伍t ( 平板， トランンツト レベルの取扱いや笑

測)

設備( 配線，配告などと主体工事とのr!l l係)

その他( 現場事務，各種の実視IJ ，養生，跡片づけ，

仮設工事，災害防止など)

( 4  ) 指 導 上 の 注 意

イ. 礼儀や作法などについても併せて指導する。

ロ. 世tr 康管理と危害予防に注窓する。環境tc不なれ，

労働の増大，互のｾＮーさなどから疲れやすく，事故を

起しやすいので十分注意する。

ハ. 異常は学校に連絡する。

実習生は実習期間中欠勤，遅刻なきように指導

し，出動のむら，その他の異常ーがあればその邸度学

校と連絡する。そのために，各学校では述絡方法

( 担当者，住所，電話番号など) を明らかにする。

ニ. 実習期間な らびに勤務時間

実習期聞は 1 カ月を標準とし，勤務時聞はなるべ

く通常の効{ ) i 時間内だけとする。

( 5) 実習生に関する報告

各職湯および現湯においては実習終了後，なるべ

く速かに個々の勤務状況などを学校へ報告された

し、。

( 以上)
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会 報 ( 5 月 分 〉

理 事 会 |

10日 3 時半- - 5 時於会鉛会議室

出 席 者 尾崎 会 長 東 畑，竹中両副会長

外 5 理事 早川監事

議 事 ( 1  ) 昭和35年度収支決算見込みの件

( 2 ) 創立45周年記念事業K 関する件

( 3 ) 現場実務講習会実施の件

(  4  ) 京都大学建築学科の内容拡充要請書提出

の件

( 5 ) 鋼管構造の講習会開催に関する件

( 6 )  i 現代建築 シンポジウム」協賛の件

( 7 ) 住宅委員会委員委腐の件

( 8 ) その他

( イ) 建設大臣表彰候補者推せんの件

(ロ〉 ラジオ大阪の 「音楽サロンの建築

家J 企画援助の件

( ハ) 第 2 回海外視察団募集の件

( 9  ) 入退会者承認の件

( 10) 報告事項

|部一 会 |

電気，管工合同部会

25日 3 時一一- 5 時於会館集会室

出席者 教育委 中原委員長外 4 委員

電気 佐藤氏外 2 氏

管工 菅 谷 氏 外 4 氏

工高! L 建築設備の学科新設要請に関する件並に設備

技術者に対する建築知識の教育 K 関し懇談。

特 総 防 災 シ ヤ 'ν ター全般

-Hn: -Ji i・

委 員 会

10日 5 時半ー- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 崎，岡本正副委員長外12委員

議 事 ( 1  ) 各小委員会の事業企画について

( 2 ) 鋼管構造講演会について

( 3  ) 創立45周年記年事業の実施について

(  4  ) 海外視察団の募集について

小委員会 (新建築見学会)

2 日 2  r時半一一 3 時半於会館会議室

出 席 者 八寸島主 査 藤田，今西委員

小委員会 (工場見学会)

2 日 5 時半一一 7 時 於 会 館 会 議

出 席 者 山 本 主 査 審，楢崎，中島各委員

小委会 ( 各種説明会)

6 日 4 時一一 4 時 半 於 錦 水 亭

出 席 者 弁上主査，藤田，松下各委員

小委員 ( 写真コンクール)

10日 5 時一- 6 時於会館集会室

出 席 者 政 問 主 査 東，富永各委員

小委員会 (若い会員の集い)

12日 5 時半一一 7 時 於 会 館 集会宅

出席者滝本主査，清水委員

小委員会 (展示会〕

29日 12時半一一 1 時半於会館会議室

出 席 者 三 品 主 査 松 下 良，松下一各委員

各小委員会とも本年度事業企画について検討審議

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ 一

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ γ ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ y ター

23j111実制作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 (34) 9004 ・9016 ・4825

本 社 及 工 場 ・ 清 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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d  

編 集 委 員 会

委 員 会

12日 4 時一一 8 時 於会館会議室

出席者上林副委員長外10委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

6 月「自動車と建築特集J 号

7 月 「第 8 回青年建築家特集J 号

8 月「建築と規絡特集J 号

( 2 )  9 月号以降の特集テーマの件

幹 事 会

24日 4 時半- 6 時半於会館会議室

出席者三村，栗原，中村各幹事

9 月「リクリェーションと建築特集J 号の企図審議

幹 事 会

31 日 3 時一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 上林副委員長，中村ー山本，栗原各

幹事

7 月号の青年建築家の選衡について

委 員 会

12日 1 時一- 2 時 半 於会館集会室

出席者中原委員長外 9 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，幹事の選任

( 2 ) 前年度委員会よりの申し送 り事項につい

て

( 3  ) 本年度事業と小委員会の分犯について

小委員会 (工高生デザインコンクール)

22臼 3 時一- 5 時 半 於 会 館会議室

出 席 者 杉 本 主 査 吉 田，増田各委員

ｾＱ ［Ｚ 年 度の設計課題，募集要項案の作成 につい て審議

特許吹付タイル・内装ー外装 用 化粧 材

小委員会 (工高の施工教育)

23日 3 時一一 5 時

出席者篠原主査，奥山委員

現場実習指導要項の修正について審議

|出一五瓦三|

鉄骨鉄筋コンクリート計算実例編集

11 日 6 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者 石 崎 主査外 6 委員

25日 5 時半一一 11時 於 会 館 会 議 室

出席者宮川幹事外 3 幹事

計算実例祭出版陀関し検討審議

| 住 宅 委 員 会 1

25日 3 時一一 5 時半於会館会議室

出 席 者 海上委員長外12委員

議 事 ( 1  ) 委員長，幹事選任の件

( 2 ) 住宅 lζ 関する冊子の出版企画について

( 3 ) 事業企画の検討

近代建築調査委員会 |

11 日 4 時一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者滝沢委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 鹿児島異人館の調査報告に関する件

( 2 ) 大阪の明治建築見学会の件

( 3 )  6 月号発表建物の件

( 4 ) 神戸市より調査賞受領の件

( 5 ) ボーリス 氏lζ 話を聞く 会の件

( 6 ) 舞鶴旧鎮守府建物調査の件

( 7 ) 発表の写真に関する件

b 弓i f Z唱戸 2 v

東 地 区 制 庖 C E Rメ泊、s κ I N

小 林 窯 業 株 式 会 社

山 本 窯 業 研 究 所

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 丁 目 1 7 6 番 地

T E し (3n- 9  0  2  5 番
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演

鋼管構造講演会

18日 1 時一一 5 時 於iffi 経会館

参会者 850名

1  諮問と題目

開会の挨拶 尾 崎 会長

鋼管構造の特徴

大 阪 大 学 教 授 工 博 鷲 尾 健 三 氏

鏑管構造計算規準について

東京大学助教 授 工 博 加 藤 勉氏

銅官構造の展望

東 京 大 学 教 授 工 博 仲 威雄氏

鋼管構造の設計

日建設計工務 k.k 工 博 多 国 英 之 氏

鋼管構造の材料と実例

住友金属工業 k.k. ・工博 寺 町 忠 夫 氏

鋼管構造の工作

川崎重工業 k.k. 工 博 吉 田 俊 夫 氏

1. /決闘

「鋼管建築J 住友金属工業 k.k. 製作

1  後援

日本建築学会支部 日本建築家協会支部

大阪府建築士会 大阪建設業協会

1. 協賛

住友金属工業株式会社

I__! ｾ ｟Ｚ 三 ｼ
6会長午餐会

1 日 正午一一 2 時 於 朝 日 ヒ J レ，アラ スカ

建築家協会支部当番で開催 出席者 15名

| 見 学 会 |

東邦商事 k.k 本町ビル見学会

設計監理 日建設計工務株式会社

施 工 大 林 組

20日 3 時一一 5 /時 参 加 者 1051う

大阪府建築士会と共催

北浜ピル竹中式深礎工法見学会

設計施工 竹中工務庖

13日 1 時一一 2 時 参 加 者 90，f，

引き続き住友生命ヒ〉レの同工法を見学

日本板硝子株式会社本社ピル見学会

設計監理 日建設計工務総式会社

施 工 竹中工務庖

30日 3 時一- 5 時 参 加 者 210，f，

大阪府建築士会と共催

| 後 援 賛 助 し た 会 |

「メートル法 と建築毛デユール講習会 j

1. 日 時 5 月 8 日 9 日 5 時半一- 8 時半

し 会 場 大 阪 府 職 員 会 館

1  主 催 日本建築字会 日本規絡協会

1. 後 援 本 会 外 関係団体

「新 J I S による建築用塗料の説明会J

1  日 時 5 月17 日 1 時一一 5 時

1. 会 湯 朝 日 生 命 ホ ーJ レ

1. 主 催 日本塗料普及会

1. 後 援 本 会 外 関係団体

「第2回現代建築シンポジウムJ

1. 日 時 5 月26臼一一 28 日 10/侍非- - 5 時

1. 会 幼 新 朝 日 ビ ) レ 朝 日 文 化 ホ ー ル

1. 主 催 朝 日 新 聞 社

1  後 援 建 設 省 ， 近 畿 6 府県建築士会協議会

1. 協 賛 本 会 外 関 係 団 体

1111111111111111111111111111111111111111111111111“"“ 111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111.1 

編 集 後 記

l田和29年よりはじまった「ほ年強築家特集号」も . 本号でW， 8 @1闘であ

る. これにより約 150名近〈の11年建築家が紹介されたわけである。'... 

お， 塘ー郎氏よりすいせんされた徳永兼慎氏は， さいそくするも原純資

料提出がないため. Jt むをえず割愛せざる得4よかった ζ とを付記する。

7 " 口IY221行法浅沼/

ヲ ＧＮＰ 句勺今ｾ，，｟

え12; 々参水谷ペインド

110 



52球大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 田J 4 の 1 0 4 @3679 ・“ 81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 ぬ

田中式

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー J L ，サりシュ・ドアー

スチサレシャ・νター・オペレーター

岡田中工業株式会事t大阪出張所

掛

川

噌

山
岨

場

所

臨

臨

応

庖

エ

エ

強

現

理

理

想

一

一

一

エ

工

出

品

れ

代

代

代

間

棚

倉

崎

幌

岡

柑

子

崎

東

京

小

川

札

盛

名

班

長

社本
東 京 飾 掛 図 区 錦 晶 町 1 - 25 

東 京 例 属 国 区 否 情 町 東 4 - 122  

倒岡県小倉市赤坂 上の 骨 ｾＳ Ｗ

神 奈川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

北 湯 道 札 幌 市 北上 過 東 4 丁 目 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・!I!ヨE雄 官量 ( 繰 }

愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西菊 井 町2- 12 ・問団組材 K K

鳥 取 県 米子 市祇 岡 町 2 - 93 ・吉 田 工務 臨

時 県 長 崎 市 嬰 町11 ・関 西工 業 ( 有 }

T E L 大 阪制1)6341 (代 表) ・臼0)6342

T E L  東京 (623 ) 代 表0106- 0108' (622)0790 

ｔ ｅ ｌ 耳 ｬｾ (611 ) 2118 - 9  

T  E  L  'J 、歯'0653 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L 場Lf.且 @6762 ・0515

T E L 盛 間 7642

T E L 名 古 鹿 缶3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 6046

練 式

会 j l

大阪市北区真砂町 5番地 電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7

1  



暑中御見舞申し上げます

士

一ゆ

有者業

壬凡

員又建

。

組沼浅

式

社

株

メ』

-:::A 

⑬ 

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表⑮730 ・737 - 9 番

庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 (351) 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ一丁目 ・電話 (54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

之猪沼浅取締役社長

本

支

所務工新

式

社

株

会CD 
新 順

本 庖 ・大阪市北区曽根崎中一丁目四三 ・電話代表大阪 (34) 9151番

支 庖 ・東京都千代田区神原猿楽町二丁目七 ・電 話 代 表 (291) 3741  

出 張 所 ・神 戸 ・ 奈 良

取締役社長

安

取 締 役

支 庖 長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地

屯 話 大 阪 (44) 3 7 8 8  (代表) (44) 2 6 0 2 番 (45)  3 9 3 番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁・目 七 番 地

支庖・出張所 ・名古屋・仙台・静岡・福岡・千葉 ・横浜・水戸・盛岡 ・新潟 ・神戸 ・沼津

庖交

博

大 阪

l

 

l

 

p

，.
，

，

 

藤 組

瀬

株 式

会 社。り

組林大

式

社

株

J 合』

-:::A @  
大 林 芳 郎

庖 ・大 阪 市 東 区 京 続 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 大 代 表 (94) 8  6  1 呑

支 居 ・東京・札幌 ・仙台・横浜・名古屋・岡山 ・広島 ・汚岡・高松

出 張 所 ・神 戸

取締役社長

本

2  



奥 村

奥 村 太 平

本 庖 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 屯 話 奈 良 県 下 回 局 477

本庖営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町一丁目五一 屯 話 大 阪 ⑪ 0336 代 表

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

営 業 所 ・奈 良 ・ 堺 ・ 西 宮 ・ 光

組
株式会社

取締役社長

@  

式 会 社建 設 株島鹿
苅

助

東 京 都 中 央 区 八 重 州 五 の 三

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 の 三 三

電 話 大 阪 (77) 代 表 3 7  3  7 番

之守島鹿長会

本 社

大阪支庖

目 組 大 阪 支 庖勝
式

社

株

会

⑨ 

大阪市東区石町二丁目五十番地 電話 (94) 6861 ・6862番

本 社 ・静岡市日出町一ノ二 電話青争岡 (2) 7171- 5番

支 居 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡 ・札 幌

営 業 所 ・会津若松 ・沼津 ・岐阜

出 張 所 ・滋賀 ・広島 ・八 代 ・熊本 ・鹿児島 ・宮崎 ・函館 ・北見

神 崎 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社今

市

阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (34) 7  8  3  7  - 8 番

居 ・姫 路 市 北 条 口 86 - 3 電話代表姫路2020

繁西大
常務取締役支庖長

大

本

熊 谷 組 大 阪 支 底

式

社

株

会@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電 話 大 阪@1726 ・1926番)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地( 市外専用 12 ・4800- 2)

営 業 所 東京都新宿区築土八幡町二二番地( 電話大代 (332) 5111番)

支 居 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横 浜 ・仙台 ・静岡・ 佐久間 ・下関 ・神戸 ・岡山 ・福井 ・長 野

青海 ・山形 ・高知 ・宮崎 ・旭川・ 鳥取 ・高松・諌早 ・北山川

3  



<tt> 
株 式 会 社 鴻 池 組

本 庖 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

電 話 代 表 @ 2  6  3  1 番

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島

佐 藤 工 業 短 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 大 阪 支 応 長 勇 内 英 次

大 阪 市 東 区z北 浜 一 ノ 二 五 匂 諾 大 阪 (23) 6731--3.  7293 

本 社 ・富 山 市 総 tlt l i愉 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノ二 本 社 分 室 ・ 同 左

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 仲 ノ 町 一 ノ ー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

札 幌 支 庖 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

出 張 所 ・神戸 ・横浜 ・岐阜 ・三重 ・仙台 ・感岡 ・宇都宮 ・浦和 ・横須賀 ・静岡 ・四日市

春 日 井 ・金沢. ・高岡 ・新潟 ・今 庄 ・川 口 ・和国J l I ・録 部 ・御母衣 ・岩清水

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支庖長 城 戸 七 太 郎

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 二 ノ ー

包話 (44) 1531  ( 10) 夜間専用 (44) 1531- 32 

。
株

A  

3三え

式

社 品 組銭

取締役社長 銭 一
角 之輝

本 庖大阪市西区阿波座上通三丁目 二務地電話代表大阪@6431番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 三

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

福 岡 支 庖 福 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

Ii J  吸 所 札 幌 ・盛岡 ・仙台 ・前橋 ・新潟 ・千葉 ・神奈川 ・三島 ・京都

神 戸 ・岡山 ・広島 ・徳島 ・松山 ・小倉 ・熊本 ・長崎 ・沖縄

⑮大 成 建 設 株 式
lZ込三 社

常務取 締役

稲 田 芳 郎
大阪支庖長

大 阪 支 庖 大 阪市東区南本町 4 丁 目20番地 ( 有楽 ピノレ内)

電 話 大 阪 (25)0778 ・4254(代)

4  



大 日 本 土 木 株式会社 大 阪 支 底

⑧ 取締役支庖長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電 話 @ 代表 5931

神 戸 営 業 所 ・神戸市生田 区下山手通八丁目凹二番地ノ ー 電 話元町④2114番

和歌山営業所 ・和 歌 山 市 小 松 原 通 一 丁 目 ー 番 地 和 歌 山 ②9869番

本 社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目三番 地 電 話 岐 阜 ② 代 表6141- - 6145悉

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 尾

庖務工中竹
式

社

株

会

パ?、

Q: 1 

本土

庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大代 表 大 阪 (312) 1  2  5  1 呑

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・静 岡 ・名 古 屋

京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・岡山 ・福岡 ・八幡

"d.， 

冨ｾ式株業工

本

錨大
⑥ 

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 話 番 地

電 話 @ 1  7  1  -- 5 番.

支 庖 天 王 寺 ・津 ・名古屋 ・米子 ・福知山

鉄道建設興業株式会社大阪支庖

① 
花

大阪市大淀区天神橋筋六丁 目五番地 (天六阪急 ピノレ七階)

電 話 (35) 6830 ・883 ・2427 ・2693

東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 二 丁 目 六 番 地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

郎房取締役支庖長

社本

回 組 大 阪 支 底戸

株式

会社

⑤ 
常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・屯 話 @ 5 9 5 1 - - 8 番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

支 居 ・札 幌 ・仙 台 ・名古屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

5  



芸 大 阪 支 居

株

3 三主
日 産 建 設@  

藤 幸

島 北 町 2 8  - 1  

2 1 9 1 - 3  

坂 青 山 南 町 1 - 1  

代 表 4 1  6  1 番

武

大 阪 市 北 区 堂

電 話 大 阪 @

社 東 京 都 港 区 赤

屯 話 東 京 (408)

取 締 役支盾長

本

会 社 関 西 支 庖西 松 建 設 株 式@  

雄逸

久保桜川町13番地

鐙町 2 丁 目41番地

(94)  8  4  3  1 番

原姥

東京都港区芝西

庖 大 阪 市 東 区 釣

取締役支庖長

ネ土本

支

電 話 大 阪 代 表

応支阪大間 組

株 式

会 社@  

勝

七O 番 地 ( 電 話 @ 代 表 5 0  3  5) 

目一番地( 屯話東京 (408) 代表2171)

屋 ・大 阪 ・福 岡

利村

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二丁目

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁

庄 ・仙 台

牧取締役支庖長

本

‘ 名支

底務工藤 木

式

社

株

会@  

目一三 電話 (94)451- 4番

三 栄 町 二 三 番 地

市 旭 町 六 六 O

丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

居 浜 ・徳 島 ・京 都

居 ・大阪市東区両替町一丁

J苫 ・東 京 都 新 宿 区

岡 山 県 倉 敷

香 川 県 高 松 市

出 張 所 ・津 ・岡 山 ・新

木

‘ーι ー

コι

大 阪 支 応藤 田 組

式

社

株

会@  

良 雄

電話( 代表) @0757@5379

区 八 重 測 四 の 五

阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

島

大阪市北区堂島中二丁目 三八番地

本 社 ・東 京 都 中 央

支 庖 ・横 浜 ・名 古 屋 ・大

村

取 締 役

支 j苫 長

6  



社設 株 式 会

社 長 斎 藤 武 幸

副 社 長 柴 田 光 三 郎

副 社 長 上 野 正 夫

支 庄 長 大 久 保 重 明

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2

建子zu  。

雲霊異 柄 組 大 阪 支 応

受話室 漆 村 重

大阪市天王寺区生玉寺町六番地の七 電話⑪1272 ・1273 ・1274番

本 社 金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地 電 話 金 沢 代表 @1266番

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋

営 業 所 金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和 歌 山

+  

組本す松

式

社

株

会

。
士

口

本 社 ・大阪市東区京橋二丁目 二八番地 屯話 代表大阪 @ 3 1 7 1

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・領知 山 ・岡山 ・呉 ・高松 ・八幡 ・大分 ・沖縄

雄村松取締役社長

阪 (44)代表 8951

京(241)代表3261

岡 ・大 阪

良 ・岡 山

井 建 設 顎 大 阪 支 庖

雲控室 伊 豆 倉 武

轄 営 業 所 京 都 ・神 戸 ・和 歌

電話大

電話東

島 ・福

山 ・奈

一一一畠

ーーー畠

・ーーー」・・

⑥ 

ド

コ
E

Y

 

務工山
主

円

式

社

株

会⑨ 
• 

来原

市 北 区 茶 屋 町 3 7 番

大 阪 間 1 3  1  4 ・1 3  1  5 番

湯代表取締役

大

屯

地

7  

阪

話



本土株 式 会組JII 谷長

⑮ 
長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (77) 4  1  4  8 ・7 3  2  2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (77) 9  0  4  4 番

取締役社長

社本

工 作 場

設 25 大

水 野 久

取締役支底長 水 野 正 三

大阪市北区太融寺町120 電話大阪 (34) 2107 ・2816・(312)2129・(36)3987

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 7 1  電 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庖 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部 町17 屯 話 (37) 8052・8277・5360

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

支 庖阪野 建水

⑥ 

株 式 会 社建 設月望
⑮ 

良B太月望
取締役社長

電話 ｾ ＶＱ ＴＭ Ｕ ・沼 ＰＵ ・ ＷＸＸ Ｓ ・ ＷＹＱＳ

電 話 ⑮ 1 1  5 ・1 1 6 番

大阪市北区堂島上ー ノー八

豊 中 市 庄 内 東町 2 丁 目37

本 社

工作所

応木 工 務

八 木 一 郎

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

電 話 @1626 ・5772 ・9256 ・8990

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 3 丁目 10番地

電 話 ⑪ 1 0  5  3  

大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 3 - 5

を入

取締役社長

本 社

倉陪 ・工作場

株

メ』

-z;:.え

〆人

' v  

• 

社設 株 式

取締役社長 矢 島 浩 三

東京都千代田 区内幸町一丁目一番地 電話東京 (591)代4181番

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 @代5837番

取締役副社長

支 庖 長 仁 平 信 也

支庖 ・営業所 仙 台 ・名 古 屋 ・福

Z 為

Z 玉S建島矢

本 社

大阪支庖

。

号

郡

8  

岡 ・蒲



。

Q  

<8> 

大 洋 建 設 工 業 株 式

取締役社長 木 戸 口 信 義

ム

ヱミ 社

本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 姻 町 五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・3880

支 庖 和 歌 山 市 南 材 木 町三丁目 二番 地 電 話 和 歌 山 ② 3 2  2  5  

営 業 所 京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 電 話 京 都 @0  4  7  9  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 電 話 泉 大 津 1 6 7 5  

株

主』

: A  

式

社 大

取締役社長 山

末 組

本 末 男

本 社 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5 電話松原526 ・黒山 135 ・61・

大 阪 事 務 所 大 阪 市 南 区 大 和 田 : r 1 電話@ 代0555 ・6345 ・6346

東 京 支 庖 東 京 都 豊 島 区 池 袋 東 1 の 4 3 電話 (971) 3 6 5 8 ・3 9 5 8

出 張 所 神 戸 ・奈 良

株 式

西 田 工 務 庖ｾ＠ 社

取締役社長 西 田 義 良R

本 ネ 土 岸 和 田 市 加 守 町 六 二 六の- * 地電話岸和田貝塚②代表7221

大阪 営 業所大阪市浪速区元町四丁目 ニニ七 の ー 務 池 宮 話 @ 代 表 5 6 6 1  

和歌山出張所和歌山市新堀北の丁 三丁 目 一 七 番 地 電 話 ② 9 4  
。

4  

合建設。郡長谷川工努盾一

取締役社長 長 谷 川 武 彦

本 庖 大 阪 市 東 区 淡 路 町 5 の 2 T  E  L  @  7646- 9 

東京支庖 東京都千代田区神田美土代町 2 T E  L (231) 1591- 8 

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長
庄 野 勝

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 電 話 @ 代 表 4 7 7 1 - 7

東 京 支 庖 東京都中央区銀座東八丁目四番地〈燃料会館内 電話 (541) 5711- 21・直通0967

神 戸 営 業 所 神 戸 市 灘 区 大 和 町 一 丁 目 六 番 地 電 話 @ 9  6  0  5  

八 幡 営 業 所 八 幡 市 本 町 三 丁 目 三 二 番 地 電 話 @ 0  9  3  6  

9  



組上井

式

社

株

A  

A  

‘' 
蔵

電話@0530・2823・4038・4782

電 話 葺 合 ② o 9  1  4  

福上

大阪市都鳥区東野田町二丁 目一五番地

神 戸 布 生 回 区 加 納 町三丁目 一番地

井代表取締役

本 庖

出張 所

組西
A  

E  

式

社

株

会

松

電 話 ⑪ 8231- 3

電話 (341)4 4  7  6  

電 話 ③ 6 0  6  0  

電 話 富 雄 3 0 9

電 話 芦 屋 2 2 2 6  

佐 藤 音

大阪市天王寺区上 本宵七丁目 二 番地ノ ー

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 審 地

神戸市生 田区下山手通四丁目四番地ノ ー

奈 良 市 学 園 町 南 二 丁 目 九 一 五 番 地

芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地

取締役社長

本 社

支 庖

出張所

出張所

営業所

グ琴、

ＧＪｾ＠

組岡
株 式 会 社

@  
良R

電話 (312)0776(代 表) - 0779・0770番

岡

大阪市北 区堂山町八九番地

東京都中央区日本橋茅場町

二 のー( 共同 ピノレ)

京都市右京区嵯峨明星町一

取締役社長

底

底

本

支

1 番7  2  8  (661)  話屯

番8  1  5 . 2  1  4  (86)  電 話庖支

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

勇

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通一丁目 三一番地 電話 @ 代 表 5801

東京都中央区日本橋江戸橋栗本鉄工所内電話(271)代表6371

和 歌 山 市 関 戸 高 松 二 五 六 番 地 電 話 ② 8 7 7 7  

上村取締役社長

本 社

東 京 出 張 所

和歌山出張所

組井坂
式

社

株

会

⑮ 3  

1台

電話@9331- 4

電 話 @ 3 9 2 8  

盛

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 六 番 地

京 都市上京区寺 町今出川下ノレ扇町二六七

崎
l

 

i

 

---a'' 

代表取締役

本 庖

出 張 所

10  



@  恒三主ｾ ｴｾ ーｾｾ
エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ

ホイスト ・リフ ト・ クレ ー ン・エスカレ ータ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ビ ル

電 話 大 阪 (35) 3 8 1 2 ・4 9 8 7 ・9 3 3 9 ・7 0 7 1

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 仲 御 徒 町 1 - 66 電 話 東 京 (831) 7949 

工 場大阪市東淀川区小松中通 5 丁目 6 番地ノ 2 電 話 ( 38) 03 63

最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カ ー ペ ッ ト 、 タ フ ト ン ， 唱 " 鍛 通 、 モ ケ ッ ト

---
椅 子 張 地 、 カ ー テ ン 地 ‘ . : 別 珍 、 紡 毛 糸

佳 江 織 物 株 式 会 社

本 社 大阪市南区安堂寺橋通 4 ( 御堂筋) ( 電) 大阪 (25) 代表81番

東 京 支 広 東京都港区芝田村町 4 番地 ( 電) 東京 ( 431) 代4166番

扉 ， 5 5 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

t:: ift 吻ト包: ，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 快 矢 柄 IIIT 一 五 一 千件 I也

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716)  0188 榛

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コ ン ク ソ ー ト ノ マ イ ル ・ コ ン ク ソ ー ト フ ロ ッ ク

助管・t!豪延・ヒューふ管・衛生偽審

モ ｉｾ 守，ｾ教 ｦｯ ・・ Ｑ ワ・スｾＮーサ・各種コシヤリート製品ー或

⑮森延窯業株式会社
取 締 役 社 長 森 下 延 孝 ・ 専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町三 一 電 話 制) 2420 ・8217

11 



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 稜 お 願 い 致 します一一

ム

一品

会

株 式

会 社

設 計施 工
生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

22 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

広 大 阪 市 西 区 江 戸 掘 一 丁目 60番 地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・事1
1戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

広

所

支

出張

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201):3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 娼 通 大 同 ビノレ714号

電 話 大 阪 @15 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 @ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大 正 二 年

電 気 ・ 暖 冷 房 ・水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式/ レーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

広

庖

后

株式

会社

東 京

阪

幌

大

キL

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南医)1原康J 1IJ 通一丁目四四番地

屯諾大阪⑧代表4496- 8 ・4993 - 4務

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

電話K281)J1iii6505- 8番

金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

1.5 本

名 古 屋 広

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設

設 計 施 工

社

1

・
A

氏

U

に

d

司

よ

句

A

η

L

F
h

J
U

F
h

d

n

u

v

n
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1

i

o

o

q

L

'

A

勺
，

ヴ

'

ワ

l

n

4

R

U

A噌

表

表

的
伊

表

表

明

代

目

代

代

一

肌

@

@

③

@

一

地

務

都

話

話

語

話

一

番

1

電

位

白

色

白

一

M

7

，

ル

目

町

一

目

l

目

白

下

丁

一

丁

5

7

了

原

2

栄

一

1

6

1

松

通

一

通

表

町

町

通

狭

代

一

掘

村

木

丸

長

一

佐

代

田

材

烏

北

千

一

土

芝

区

区

区

一

区

@

区

中

京

岡

市

一

酉

港

市

下

生

一

市

話

都

屋

市

市

岡

一

阪

京

古

都

戸

一

大

電

東

名

京

神

福

一

. 6.  

コ玄式株業エ賀

東 京 支 庖

名古屋支底

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

須

日妥冷房 ・環境衛生 ・水道 ・包気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

荷 役 俊 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 買民男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 麗 繍 三 丁 目 一 審 地 氾 話 (202) 代 3 0 7 1  

本 社 東 京 都 千 代 BJ 区 有 楽 町 一 丁 目 十 番 地

支 自 ・ 出』茨所名古展 ・ 福岡 ・ 札幌 ・ 広島 ・ 仙台 ・ 金沢 ・ ｾ山 ・ 高 松

工 場 ・鶴 見 ・六 郷 ・高 槻

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装置

設 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置 エ

式

社

株

会

社

支 庖

大阪市 北 区中ノ品 二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

篭話大阪⑧6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三7 目七

名古屋市中区西万町二丁目-

阪

材

大

建
西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51 電話大阪@3 415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京( 451) 5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 包話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ピノレ

株式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2 6 1  3 ・ ( 代 表) 9  4  3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁目 1 の l

m 0  1  7  7  8 ・4 3 8 6  

名主屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 ⑨ 0966

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) お46

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 包 ② 1 3 7 5

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 宮 田 町 一 六 137031⑧6793

東京都中火区宝町二 ・六{ 村哲ピル2階 )( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑨ 182. 0  

福 井 市 宝 永 上回IJ - O 瓦 1596 

松江市東本町四丁目ー凶九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 ニ 0 1158

株 式 会社

本 社

出張所

営業所

出張所

12 



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

m話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東 京 都 中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 岡 町 3 6 0 蕃 地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ 島 3 丁目 3 務地( 朝日 ピノレ 8 階)

む 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁 目2 番地

生

置

暖

温

l慶 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興

本

社株式会社

A

Q

一
品

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目一番地

電話大阪 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 番

神戸市生田区下山手通八丁 目三三 也話元町0 3035帯

京 都 市 中 京 区 高 倉 通三条下ル 電 話 上③ぉω昏

' i ' I 森県三沢市上久保 三 一 m話 大三沢36按

商株式会社

后

本

支

神戸出彊所

京都出強所

三沢出張所

温湿度調整装置、暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 宮 田 町 30 屯語大阪@jjSEmL。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 GV 2  8  9  3  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・ F野生設備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

京都 rli "1:' 京区両替町通 リ剣i小路上ノレ

匂話 @ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋・北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町沼話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 庖

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

社

蝿房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪速どノレ 六 階

電 話 大 阪 ⑧ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5  

( 代) Ｙ ＸＵＱｾＹ ・ ＹＹＵＱｾＹ

東 京 都 千 代. 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

泣 話 東 京 (291) 8  0  0  2  ｾ＠ 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

和調

工

気

生

空

衛

施

年

N

C

換

フ

計

剖

担

。

房

設

ム

官。

大

京東

本 熱 学 工 業 株 式 会

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電話大阪｀Ｈ代 Ｉ ＵＱ Ｗ ＱｾＳ ・ ＳＶ ＴＳ

東 京 都 千 代 間 区 神 田 和 泉 IIIJ 1  

電 話 東 京 (866) 7 6 8 3 ・7 7 1 6 ・2594

下 関 市 大 和 町 3 3 大 和 ピ ル

匂 話 l ? i i I 0  8  7  6  

社日

本

東 京 支 庖

西部営業所

出強所

ー+ 一一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチー J!- ・アルミ・サッシ・ドア ・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 PIJ 1  ( 大 ピノレ)

電 大 阪 代 (44) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピル)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 呑

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

13 

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 エ . 業

大阪市 北 区中之島 Ｔ Ｍ ＳＹ 電 ｀ＶＶ ＷＱｾＵ

東 京 支 宿 東京都港区芝浜松岡J 2ー 7 ¥Il (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 也 ②2203・③5374・5969

仙 台 支 庖 仙台市元寺小路( 五域ピ J レ) m② 8061・③'. 926 1

名 古 屋 支 底 名古鹿市中区東陽町 6- 5 1li @ 1270 ・1484

広 ぬ 支 后 広 品 市 大 手 町 8 - 155 電 ⑤ 7 9  4  9  

楠 岡 支 応 福 岡 市 灘 研 町 3 屯 @ 0788・@ O29 6

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 郷 北 通 3 丁目 4 6 務 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

* 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

ffi 話 ( 921) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出彊所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

所事量営



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 粍 お 願 い 致 し ま す 一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

k =  

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5451 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

ゐ

宮株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区! Llf' 的 IIII 八 O

包 括 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 蒋

東 京 支 底 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目十二

屯 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・ 広 島 ・福 岡

. 6.  

::z:s; 式株

.t:::: 

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業

，ｾＡＺＡ Ｎ＠

同

電 気 工 事 全 般 設 計 施 ・ エ

社

. 6.  

::z:s; 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校町二五番地

電話大阪代表 ｾ Ｘ Ｑ ＳＱＭＴ ⑧ ＷＲＶＳ ・ ＲＱＴＴ

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村
会

.
，

取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

氾 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜必町( 大門ヒソレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

信原栗取締役社長

4 会』

コヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 例 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5(4: 1)7464 

大阪商 ・北海道 ・名古屋 ・四日市・福山福岡

.t:::: 

ヌL電トマヤ株式会社

龍本山取締役社長

ネ土

東京営業所

本

盤

芭

霞

ぴ

作

社

包

装

警

告

紋

地

印

刷

帯

地

縮

時

地

域

受

止

動

一
-
計

、
品
目
地
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~

四

5

帯

5

一

刊

酢

1

4

.

防

自

タ

設

a

z

-
-

=
一
3

六
山

剛

才

2

5

4

転

一

器

.

町

1

一
5

十

周

四

5

士

3

盤

遠

視

ヒ

機

C
綱

M

T

o

h

了

6

二

日

川

屯

沼

監

ス

気

4

m

A

m

一

町

H

三

日

町

l

間

分

時

方

一

泊

3

=
h
銅

山

…

安

静

内

k

i
山

位

向

次

酬

株

点

制

け

い

閉

山

ト

…

刈

冠

制

強

・
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印

私

東

山
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畑

笹
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7

E

配

電
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4
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廿

持

品

業

+

区

九

中

市

川

川

用

・

監

当

調

都

港

市

阪

市

作

盤

笹

川

一・

1
・

京

飴

脚

結

晶

時

節

問

点

操

作

装

ト

チ

電

東

軍

也

大

従

名

署

也

広

動

操

動

γ

ケ

d

社

場

底

所

所

所

自

ぢ

自

コ

t

-

-

張

説

浪

1

E

タ

+

T
本

文

M

J

r

E

機

遠

度

フ

-

引

m

MM

動

動

湿

種

一

A

!

京

阪

剖

問

砧

電

自

温

各

ク

森

東

工

大

名

制

広

rli 張出

事エ気

計 ・

電

設

電 気 工 事 設 計 施 工

社

エ

.t:::: 制←- . p . . . 6.  

ヌL 予，..エ 云云

取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 品 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

I u 癒 大 阪 局 ③ 9 5  3  1  ( 大代表}

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 リ 四 丁 目 十 一 般 地

電 話 大 阪 局 @ _ 5 2 0 1 番 ( 代 表 ) - 3  

出強所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

m 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 醤

施

電陽朝

社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T50(堂ビル 3 階)

電 話 (31 2) l 4 ? 1 (代 ) - 5

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁目 51

fr.t 話臼日 5 1  4  8 ・6 6 4 6  

東京都中央区西八丁堀 4 丁目 10番地

;後関ピル 3 階) 電話 (5 S1.)  5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 回 7 1 4 6  

. 6.  

コヨE式株機電宝

庫

庖

本

倉

支

営業所

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社
ゐ
一
品式株

k =  

ヌL

ｾ＠

庖本中
社

必』

::z:s; 式株

.t:::: 

ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 回 一 五

屯 話 @5143 ・5373 ・9594 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 了 目一 一 三

電 話 @ 2  1  9  3  

正本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 ( 371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機 器 工 場

資材倉庫

出51所

14 



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

.. 
シ ヤ

必』

コ:s;商アタ木鈴社

.<:>. 

x <  式株

電 話 @0098 ・5837 ・8729 ・6810大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

③ 1  0 8 6  

電 気 工 事 股 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示ヱ場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

話電金 沢 市 三 構 町 7 - 1 7  

骨

エ

北陸営業所

鉄

施

量

計

軽

設

取 締 役 社 長 縄 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ( 94) お31 ( 代) - 5  

支J i ! i 名 古 屋

出彊所 東 京 ・ 岡

キ土

場

本

工
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バ

社
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株式会社

T E  L  @  9055 ( 代表)大阪市北区堂島北町16

ド床・床材料リグノイ

....-.:::.. 商 月 報 無 料 送 呈

. . 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町ー0 一七書地濃町駅貨物入零門前

電 話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

製造・販売・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南姻江上通一丁目三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

腐本

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネジー卜

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区間辺東之町 3- 109 電 大 阪 @ 9  0  8  6  

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3- 54 電 大 阪 @4370 ・7筋。

広 島 市 比 治 山 本 町 1 1 8 0 電 広 島 @ 4  9  6  7  

東京都新宿区花 園 町 ＴＶ 電東京 Ｈ ＳＵ ＱＩ Ｕｾ 抱・ Ｕ お Ｔ

株式

会社

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

包 話 @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 宵 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

底

CONT RACT OR 

負

装

請

塗

事工

PAI NT I NG 

装

林

塗

本 社

営 業 所

出張所

出張所
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TEL. 大 阪 @1756- 7 ・ 東 京 @ 1335 



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

m 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 |町 18 喜子地( 衆 用車ピノレ 3 階)

電 話 @ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) @  2578- 9 

福岡市橋口町15番地の1 (サ γ ピノレ3階) @8825 

本社及工場

名古屋支! 苫

福岡出張所

大 阪 支 応

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

ンロプ

| 白 蟻許特

所防予滅殺式平松

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

ブ ロ ッ ク

セ ン ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

電話 奈良 4 0 9 8

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 佐橋包停曾根崎新地西入) 電話大阪@1幻4 - 6

支 后 ・ 東 京 ・ 神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

の 新 建 材u.. 
簡管・錬i s. Ｎｴ ＮｬＭＦｾ を

ベン手t-?ー'1.シ京寸し

⑩.  

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ シ

九徳夫J t . 弘

美 猿 ， 、 本 '1

'1 'Z"  ｊＮ 守噌ｾ

叉 Ｍｊ てＭ ｾョイナー

曾

τ

釘

商

r

u

幸

呪

一

一

一

畑

制

量E

防 火 扉、倉 庫 扉

各 種 商 格 子

高 級 諸 種 錠 前 及 鎚

設 計 ・ 施 工 其 他

ム 金 庫、鋼 製 保 管 庫

クーレヒシデ式金庫室扉

金庫室扉、マシ ホー J レ扉

耐 火 書 庫 、 銅 製 抽 斗 箱

株式

会 社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 4 丁 目 40

i 話 大 阪 @3827 ・4345 ・5従> 4

大 阪 市 旭 区 赤 川 町 1 丁 目 5 4

2 話 大 阪 @1  8 3 3 ・7 3  5  7  

業 社エ大 谷 金 庫

場エ

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

事

事

式

工

工
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作
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時
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E
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物

建
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外

建

家

内

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話 奈 良4的 8

U.I液 所 系 良 市 春 日 町 尾 田 組 内 電話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

設 計施 工

製 品 製 造 発 売 元

+
ム

+

A

E

 

会

ω

u

式

の
1

朱

九

回
一

U

幸
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幻
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』

円
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逮
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⑨ ( 創業大正 7 年)

《 二葉屋装備工業株式会社

、 『 取 締 役 社 長 若 林 繁

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

匂話 i天六電停西北 2 丁)

大阪 @3321 ｾ＠ 3 ・3630



p
u
u臨

れ

種

売

点

m

w

剖

刷

町

小

各

随

p

受

芳

お

紘

一

吟

掴

品

監

瓦

式

主

F

1

1

阪

句

慰

謝

W

短

大

大 和 洋 瓦

雨風に強く綾勾配に最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

組 大 仏 瓦 伺 和 洋 瓦

美術タイル・工事情負

京都市東山区今問野池間町九 ⑥ お55

室長鴇諒詰RZ二千E g211i 

発 売 元

大 仏

本 広

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高鹿橋二丁目 ) L 野村ヒソレJ i . 附

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 1'存

張出阪大

ナニワ緩勾g2麗

止
防情

量

奈

風

軽

入

聖

地

漫

服

安

局

ナ

ニ

ワ

瓦

機

式

会

・

拡

大

阪

市

浪

謹

一

訂

一

T

目

七

四

ニ

霊

堂

口

六

五

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道野里匂停前

製 造 元 東 京 サ ン ヒ ッ ト 掬 会 也 大 阪@0417・4091

決然えない建 築 資桜

[illQι 置温置: 1

厄憲ヲヌ粛~ド

努ｾ対ートＭｾ
絡対に亀裂左生 じない劃期的下塗壁材

凶i匠草履兎直

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野宿膏太阪支底

本

17 
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ｾ百
綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリ ート 造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラス ・ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式 f織本式) ヂベル及クランプ 《

魚、 印 刷

地質部 ポー リング ・建築物基礎工 、， v  

事の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

〈旧総本建築設計々算事務所 ・織本特殊本海造研究所 ・合体)

東京都 中央区日本橋かきがら町 3 の2 匂話 ( 671) 臼43 ・7007 ・7062

.
，
 

l

 

l

 

• 
-

‘. 

新 日 志 望 11 ← ・織 の

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 → IIκ ピロ〉聾

I 壁
‘ ー ・ パルプの日本座敷墜材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 争

ωす芯' かベ'

新ωすぎかぺ
‘ ー ・ 吹付のできる京砂壁材

夫 翠 目

製造発売元 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 締 電話 大阪 195756- 9  

営業 所 明 石 市 西王 子町 1 丁目 3 9  電 話 明石 5  8  5  2  

営業 所 福 岡 市 西 白 人 町 1 番 地 電話 徳 岡

18 



ゾ

の

ン

色

レオ

静 か で

くさらず

永 久 に

規 格 寸 法 種 類

25' %， ( 8  分) 鉄枠丸平

30

m
/m ( 1  寸) イモノ枠丸平袖

36弘 ( 1寸 2 分) ナイロ ン 枠 丸 平

43弘 ( 1寸 4 分) 三種類アリ

_ 1 1 1  向 山 ; l '  ｡ＮＮＮＮ･Ｎｨｾｾ ・ｾ

-

[ 日本レイヨシの NI P P ON R A Y O N  S  

Ｚ手レ Ｚｉ ｾ￸ Ｎｩ
1 - 7 '川向ー' 、。噌・-

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

手 軽 に 貰 え る

豪 華 な 品 質 . ノ

.  }' ¥イ ル は ナ イ ロ ン 1 0 0 % で す

か ら 、 摩 耗 に 対 し て 強 く 、 永 持

ち し て 経 済 的 で す 。

・裏 は 特 製 ス ポ ン ジ で す か ら 、 心

土 也 よ い ク ッ シ ョ ン が あ り ま す 。

・ 染 色 は 鮮 明 で 美 し く 、 堅 牢 染 で

す か ら 、 日 光 や 洗濯 に 対 し で も

変 ・ 祖 色 し ま せ ん 0

・ 軽 く て 取 扱 い が簡 単 で す 。 ゴ ミ

は 電 気 掃 除 機 で は 勿 論 、 ふ つ う

の ほ う き で も 簡 単 に と れ ま す 0

・ 施 工 方 法 は 簡 単 で す か ら 、 容 易

に お 好 み の 寸 法 に 仕 上 げ ら れ ま

す 。

。へ . a 三主 ζ 手.

;j ) l五‘ ブむ ソ1... ) 1... 

f矛 藤 高 株
4

宮 ヰ土式

19 



ク ス 床 材 の 決 定 版 ノ

TL宅ザ--r1f.7日・，) グ

TLモザ11'1・7 目‘ y 1f

切除フローリング はランバーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定していますから

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位の格安です

* ブロック は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ま す 0

..( 各 々樹種はなら、さくらがございます )

天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代狸応 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 備 楓 6 丁目 2 1 電 話 大 阪 ③ 1 0 2 5 ・5 1 2 7

:n:: 造事ｾ

小野田ノマーライトの特性を活かした軽量 ・断熱 ・耐火 ・吸音

防湿の諸点が特に卓れた強化気泡コンクリート板

塗装によ って人造大理石が簡易にできる特殊 色七メント

⑩ Jll 野目立ロック顎

の

20 

御 間 合

東 京 エ 湯

神 戸 工 場

名古屋エ渇

せ は 量 寄 り 工 場 へ

東京都江東区深川豊州 l の!

神 戸 市 灘 区 灘 浜 町 3

名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 l の l



防 水 工 事 施 工 に 望 む

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の一 つ で あ り そ の

良否は建築物の死命を制すると言っても過言ではない。

外部に見えないと 言 う 理 由 で 或 は 又 そ の 効 果 が 年 月 を 経

てはじめて表われると 言 う理由で不当な競争の結果粗雑な

工 事 に 趨 り 或 は 一 部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 〈 出 来 る と

云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極 め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上

を阻害すること甚しいものである。

アスフアルト防水工事は今更こと新し〈言うまでもなく

適 切 な 材 料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か

もそれは明確な責任を伴うものでなければならない 。

建設省阪逮 ＲＲ 号 ｉｾｒｊ 出 資 金 600万 円

亙西日本アスフアルト事業協同組合

Ｑ 品・Ｎ・・ｾ・ｾ・Ｚ・Ｚ・山川ＡｑＡ・［・ｾ
ｾＭ "  ... ........-IIW"Iー i - . ..， 

ｾ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・ｾ・ ｳ とｾ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・ｾ
・ｾ子Ｚ・Ｚ・Ｚ・Ｚ・万三ｬｉｉＡ￬目

白:::;:;::::::::::;;Wil
ｾ＠ ""V"IInIlIIJ…............. 
・・・・・""・・・・・・・・・ ιι 、・ldI圃圃圃・ＢＢ・・・・・・・ｾｾ
・・・・・・，..・・・・・・・・・一・ ・... 1" ，，*.  ＮＮＮＮ・ｾ・ ｉｗ

ｉ ｉＡｑＡｩｬＡ・Ｎ・Ｎ・Ｎ・Ｎ・ｾ・ ＰＱ ・Ｚ・ｾ・
ー…一一・，. . . . . . .・・・・ＧＢ・人・Ｎ・Ｎ・Ｎ・ム・ｾ
・・・・・・ｾ li>>ii.'Vl・I W・・・・・・・・ ＢＢＢＢＢＢＢＢ・ＮＮＭ噌 ιｾｾ ・一一.一一....，ι . . . . .  ・・・・ Ｑ ・ＱＩＱ・Ｚ・舟←ｾ叫・Ｎ・ ＵＱ
・・・・・・ｾー｟ Ｎ ーソヱｌ ・Ｎ・ｬＧｩｉ
ー- … - 一11・・・・・・・・・ューι--
・・・ ｾ・ ｾζｾ ・￭ｏｃｉ・
・・・・・・・・ ｹ ・・・ Ｂｲｾ - r wwa: : aa: ;  Ｑ ＱＱＧ・ＱＧｩｉｉＧｩｉｾｾ長ヨ・・旬、ｾ
・・・・・・・山・ ｾｉｉ 、，・Ｎ・ ｮｬ ｬ 、ｬ￰￰ｉ
ｉｾ 〆、ｉｘｊＦＡＡＡＺｉｉ・Ｍ・

・・・園田・!!j!II!jN!iiII"""・三・;・l1li・
圃園田・Ｎ・ＮＮ一ｬｩｉｍ￰ｩ、 、 ｾ・Ｚ圃

ー- 一一一・・・・・・・｟Ｎ ， ・Ｎ・Ｎ・ｾ・回

一一- … ，一ｾｾ一…一・Ｍｾ圃 ｟，ＩＮＮＡ・ｬＧｩｉー・ｾＮＮＮＱｉｩ・［・Ｎ
・・・・・・・・・・・ """".__一............. 一一一γ . ο [ J D I

一 一 一 一・・・・・・:・・.."'"恥，...，.."'"、"'".............-.........、，.."..二.""""
…，ｾ一Ｍ一一一・

fffttttt? 

大 阪 市 西 区 京 町 編 l ノ 7 4  ｔｅｌｾ “Ｉ代表 ＵＹＵ 1  夜 間 管 理 人 室 用 例) 9910

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 I 3  ( 田島応用内) T  E  L  (866) 代 表 6 1 0 1  
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燃 え な い 家 を 造 り ま し よ う

わ が 国 で は ， 毎 年 火 災 の た め に 4 0 0 憾 阿 に 近 い 莫 大 な 倒 失 仁 大 き な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

私 途 は . 一 日 也 早 〈 こ の よ う な こ と か ら 解 放 さ れ な げ れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 雄 策 材 料 が 必 婆 で す 。

当 社 で は . こ の 要 望 に 応 え る た め に . 級 i庖 の 建 築 材 料 と し て ， す で に

欧 米 で 大 量 に 使 用 き れ て い る 「 純 血 形 鋼 」 を . 当 社 川 崎 軍 基 鋼 所 の 新 鋭 技

術 で生 産ーし て お り ま す 。

こ の 「 軽 猛 形 鋼 」 は . 帝 王 く て 丈夫 な 「 樽 鋼 板 」 を 冷 問 成 型 し て . 各 般

の 形 鋼 を 大 量 に 生 産 す る も の で 価 術 也 低 廉 で す ;

角 形 鋼 管

角 形 鋼 管 は 断 面 性 能 が 著 し 〈 す ぐ れ て お り ま す の で 、

形 鋼 を 組 み 合 わ せ て 溶 嬉 し た 角 形 鋼 な ど に 〈 ら べ る と 、

溶1轟の必要がなく 、均 質 で 信 頼 度 に 寓 み 、 軽 量 で 取 扱 い が

た や す 〈 な り 、 そ の 上 経 済 的 で あ る な ど 有 利 な 特 徴 を も っ

て 封 り ま す 。

。

住友金属工業株式会社

本 壮 大 匝 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表) 大臣 (202) 2四 l

宣 祉 東 京a千代田区丸ノ内 l 丁目8ノ6( 続住友 ピル} 電飴{大代表) 東京 ( 2102211

緬 岡 骨 量 所 緬 岡 市 買 神 町 5 8 書 { 天神ピ ル8 帽) 電醤圃同開 51叩 お 担

広 島 骨 量 所 広 島 市 眠 島 町 8 昏 絶 {広 電 ビ ル 内) 電話広111217471 .  7596 

名占置官量所 名古血市東区久直町5 9 ( 住宜商事名古置ピル} 電臨名省量制1欄 位 認

仙 台 骨 量 所 仙 台 市 東 l 暑 町 1 1 東 1 書 T ピル内 育館柚創初日1.15腕 43

札 楓 肯 量 所 札 帳市北大通商4丁目副住友生命札帳ピ ル内} 電 話 札 幌 1410 3 7  8  



施工

近畿電急エ李抹え合斜

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

当 社 へ

電気工事 .f・

取 締 役 会 長 佐 藤 太

取 締 役 社 長 大 森 久 司

本 庖大筋音関口玄南爾田TI l 電宮古( エ刻 、 現 大 阪 312ー 1281

指 茸ホ支社 大 阪北 ・大 阪 商 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 姫 路 ・奈 良

和 歌 山 ・ 滋 賀 * 名 古 屋 ・広 島 ・東 京

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

剣勝

ドライJII' ぺ外Z理

ド ラ イ ブ イ ッ ト・ド ラ イ ブ ピ ン

ドラ イ ブ リ ベ ッ ター・ ド ラ イ ブ リ ベ ッ ト

製 造 元

日 車 ド ラ .....7.. --r ・・，ト株式会本企

東京・ 大阪 ・名古屋

3 4 - 6  4  4  4  

3 6 - 8  7  0  9  
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大阪市北区絹笠町11
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トア妙ノ く ｅ ［ｉｾｉＭ

回忌包〆ント

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6階 電 話 大 阪 (36) 3351--6 

本 社 東 京 都 千 代 田区大手町 1 丁 目4 番地

事 務 所 北 海 道 ・東京 ・名古屋 ・関西 ・九州

出 張 所 仙 台 ・ 広 島 ・ 高 松

釧路・函館 ・青森 ・下板橋 ・横浜 ・新潟 ・名古屋・大阪 ・小倉

ヨ-キヨ-セメント

| 大阪窯業セメント株式会社 l

本 社

東 京 支 唐

名 古 屋 支 庖

工 場

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 l 丁 目 2 5 新 大 ピ ノ レ 内

東 京 都 干 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ピ ル 内

名 古 屋 市 中 村 区 住 友 銀 行 名 古 屋 駅 前 支 庖 ピ ル 内

大 阪 ・ 伊 吹



Jl t 野 田 小 野 田
主日血

通 ポノレトラ γ ドセメジト

ィ、聖子回 早 ｾｭ＠ ポノレトラシドセメジト

小 野 田 ダム用( 中庸熱) ポノレトランドセメ γ F

小 野 田 ν  リ カ セ メ ソ

小 野 田 高 炉 セ メ ソ

ぜ' V ' J塑FooFEv  

小 野 田 フラィアッジ ュ セ メ ソ

小 野 田 白 色 ポノレトラジドセメン ト

小 野 田 カ ラ ー セ メ ユノ

Jll 野呂セメシト

キ土 長 安 藤 豊 予築

東京本部

大阪支庖

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

宇都セメント令

宇都普通セメント

宇都超高級セメント

宇都中庸熱セメント

(; ll 合セメント ) 宇都ポゾランセメント

( セメント ;ll 利材 Fl y As h) 宇都ポゾラン

軽量骨材 ( 1型E 型E 型) 宇都パーライト

一

報

し

だ

い

説

明

書

急

送

し

ま

す

セメント・石炭・化学肥料・カプロラヲタム・. 械

• v  
宇 都 興 産

25 



隠烹可;号示r川--山;弓読昔昔サ.九.主IトI己 . コ 引 匂

7 7 1 - ( 7' 議・ド

(  ) 査定不鎗紛・録鑑石線耐 火事直)

完全耐火性

トムレ 'v ' l X

識ｾ
日 本 ア ス ベ ス ト 橡 式 会 社

'" Ii . 車&II<f>9! 1! 量直 116 の3 電 ( 572) 0321. 0331( 代}

大 幅 貰 庖 克服南町巨塩町通 4の 25 電絶唱 (25) 5・9 ( - 1  

名古哩王居 名古壇市中E 下構;m l l7 電 商 (32) 6 5 9 1  - 5  

九州主庖 幅岡市轟院大量。 2">8 1  電晴間{ 両) 17・7 2127 

札鴫畠冊踊 札曜市北三轟西2 T 冒酉向 電 (2) 制 η( 3) 52咽f引茸圃

ＱＱ ｾＧＺｾＢｾｾＧ［＠ .¥..:.' ｾＧ，＠ ' . τ .  i.:'; 1  '::;.'-! ｾｾｴＺｾ Ｚ 山

Ｎｾ亨最高の品 - 新じい建築資材

ｅ 冨吉田ｾヨ ｾｪ . . . .  

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材
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③ 回

日 乗 ラ ヌ ボ ー ド

日東ポ. ード用プラスター

リフ" フ。レりノフヌ

ヨ り 〆 リ つ " ラ ヌ

ャ ハ ヌ " = ラス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フ工ルト・ルーフインク.. 

材商奮連材部
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飽 工

フ ェ ザ ー グ ラ ス の 主 な 特長

1. 保 温 ・保冷完工ど断熱材として効果が大きいと

と

2. 阪 音 効 果 がす ぐ れ て い る と と

る. 非 常 に 限 量 で あ る とと

4. 不燃 性 で あ ると と

5. カピが 生 え た り く さ っ た り せ ず

耐 久 力 が あ る と と

6. 水 ハ グ が よ く 吸 湿 性 が 少 な い と と

7. 運 搬 切 断 加 工 取 付 が か ん た ん で

も 早 く で き る と と

仏 政鍋 が 少 な く ム グ が 殆 ど な い と と

小 型事力性 が あ り 突きつけ昔日分がピッグリ合う

の で 勲 ロ ス が な い こ と

窃 … 吋 し ま し ょ う

j《ラマヲ〉ト稲子 l
. 資料造皇室 ・本 誌 名 を ど 記 入 の 上 ，下Zヨへと的求

くだ さ い

パ ラ マ ウ ン ト 硝 手 工 業 株 式 会 社

東 京 ・中 央 区 ・ 八 重 州 6 - 1

27 
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株 )

大阪市北区神山町26 ( 宮国 ピノレ) @ 6 5 0 1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 測 端 2 1 6 9 高訟 ③ 3 181

サ ツ ユノ エ 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町 1 ノ44 ③ 3 5 6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0  @  6  3  0  1  

( 株) 岩 住 鉄 工 所

大阪市西淀川区千舟束 2 ノ31 @  5  1  2  3  

栄 進 鏑 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町2- 2 ③ 8 2 6  1  

( 株〉 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 @ 7 1 7 0  

大 阪 機 工 ( 株)

大阪市大淀区登崎西通 1 ノ 4 @ 0 6 6 4  

阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 l ノ 6

( 株) 大 阪 鉄

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4

( 022) ②3323 

エ 所

1@1 2 5 4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

笠 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 @ 0 6 6 1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 I l IJ 3 ノ 15 ｾ＠ 1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 (08) ③4343  

( 株〉 関 西 鋼 業 製 作 所

大阪市城東区野江中之町 2 ノ 5 ③ 5 5 0  8  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 間J 1  0 0 2 広 島 ③ 6 6 1 6  

三 機 工 業 ( 株) 大

大阪市東区高麗橋3- 1( 東綿 ヒソレ)

昭 和 銅 機 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3- .155 @  6  0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼ケ崎市南竹谷 IUJ 2- 89 電 話 (40) 6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 久 保 田 501- 1 新居浜 4 0  5  3  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 東 区 野 江 東 1 - 1 2 @ 3 3 5 1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大阪市城東区野江東之町 2 ノ 2 @ 7 1 2 5  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 町612ノ 1 広 島 ③ 2 0 8 1  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆鴫 ヒソレ) ⑧ 9  1 5 4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大阪市福島区海老江下 2 ノ74 @  6  4  6  4  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江中之町 l ノ 9 @ 1 1 7 1  

日 本 建 業

大 阪 市 減 束 区 蒲 生 5 - 39 @  0 0 7  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日産業 ピノレ) @6758  

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区倣後町( 綿業会館)

( 株) 汎 建 製

宍 阪 市 此 花 区 思n尚北之町11 @ 2 9 0 3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市西淀川区御幣島' 113 ノ 4 @ 7 6 5 1  

( 株) 三 高 製 作 所

大阪市東淀川区西rll 品|町 7 ノ69 (301)  0737 

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

_._ 

J 、

大阪市北区宗是I l IJ l ( 大阪ヒソレ) @ 8 6 2 1  

甲 工 業
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奥山化工業kk ・・ H ・H ・... . ...・ H ・..35

カ 鹿野石灰工 業kk …. ...・ H ・..… .. 16

桂商会 …・・・・・H ・H ・. . . . . . . . . . . 前付

kk 川岸窯業・ H ・H ・.....・ H ・.. … .. 17

川口ゴム工業kk … …. . .・H ・・前付

亀井kk .....・ H ・..... ..... ...… .. ..33

関西タイ ノレ. . ......・ H ・H ・・… … 32

関西暖房工業kk. ・・・ H ・H ・- …' ，31

関西三塁タイノレ会 ・H ・H ・..… 表4

協和産業kk …・酌・ … … … … 前付

近畿電気工事kk. …. . . . ・H ・- … 23

工藤電気kk ・・ H ・H ・....・ H ・-…・ ・14

kk 久保商庖・ ... .・ H ・.. .・H ・...・ H ・. 1  

栗原工業kk …. . .. .・ H ・....・ H ・... 14

黒川化学工業所… ・… . ...・ H ・.33

kk 建材社. . . ・ H ・H ・H ・..… .. .・ H ・..12

慧精工業kk ....・ H ・.. ……・・… 31

江東電気kk ・・ H ・H ・..... …・ ・・… 14

小西儀助商庖… ・… ・… … … … 36

合同特 許 建材工業 ｫｫ ＮＮ ＮＮ Ｎ ・ ｈ ・ ＢＧＱｾ

恒 和 化 学 工 業 … … ド…. . .... 本 文

kk 金剛商会. . . ・H ・. ...・ H ・... ・H ・..17

サ 斎久工業kk ・H ・H ・..… ・.. .・ H ・.. .12

kk 斎藤省三商庖. . . .・ H ・. ... .・ H ・.12

「材料と設計J ...・ H ・... .・ H ・本文

'‘ 

次 (聞

- 三栄建材・・・… … ・・・・…...・ H ・.11

三機工業kk …. ...・ H ・-…...・ H ・..12

kk 三 幸商会……. . . . ・ H ・H ・H ・-… 16

kk 三晃 商会... ・H ・.. .・H ・・・ ........ 13

三宝電 機kk .. … … . ….... .・ H ・.. 14

三和 ν ヤ ッタ- k k … … … … 前付

敷島金物 kk … … … ・… … ・一前 付

新鏑建設工業kk .…・…. . . ・ H ・... 15

kk 新興建材工業所・… . ....・ H ・.. 8  

須賀工業kk .....・ H ・..... . ..・ H ・.. .12

鈴木ν ヤタア商会 ・H ・H ・..… … 15

住友金属工業kk …. . . .・H ・-… ・・22

住之江織物・. . . ・ H ・.. ... . .. .・ H ・.. 11

世界長 ゴム … .. .・H ・. ....・ H ・・中挟

タ 田島応用化工kk ・・ H ・H ・. . …・・表Z

田中工業kk … ……. . . ・H ・- 、H ・H ・1

kk 問中風呂製作所・…. . . ・H ・- … 33

田辺工業kk … ." ・H ・.......・ H ・- 本文

田村商会建材部 ……. . . . . ・H ・.. 26

kk 谷山製作所… … H ・H ・- … 本文

第一企業kk ・H ・H ・.，..・ H ・H ・H ・.. .13

第一工業kk …. . . . ・H ・... .・H ・-… ・13

大嘉熱工業kk ・H ・H ・.... ・H ・- …・ ・13

大日本硝子工業kk ・・H ・H ・.. . … 34

太洋木材工業kk ・・ H ・H ・H ・H ・-… 20

大仏組・. . . ・ H ・...・ H ・- …. . .・ H ・.17

高砂熱学工業kk ・…… H ・H ・..… 12

kk 武智工務所. . . . ・ H ・，....・ H ・- 本文

淡陶 kk.... ・H ・..... . .・ H ・...・ H ・- 挟込

中央電気工 業kk ・… .，..・ H ・...… 14

朝陽電気kk … … … . .. .・H ・..… .14

東京鋼板工業kk … ・… … … ...16

東洋キャリアエ業kk …・…… "12

東洋ν セッ タ - k k ・・.. . .... . . . 前付

東洋陶器kk … …. . . .・H ・..… -・前 付

東洋 3 ノ Dュー ムkk ・H ・H ・. . 前付

東洋レでヨシ kk …. . . .・ H ・- …前付

ナ ナニワ瓦kk ・H ・H ・H ・H ・.. … … … 17

内外工業kk .. .・H ・.. .・H ・H ・H ・- … 32

内外建材kk ・H ・H ・... .・ H ・...・ H ・.. 30

内外写真 ・・H ・H ・. . . …… ・・ H ・H ・.. 15

中本電気kk .. .・H ・....・ H ・.. .・H ・.. 14

浪速合板- ・ 1 ・H ・H ・H ・H ・..... ・H ・16

浪速建材工業kk ・H ・H ・'"・ H ・-… 35

日共冷熱機材kk ・・ H ・H ・ 前 付

日新工業kk .… … …. . ..・ H ・... 中挟

日本アスベスト kk . . …. . . ・ H ・. .26

日本エレベ ータ……・. ..・ .... 11. 15 

日本アスフアル ト

防水工業 会関西事務所・…・・前付

日本管工業kk …. . . .・ H ・...… ・… 13

kk 日本金具製作所… … … … 前付

日本建鉄kk . . …・…・・一……表3

日本サ ッV 協 会関 西 支 部 … 前 付

kk 日本ν ヤ ッタ ー 製 作 所 … 表3

日本セメシト・ … ・… H ・H ・.......24

日本セメシ ト防水刻製造所… 表3

日本ドアーチェッ ク製造K K … … 中挟

日本ドライブイ ッ ト・ …・・ … ..23

日本パイプ… ・・ … … ・...・ H ・- … 30

日 本 レ イ ヨ ン … H ・H ・... .・ H ・-… 19

日;本熱学工業kk ・H ・H ・...・ H ・.... 13

日東紡績kk …・・ H ・H ・H ・H ・. . . 前付

日曹マスタ ーピノレダーズ … … 30

日米プライシド工業. . . . ・ H ・- 前付

日漉化学工業kk ・H ・H ・H ・H ・. . 前付

西日本アスフアルト事業協同組合・ ・・… 21

kk 西原衛生工業所… ・・ H ・H ・-… 12

ハ kk 林塗装庖 ....・H ・-… ... .・ H ・-… 15'

パラマクン ト硝子…. . . ・ H ・..… 27

kk 平川鉄工所・・ H ・H ・・・…・…・前付

平田タ イノレ ... ・H ・... ・H ・... . .・ H ・.34

富士製鉄 ・… H ・H ・-…，...・ H ・- …・22

フタパ黒板 ・H ・H ・.. …. . .... ・H ・.. 33

福屋工業kk ・・・ ・・ H ・H ・・・ H ・H ・… . .15

二葉屋装備工業kk ・H ・H ・… .. .16

藤森建材 kk ・H ・H ・.....・ H ・. ... . 前付

平和工業kk ・H ・H ・-…・…. . . . ・ H ・.33

マ 前回白蟻 .. .・H ・. . …. "・ H ・. . …挟込

松平式白蟻. . . . . .・ H ・.. .. .. .・ H ・...16

水 島商庖 …. . ・… .... ・H ・...・ H ・.32

水谷ペイン トkR … ・… ・ … 本文

kk 三高製作所. . . ・ H ・. .. ...・ H ・.. ..31

三井金属工業kk … … … … … 前付

kk 室谷商庖…. . . ・H ・......・ H ・.... 17

森 井t車業kk …・…… ... .... .・ H ・-… 14

森延窯業 日・・ ・・ ・H ・H ・. . . …… ・11

ヤ 山田工業kk …...・ H ・..… ・.. .・ H ・.13

矢橋大理石商庖 ・・ … -・・……・17

八幡製鉄. . . ・ H ・.....・ H ・...・ H ・- 前付

kk ヤマ ト電気商会. . . ・H ・. ...・ H ・14

八千代電設工業kk …. . ..・ H ・- … 15

kk 山本建材社… .. .・ H ・. . . …・・前付

山本窯業・ H ・H ・H ・H ・... ・H ・- …本文

kk 油脂化工社. . .・ H ・...・ H ・- … 表3

kk 吉田芳雄商庖… .. .・ H ・... ・H ・.17

吉野石膏kk ......・ H ・....・ H ・...… 17

kk 寄木商会… 小… . .. . .・H ・-…・ .13

ラ 理研鋼機kk ・:… H ・H ・- …. . .・ H ・. .13

。恒例の. 中広告 ( 5 日会 ・10日会) は紙面の都合上、目次 l土省略させていただきます。ただし普通紙広告の 2 頁から 10頁までに記載し

てあります。

特 別 広 告 ( 順不同)

東京銅版工業kk ・... ー …… 17. 29 

大阪生 コンクリート kk ………・ 17. 25 

kk 矢繍大斑石商庖 ・ υ ・・・・... 18. 26 

kk III 品順三製作所 …ー… e ・18

東洋リノリュー必kk .... ・…・・… 18. 26

kk 奥村軍兵衛商脂・ -…・・・ー ・ 19 

kk 中村塗装庖 ・・・・・一 一・ 19

日本ドアーチェッタ製造kk … …… 19 

西原衛生工業所大阪庖… - ・・・ 20. 33

東洋キャリア工業kk … - …… 20 

西原工業kk .... .. ... ・…ぃ ・・ 0 ・・21

kk 石渡康三郎塗装庖…… ........ ... .... 21 

日本陶管kk .. .. .....・ H ・................. 22. 25 

内外工業kk ……........・ e ・・ ... ...・ H ・'22

k l< 春本鉄工所・・・. . . . . . ... .. . ・ 22. 29 

kk 大林組……・・・・・一 …  ..… ・・・2A

大阪アサノ コンクリ ート kk ・・・・・・ '25

亀井k k .. .. ................... ー・・… 26 

石鹿商事kk .... ........ .. . ・…..... ... ....... 27

大阪電気暖房商会…・・. . . . . . . . . . . ..・ 27. 32 

kk 三晃商会 ...・ H ・..... .. ."". . ……・28

近畿電気工事k k 、…・・・・ ー…・ .. ..28

久保商庖. . . . . .. .....・ H ・.... .. ー… ...... 29

鈴木シヤタ 7 商会 ・・ ……… ........ .29 

竹林塗装工業kk …・・・・・・ ......... 29 

kk 上野製作所・・ ・・・ 29 

k k 竹中工務庖…. .... ....... ー- ・30

三宝{ 中銅エ業kk ..... ... ....... .. . ... .... ..... 31 

kk 三木塗投信・ …ー… .. .... .. .. .. .32

高砂熱学工業k k . ・..・ e ・-…・…...・ H ・'33

宏司E工業kk .... .. .... ....・ H ・…...... ....・・・ '34

kk 熊取谷石材后…. . . . . ・ 0 ・・ 山… ・・ … .34 

大成建設k k .. .. ー ・… ・・・…… 90 

鹿島建設kk 大阪支底 e・e ・.. ... .. ... ... ... .... 91

清水建設kk .. . 一・…. . . .... ... .ー ・92
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イ 友 梓 工 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

99長
日本バイヌの角影鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製渇抹式1白紙

東 京 ・ 大 阪

l  内 外 式 電 動 .  

ベ ン チ レ ー タ = -

雪量基準法にフリーパスのガラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工場 ・プラ y トホーム ・

体育館 ・アーケードに品適

30 

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株) 内 外 土 木 建 材 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大 阪 商 工 ピ ル ) T  E  L  (44 )  3983 

工 場 大阪市城東区天王国間T l の 141 T E L  (98 )  1149  

最 良 の コ ン ク リ ー ト を 保 証 す る ・ ・ ・ ・ ・

各 地 の 工 事 現 場 で ポ ヅ リ ス は よ " 良 き

コ ン ク リ ー ト の 為 に 使 用 さ れ て い ま す 。

高 度 の 各 種 製 品 と と も に 、 ' テ ク エ カ ル

サ ー ビ ス の 御 用 命 を お 待 ち い た し ま す 。

日自マスヲーピル9 "- X・縁式会副

本 社 東京都千代田区大手町 2 の 4 Ｈ 新大毛町ピル Ｉ 電話ＨＲ｟ｬ ｾ ￎ ｾ ＷＸＱ さ
大 阪 出 彊 所 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 7 (広 銀 ，ピiル) 電話但02)3294- 6

名古慶出強所 名 古屋 市 中 区 新 栄 町 l の 6 (朝日生命館内) 電話 (24) 9  2  7  3  

循 岡 出 彊 所 福 岡 市 天 神 町 9 (西日本ピル内) 電話 ( 5 ) 7 4 7 1

仙 台 出 強 所 仙 台 市 東 一 番 丁 1 1  ( 東一 ピル肉) 電話 ( 3 ) 8  5  1  6  

札 幌 出 彊 所 札 線 市 北 三 条 西 2 丁 目 ( 桑沢商臨内) 電話 ( 5 ) 7  1  7  1  

二本木出廻所 新 調 県 中 顕 城 郡 中 郷 村 { 日曹三本木工場肉) 電話 { 中郷) 5  1  

高 岡 出 彊 所 富 山 県 高 関 市 向 野 本 町 { 目曹高岡工織内) 電制 高岡 ) 2001 

内 外 式

コンチェアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

コンクリ ート 表面

耐 磨 耗 剤

マ ス タ ー プ レ ー ト

コンクリート表面

カ ラ ー 耐 膚 耗 剤

カ ラ ク ロ ン

モノレタ J レ

無 収 縮 、 注 入 斉1)

コニ A  ... ぇ :::J 

コンクリート ・毛J レ タ ル

防 水 錠 水 釦j

ス テ ア ロ リ ス

コンクリートゼロスランフ

ウ オ カ ピ リチ イ 増 進 剤

ル ブ リ リ ス

其 他 諸 製 品

4‘  



サッシ ｬＮ 伊・Ｎ抑 ｉｾ Ｇｩﾭ

民謡 臨孟孟王宮田沼

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

話 大 阪 301- 0 7  3  7  ( 代表〕

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその骨量水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の執点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。 ( 土手当り材r ut ￥ 950) 仕上り 厚き約2 ' %0程度

学校、工場、病院、事務所、高底、ガレ ーヂ、ガソリ ンスタンド 、住宅の玄関、流し、浴室等

に最適であります。 ・ ( 求 代 理 腐 )

慧 精 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

T E L  大阪 (46) 3  5  9  4  

'

J
J

・

-
、
日
・
パ
一
司

U

句
恥
・
・

-
.  
、

.・刷、

.  .  

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

屯 話 大 阪 67 - 6751  ( 代表) - 4 ・1590

m工場 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

也君主 餅 ① 1 2  1  3 ③ 1  3 2 2  

出張 所 初 岡 徳 島

γ L":'.. ・・..・ペエ

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ シ グ
施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッν ュ ドアー
造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

ｾＺを 寄 木 商
4z2z-z  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6- 49

電 話 @3  7  3  1 ・3 9 6 0

ヱ 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1
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活かす. ノを雅 致な清楚の磁タイノレ

陶

か な 施 工

d .  

ｾ＠商

しぐ れ た 材 料 ・ た

イタ西

す

関 ル

大 阪 市 北 区 老 松 町 3 ノ 2 1  

(36)  5  5  7  8  ( 代表)

N:G. C武

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

本社

工場

高局と⑥技術

y. c. コンべス( リグパド)

大 阪 ヨ レ ベ ス 建 材 批

じ百貨ミヅシマ

' 6 1 年 型 ミ ヅ シ マ マ ッ ト

ユ ー ビ マ

ラ イ ン マ

マ ジ ッ ク ラ イ ン

ニ ュ ー ラ イ ン

ビ ニ ー ル

おそう

ミ勺シママη ト

T E L (53) 3 5 1 4 ・ 8 2  4  6  

T H E (22) 5 3 6 3 ・ o 2  1  4  

T  E  L  (3)  2  7  0  6  

T E L  値引 1  6  9  7  

T E L  (53)  9 3 4 7  

‘'/foデザインφ

大 阪 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 り 一 丁目

京 都 京 都 市 中 京 区 蛸 薬 師 通 り 烏 丸 西 入

福 岡 福 岡 市 下 村 馬 小 路 一 二 八 の 四

工 場 京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 町 八

展 示 場 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 り 一 丁目

慌に十

キ土
A

E

 

式株

盾
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標準セメント防水材・特許ニッポン

特許ニッポシ防水液・急給液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品続末ニ ッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメント防水材特許継実

施工場

i大 阪 営 断) 北区芝 田 町 六 八 電 話 大 阪 @乃

本鮭. 工淘) 神戸市灘区住吉町反高林1876.

神戸③2723

stilndard 

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風目

自 申 風 呂 銭 信 京

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν 賑 橋 電 停 前 電 話@5 313 ・8128

窓掛、鍛帳、 日際 、壁紙

東洋リノリユームの

亀 井

室 内 装 飾 誠 車 、 舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ・噌ト発売元

株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  ( 代)

E ョヨl ! 咽Ei・

l 大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 ( 64) 5750 ・8444

東京工渇東京都 太 同 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741)0160 ・1733

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販 売

⑩ 
栄 進 鋼 業 株 式

.d. .  

Z コE 社

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2 電 話 減 東 @ 8261- 3番

支 底 ・ 福 岡 営業所・ 広 島 ・長 崎
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.圃.

岩 元 式

iスカイライト並努勢l べンチレーダー|

• 

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈
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会
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日
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i
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n
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]

エ

旦
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朱

駒

山

i

a
区

6

業

献

伽

.

-

司

話

E

阪

国

-

大

電

一

冗

柑

岩

党け液製燥号ス

咳笠霊賞品

製造元大日本硝子工業雲霊

ポリエステノレ樹 脂

硝 子 繊 維 強 化 板

• 
大坂市北区玉江町 2- 4 ( 三菱念摩ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 (281) 6 9  2  6  - 8  

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工事堅

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事 ミ

議耐酸モノレタノレ工事 .  各 種 床 工 事 室

大 阪 耐 酸 Z 業 PR

大 阪 市 北 区 浮 田 町82番地 電 路 大 阪@1333番
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-

- 黄綬褒章受賞

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｇ‘・ ｲｾＯＧ ミ・陣取帯
コーパータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

浪建式

アルミサwシュ・ドアー

スチールサ，リシュ・ド] -

シャ. ，ヲー・オペレーター

lトカライジ: i ?o処理工場誠

一製造販売ー

浪速建枚Z業株式会社

日 澗 州

全国線代理庖 I  

本社 ・工緬 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第二工渇 ・ 大阪市城東区茨凹楠雄町四 一 番地電信大阪 ｾ Ｑ 日 ・ 錨 ＲＴ 番

車京営業所 ・東京畑中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541)4611番

福 岡 営 業 所 ・ 福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ンピル肉 ) 電 話 福 岡 ③ 8462書

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6番
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連 築 j宥め接看守) k  (式

⑭ｩｉｴｾド
木 工 用 ポ ン ド Ct " h ハ ー ド ボ ー ド 用 オミンド C V2000

柔 ツ ク ス 用 ホ ン ド K
t

イ七 粧 キ反 用 オミンド G s  

ー ド

セメン トモルタル

ボ ン ド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

ボ ン ド GI 00

補 強 用 →ナ ラ ン そ の 他

宕クB42ト 用 ポ ン ド E 木 材 構 造 用 ボ ン ド K R 1 7 0 種

製 造 元 22 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 23 )  2047.  2057 (代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 (241) 5524- 8 .  

分 室 ・東京 都 中 央 区 日 本橋本町 1 丁目 7 番地 電 話 (241) 2191- 4. 2541 

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 通 り 8 丁 目 2 1 番 地 電 話 (53) 7  1  8  3  - 4  

工 場 大 阪 ・ 東 京

I  ， 、s 、

、

主任ベ支子第十・

大 建 の

局 白 冨 事 ゆ

.、

命 /  大建の 2重焼付塗装で

、; ; ; ; 1 7 大阪建材工業株式会社 ・部材 で l 回、 成品で I 回

営 業 所大阪市商区九郎右衛門町21番地 T E L 大阪 ⑬ 0836- 9  

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 丁目 6 番地 T E L 堺 ② 3323- 7  

名古屋営業所名古屋市東区東新道町 2丁目 7 T E L 名古屋 ⑫ 72  6  4  

出 張 所 金 沢 T E L 金沢 ③ 3427 - 8
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4  4  6  8  

岡 田 建 材 株 式 会

.r. 8/ j !  111 附 l正 西 悩 井 町 2 ノ 1 2  

電 話 ⑬ o  1  2  1 ・ 2 0  5  7  

庖

Ｎ官 ｊｾ

キ土

タ テ パ ヤ シ 商

点I: ti Ili ド J;C I;{.):. Ｇ，Ｇ［｟Ｇ［Ｎ￬Ｎ且凹 ｾｉ ・ル

底

f呆株式会社

太 似

部

金

百

五

十

円

(

送

料

共

..c号、

2 玄株式会社 名 建 商

名 ｉｾｩ /11 ，Ii  '11  1;0( Ｎｾ［出町 Ｔ 1 ノ 2

司 ｉｊｾ

久

rli ｾｴ＠

1329 ・21侃 ・ 28 17

社

ｭｊｾ＠ @  6  1  7  6 - 9  

ｭｊｾ ① Ｒ ＲＰ Ｑ＠ .  23ω 

株式会社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 1;( 江 戸 JII.I 軒.i!li 5 ノ 3 5  

司IJ t ⑬ 5 4  0  8 ・ 5 4  8  6  

商 庖

砂 町 5

ｭｬｾ ⑧ Ｐ Ｒｊｬ Ｗ Ｍ Ｘ ・ ＴＸＳＶ Ｍ Ｗ

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

止 阪 市 西 区 l軒 嘱 江 J c j且 1 町 1 9  司1 J孟i I j ) 6161 - 4  

合名会社 利 倉 孝 商 庖

大阪rnJ 軒区長純情 筋 2 ノ20 姐 似 幌 地 停nrJ)

ｭｬｾ ⑮ 似 ＷＱ Ｍ ＲＮＰＳＷ Ｑ ⑫ ＷＶ 刷

京都営集所 J;r Iffi illrll) j { ぱ河原町w川 ド ル 電話; @  3 2 7 7  

和 泉 産 業 株 式 会 社

k 阪 rli I軒 区 日 本 偏 筋 2 ノ 3 6  

電 話 ⑧ o 1  3  7 ⑧ 3 2 8 6  

限 会 社

田 町 I

lIl JI i ③ 2  6  9  7 ・ 2 1  4  0  

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 占 /;1 中 区 北! l { 町 3 9  

厳阜出張所・ 岐 阜 市 竹 屋 町 2 7  

有

区t t t .

電 話大 阪 ⑮ 9 648 ・9 64 9 ・9 6 4 0

鍍 醤 口 座 大 阪 3 9 9 7  5 番

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 臼 市 鉄 砲 町 1 0  8  電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・ | 岡 山 市 東 田 町 3 電 話 ② 7911 ・8169

福 岡 . HI. I出1，li 万 行 寺 前 町 1 4  電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

関西三星タイル会員

御 入 会 の 御 申 込 は ・・・・. .

「建 築 と社 会 J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市東 区北 浜 3 - 3 7  

建 材

iIi ｾ￯［＠ ，ｾＨ＠

石 井

神 戸


